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Microsoft Project Server を展開する準備
Microsoft Project Server 2002 は、Microsoft Project Standard 2002 および Microsoft Project Professional 2002 と共に使用することで、プロジェクトの管理者、チーム メンバー、およびプロジェクトの計画にかかわるその他の人々との共同作業を効率化するのに役立ちます。Microsoft Project Server にプロジェクトやリソースを発行するには、Microsoft Project Professional を使用します。また、タイムシートを使った作業、プロジェクトのデータとレポートの表示、電子メール通知と事前通知の管理などを行うには、Microsoft Project Web Access を使用します。
注  Microsoft Project Server にアクセスするには、クライアントアクセスライセンスとしてMicrosoft Project Server CALが必要になります。ライセンスの詳細情報については、Microsoft Project Server CD の PjSvr10.chm に含まれている使用許諾契約書を参照してください。
この章は、Microsoft Project Server の展開に関する次の節で構成されています。
· Microsoft Project Server セットアップの手引き
· Microsoft Project Server のコンポーネント
· Microsoft Project Server のシステム要件
· Microsoft Project Server のセキュリティ
· Microsoft Project Server の構成オプション
· Microsoft Project Server のデータベース管理システム オプション
Microsoft Project Server のコンポーネント
Microsoft Project Server には、次の Microsoft アプリケーションのサービスとサポートが必要です。
· Windows Server 2000 Service Pack 1 以降および Internet Information Services 5.0 以降  Microsoft Project Server の全機能を使うために必要です。
SQL Server 2000 Service Pack 3 以降  Microsoft Project Server に組み込まれたすべてのエンタープライズ機能をスケーラブルな環境で利用するユーザーに推奨されるデータベース管理システムです。SQL Server 2000 Standard Edition および SQL Server 2000 Enterprise Edition はどちらも Microsoft Project Server のエンタープライズ機能をサポートしますが、フェールオーバーや HTTP Internet Support のような高度な展開機能をサポートするのは SQL Server 2000 Enterprise Edition だけです。Microsoft Project Server をインストールし、SharePoint Team Services を Microsoft Project Server 用に構成するには、先に SQL Server 2000 をインストールしておく必要があります。
注  Microsoft SQL Server Desktop Engine 2000 (MSDE 2000) は Microsoft Project Server に同梱されており、セットアップ中に [今すぐインストール] オプションを選択すると一緒にインストールされます。MSDE は、サーバーに SQL Server 2000 がインストールされていない場合にだけインストールされます。MSDE 2000 はエンタープライズ機能をサポートしていますが、Microsoft Project Server データベースに同時にアクセスできるユーザーの数は大幅に制限されます。このデータベースは、デモンストレーション、テストパイロット展開、ごく小規模な展開など以外での使用はお勧めできません。Microsoft Project Server で MSDE 2000 を使う場合の制限については、この章で後述する「MSDE の制限」を参照してください。
· SQL Server 2000 Analysis Services Service Pack 3 以降  Microsoft Project Server でポートフォリオ分析機能を使うのに必要な OLAP (Online Analytical Processing) サービスを提供します。ポートフォリオ分析機能は、Microsoft Project Server のエンタープライズ機能としてのみ利用できます。
注  Analysis Services に対してインストールする Service Pack は、SQL Server 2000 に対してインストールするものと同じバージョンでなければなりません。
· SharePoint Team Services  Microsoft Project Server で使用できるように適切に構成すれば、プロジェクト レベルでドキュメント ライブラリと懸案事項の管理サービスを利用することができます。SharePoint Team Services は Microsoft Project Server に同梱されていますが、既にインストールされている SharePoint Team Services を Microsoft Project Server で使用できるように構成することも可能です。
注  SharePoint Team Services をインストールしたサーバー上のプロジェクト ドキュメントを保護するには、そのサーバーで NTFS ファイル システムを使用しなければなりません。
· Microsoft Project Professional  Enterprise Project Management (EPM) ソリューションを求める企業に対し、エンタープライズ規模のプロジェクトおよびリソース管理機能、共同作業機能、シナリオ分析ツールを提供します。
· Microsoft Project Standard  共同作業を行うワークグループ環境で、チームのプロジェクト管理機能を提供します。チーム メンバーはプロジェクト情報の表示、更新、分析ができます。Microsoft Project Standard では、Microsoft Project Server に組み込まれているエンタープライズ機能をすべてサポートすることはできません。
· Microsoft Office XP  Microsoft Project Web Access を使用するコンピュータで Office Web Controls の全機能を利用する (新しい [ポートフォリオ分析] ビューを作成するなど) ため、またはデータ アクセス ページを使用するために必要です。
注  SharePoint Team Services をインストールした後、SharePoint Team Service を Microsoft Project Server 用に構成する前に、Office XP Service Pack 1 を適用する必要があります。SharePoint Team Services を Microsoft Project Server 用に構成した後にこの Service Pack (またはこれ以降の Service Pack) を適用した場合は、Microsoft Project Server で必要となるカスタム サーバーサイド テンプレートが SharePoint Team Services に含まれる既定のサーバーサイド テンプレートによって置き換えられるので、Microsoft Project Server 用の SharePoint Team Services を実行するサーバーを再度構成しなければなりません。
· Internet Explorer 5.1 以降  Microsoft Project Web Access ユーザー インターフェイスにアクセスするために必要です。
Microsoft Project Server セットアップの手引き
Microsoft Project Server のインストール プロセスはかなり込み入っています。他のアプリケーションを Microsoft Project Server 用に構成しないと完了できないなど、依存性を持つ作業が数多くあります。たとえば、SharePoint Team Services を Microsoft Project Server 用に構成するには、まず SQL Server 2000 をインストールしなければなりませんが、SharePoint Team Services の構成は、Microsoft Project Server をインストールして Microsoft Project Web Access にログオンできるようになるまでは完了できません。Analysis Services の場合も同様です。
このセットアップの手引きは、アップグレードやインストール作業のすべてに言及しているわけではなく、完全なインストールを保証するものでもありません。ただし、全般的な意思決定プロセス、および Microsoft Project Server の展開を始める前に認識しておくべき事柄を確認できるようになっています。以降の節では、それぞれの手順の実行順序、Microsoft Project Server で必要となるサポート アプリケーションを正しく構成する方法、トラブルシューティング情報など、実行すべき手順について説明します。
	手順
	説明

	1
	Microsoft Project の展開をスタンドアロン、ワークグループ、エンタープライズのいずれにするかを、プロジェクト管理者やチームのメンバーに提供する機能と採用するデータベース管理システムに基づいて決めます。
· スタンドアロン  スタンドアロンとして展開することを選択した場合は、これ以降の説明を読む必要はありません。Microsoft Project Standard (または Microsoft Project Professional) をインストールするだけです。オープン データベース接続 (ODBC) オプションを使用して、プロジェクトをデータベースに保存することができます。
· ワークグループまたはエンタープライズ  ワークグループまたはエンタープライズとして展開することを選択した場合は、Microsoft Project Server のインストールを始める前に、このセットアップ ガイドに目を通してください。特に、手順 2 に進む前に、「Microsoft Project Server のコンポーネント」と「Microsoft Project Server のシステム要件」、および「セキュリティ情報」の「Microsoft Project Server」を参照してください (すべてこの章に記載されています。

	2
	Microsoft Project Server の構成を決めます。この章で後述の「Microsoft Project Server の構成オプション」を参照してください。手順 2 を終える前に、次のことを確認してください。
· Windows 2000 をインストールし、Service Pack 1 以降を適用してあること。
· Internet Information Services 5.0 以降をインストールしてあること。
· サーバーにインストールされている Microsoft Data Access Components (MDAC) のバージョン。Microsoft Project Server のセットアップ中には MDAC 2.6 がインストールされます。Universal Data Access Web サイト (www.microsoft.com/data/download.htm（英語情報）) から MDAC 2.7 RTM Refresh 以降をダウンロードする必要があります。

	3
	データベース管理システムを決めます。この章で後述の「Microsoft Project Server のデータベース管理システム」を参照してください。手順 3 を完了する前に、次のことを確認してください。
· 使用することに決めたデータベース管理システムが、使用する Microsoft Project Server の機能に必要な要件を満たしているかどうか。
· 組織内で Microsoft Project Server データベースに保存されているデータにアクセスする (またはポートフォリオ分析を使う) ユーザーの数に関して、データベース管理システムの要件が満たされているかどうか。
· Microsoft Project Server をネットワーク負荷分散環境、Web ファーム環境、フェールオーバー環境に展開するかどうか。展開する場合は、SQL Server 2000 Enterprise Edition の展開も計画に入っているかどうか。
· ポートフォリオ分析をインターネットから利用できるようにするか。利用できるようにする場合は、SQL Server 2000 Enterprise Edition の展開も計画に入っているかどうか。

	4
	Microsoft Project Server の展開方法を決めます。2 つの一般的な構成があります。1 つは Microsoft Project Central から Microsoft Project Server をアップグレードする方法、もう 1 つは新しいサーバーに Microsoft Project Server をインストールする方法 (推奨) です。Microsoft Project Server では、データベース管理システムとして SQL Server 2000 Service Pack 3 以降、または Microsoft SQL Server Desktop Engine 2000 (MSDE 2000) Service Pack 3 以降を使用できます。つまり、次の選択肢があります。

	
	
	Microsoft Project Server を新しいサーバーにインストールする
	Microsoft Project Server にアップグレードする

	
	SQL Server 2000 Service Pack 3 以降
	新しいバージョンの Microsoft Project Server をインストールする場合は、SQL Server をインストール (手順 5) した後に、Analysis Services をインストールし (手順 6)、データベースを手動でインストールし (オプション、手順 9)、SharePoint Team Services (手順 7) をインストールし (手順 7)、最後に Microsoft Project Server をインストールします (手順 9)。
	Microsoft Project Central からアップグレードする場合は、SQL Server をインストール (手順 5) した後に、Analysis Services をインストールし (手順 6)、最後に手動で Microsoft Project Server にアップグレードします (手順 10)。

	
	MSDE 2000 Service Pack 3 以降
	MSDE 2000 をデータベース管理システムとして使用し、エンタープライズまたはワークグループとして展開することに決めたときは、まず SharePoint Team Services をインストールし (手順 7)、その後 Microsoft Project Server をインストールします (手順 9)。
	Microsoft Project Central からアップグレードする場合、MSDE 2000 をデータベースとして使用し、エンタープライズまたはワークグループとして展開することに決めたときは、まず MSDE 2000 をインストールし (手順 5)、その後 Microsoft Project Server に手動でアップグレードします (手順 10)。

	5
	SQL Server 2000 Service Pack 3 以降をインストールする
	MSDE 2000 Service Pack 3 以降をインストールする

	
	次の手順に進む前に、第 2 章に目を通してください。手順 5 を完了する前に、次のことを確認してください。
· SQL Server 2000 Service Pack 3 以降が正しくインストールされていること。
· SQL Server の Administrator アカウントが作成されていること。
· SQL Server がインストールされており、Microsoft Project Server に必要な混合モード ユーザー認証がサポートされていること。
	次の手順に進む前に、第 2 章の「(オプション) Microsoft SQL Server Desktop Engine (MSDE) 2000 の使用」に目を通してください。

	6
	SQL Server Analysis Services Service Pack 3 以降をインストールします。次の手順に進む前に、第 2 章に目を通してください。手順 6 を完了する前に、次のことを確認してください。
· OLAP の管理者アカウントが作成されていること。

	7
	SharePoint Team Services をインストールします。次の手順に進む前に、第 3 章に目を通してください。手順 7 を完了する前に、次のことを確認してください。
· SharePoint Team Services が正しくインストールされていること。
· SharePoint Team Services の管理者アカウントが作成されていること。
· SharePoint Team Services のデータベースを読みとるためのアカウントが作成されていること。
· 有効な MSADC 仮想ディレクトリが存在し、そのマシンの IP アドレスへのアクセスが許可されていること (カスタム サイトを作成している場合)。
· Internet Information Services (IIS) に Web サイトが存在すること。
· Office XP Service Pack 1 を適用していること (この作業は、SharePoint Team Services を Microsoft Project Server 用に構成する前に行わなければなりません)。

	8
	Microsoft Project Server で電子メール通知と事前通知を使うには、SMTP サービスが必要です。これは Microsoft Project Server のセットアップ前またはセットアップ中にインストールできます。手順 8 を完了する前に、次のことを確認してください。
· Microsoft Project Server の電子メール通知と事前通知に使用する SMTP サーバーの名前。この情報は、Microsoft Project Server のセットアップ中に指定できます。

	9
	Microsoft Project Server をインストールします。次の手順に進む前に、第 4 章に目を通してください。手順 9 を完了する前に、次のことを確認してください。
· 展開要件に対して適切なデータベース管理システムがインストールされていること。
· SharePoint Team Services を Microsoft Project Server 用に構成してあること。
· SQL Server 2000、Analysis Services、SharePoint Team Services、SMTP サーバーの接続情報を把握していること。

	10
	Microsoft Project Server が正しくインストールされていることを確認します。次の手順に進む前に、第 2 ～ 4 章に目を通してください。手順 10 を完了する前に、次のことを確認してください。
· Intetpub\wwwroot フォルダに Microsoft Project Server サイトがあること。
· IIS で Microsoft Project Server サイトが表示されること。
· Windows ユーザー アカウントの MSProjectServerRole と MSProjectRole が Microsoft Project Server のセットアップ中に作成されていること。

	11
	Microsoft Project Server のインストールを完了します。次の手順に進む前に、第 5章に目を通してください。手順 11 を完了する前に、次のことを確認してください。
· PSCOMPLUS.EXE (COM+ 設定ツール) を実行したこと。Analysis Services サーバーと SharePoint Team Services を実行するサーバーを指定する場合は、セットアップ中に指定します。
· PROXYCFG.EXE (プロキシ構成ツール) を実行したこと。
· IIS をリセットしたこと (IISRESET を使用)。
· PJDBCOMM.DLL に正しいアクセス権があること。
· MSADC に正しいアクセス権があること。
· すべての SharePoint Team Services サブ Web で匿名アクセスが有効になっていること。

	12
	既定の管理者アカウントを使って、Microsoft Project Web Access にログオンします。次の手順に進む前に、第 5章に目を通してください。手順 12 を完了する前に、次のことを確認してください。
· ユーザー アカウントを作成したこと。
· トップレベル ナビゲーションのすべてのリンク (ドキュメントおよび懸案事項を除く) にアクセスできること。
· Microsoft Project Server のセットアップ中に作成した既定の管理者アカウントを使って Microsoft Project Web Access にログオンできること。

	13
	Microsoft Project Web Access から SharePoint Team Services に接続します ([管理] をクリックし、[SharePoint Team Services の管理] をクリックし、次に [サーバーへの接続] をクリックします)。次の手順に進む前に、第 5 章に目を通してください。（Microsoft Project Server のセットアップ中に SharePoint Team Services 情報を指定した場合は、この情報は既に構成されています。）手順 13 を完了する前に、次のことを確認してください。
· Project Web Access の [ドキュメント]と [懸案事項] から SharePoint Team Services のページにアクセスできること。
· サブ Web を作成できること。
· SharePoint Team Services の 管理 Web サイトに接続できること。

	14
	Microsoft Project Web Access で OLAP キューブを作成し、正しく作成されたことを確認します。次の手順に進む前に、第 5 章に目を通してください。手順 14 を完了する前に、次のことを確認してください。
· ViewDrop フォルダに正しい NTFS アクセス権があること。
· OLAP キューブが正しく作成されていること。

	15
	Microsoft Project Professional をインストールします。手順 15 を完了する前に、次のことを確認してください。
· Microsoft Project Professional から Microsoft Project Server に接続できること。
· Microsoft Project Professional を使ってプロジェクトを Microsoft Project Server に発行できること。
· Microsoft Project Professional を使用して、エンタープライズ リソース共有元にリソースを追加できること。
· Microsoft Project Professional を使用して、エンタープライズ グローバル テンプレートをチェックアウトおよび編集できること。
· Microsoft Project Professional の [共同作業] メニューの項目にアクセスできること。
· Microsoft Project Server に発行されたプロジェクトを使用し、ビュー (ポートフォリオ分析ビューを含む) を作成できること。
· SharePoint Team Services を実行するサーバーに保存されたドキュメントと懸案事項を表示できること。

	完了
	


Microsoft Project Server のシステム要件
Microsoft Project Server のハードウェア、システム、機能の最小要件は次のとおりです。SQL Server 2000、Analysis Services、Windows 2000 Server、SharePoint Team Services のシステム要件については、各アプリケーションのマニュアルを参照してください。
注  ここに示すシステム要件は既定のインストール用のもので、少数のユーザーしかサポートしません (Microsoft Project Server 2002 の構成および使用方法によって異なります)。ハードディスクとメモリの要件は、構成や選択したオプション、Microsoft Project Server へのアクセスを必要とするユーザーの数によって異なる可能性があります。 
	Microsoft Project Server 2002 のシステム要件

	プロセッサ
	Pentium III 500 MHz 以上のプロセッサ (Pentium III 700 MHz 以上を推奨)

	オペレーティング システム
	Microsoft Windows 2000 Server (Service Pack 1 以降を適用) 以降または Windows 2000 Advanced Server (Service Pack 1 以降を適用) 以降のオペレーティング システム。Microsoft Internet Information Services (IIS) 5.0 以降をインストールし、Microsoft Project Server 用に正しく構成します。さらに、IIS 用の Microsoft 管理コンソール (MMC) スナップインをインストールする必要があります。

	データベース管理システム
	Microsoft SQL Server 2000 以降、または Microsoft Project Server に同梱されている Microsoft SQL Server Desktop Engine (MSDE)。エンタープライズ プロジェクトおよびリソース管理には Microsoft SQL Server 2000 以降が必要です。 

注  Microsoft Project Server セットアップを実行すると、Microsoft Data Access Components (MDAC) 2.6 がインストールされます。MDAC をインストールした後は、Windows 2000 Server を再起動する必要があります。サーバーのセキュリティ機能を最新の状態にするには、Microsoft Project Server をインストールする前に MDAC バージョン 2.7 にアップグレードする必要があります。

	ハードディスクの空き容量
	標準インストールの場合は、70 MB の空き容量

	
	SQL Server 2000
	標準インストールの場合は 250 MB の追加空き容量

	
	Analysis Services
	標準インストールの場合は 130 MB の追加空き容量

	
	SharePoint Team Services
	標準インストールの場合は 70 MB の追加空き容量、さらに作成する Web サイトごとに 5 MB の追加空き容量

	RAM
	最小 128 MB の RAM (512 MB を推奨)

	
	SQL Server 2000


	最小 : 64 MB の追加 RAM 推奨 : 128 MB の追加 RAM

	
	SharePoint Team Services
	最小 : 128 MB の追加 RAM
推奨 : 192 MB の追加 RAM

	その他のハードウェア
	CD-ROM ドライブ、Super VGA 以上の解像度のモニタ、Microsoft Mouse、Microsoft IntelliMouse、または互換性のあるポインティング デバイス、14.4 Kbps 以上のモデムまたは高速接続

	その他のソフトウェアまたはアプリケーション要件
	ポートフォリオ分析 (OLAP レポート) には SQL Server Analysis Services (SQL Server に付属) が必要です。Analysis Services を別のサーバーにインストールする場合は、Analysis Services サーバーに SQL Server 2000 サーバーと同じ Service Pack を適用する必要があります。

	
	プロジェクト共同作業には SharePoint Team Services (Microsoft Project Server に付属) が必要です。SharePoint Team Services のセキュリティ機能には NTFS ファイル システムが必要です。SharePoint Team Services を Microsoft Project Server 用に構成する前に、Office XP Service Pack 1 を適用する必要があります。

	
	電子メール通知には Microsoft Exchange Server、Internet SMTP/POP3、IMAP4、または MAPI 互換のメッセージング ソフトウェアが必要です。

	Microsoft Project Web Access のシステム要件

	プロセッサ
	Pentium 133 MHz 以上のプロセッサを搭載した PC (300 MHz 以上のプロセッサを推奨)

	オペレーティング システム
	Microsoft Windows 98、Windows 98 Second Edition、Windows Millennium Edition、Windows NT 4.0 (Service Pack 6 以降)、Windows 2000 Professional、Windows XP Professional、またはこれ以降のオペレーティング システム

	ハードディスクの空き容量
	標準インストールの場合は 5 ～ 15 MB の空き容量。ハードディスクの使用量は構成によって異なります。

	RAM
	オペレーティング システム用の 24 MB に加え、Microsoft Project Web Access 用に 8 MB
	Microsoft Windows 98 および Windows 98 Second Edition

	
	オペレーティング システム用の 32 MB に加え、Microsoft Project Web Access 用に 8 MB
	Windows Millennium Edition、Windows NT 4.0、Windows NT Server 4.0

	
	オペレーティング システム用の 68 MB に加え、Microsoft Project Web Access 用に 8 MB
	Windows 2000 Professional

	
	オペレーティング システム用の 128 MB に加え、Microsoft Project Web Access 用に 8 MB
	Windows XP Professional

	その他のハードウェア
	CD-ROM ドライブ、Super VGA 以上の解像度のモニタ、Microsoft Mouse、Microsoft IntelliMouse、または互換性のあるポインティング デバイス、14.4 Kbps 以上のモデムまたは高速接続

	その他のソフトウェアまたはアプリケーション要件
	Microsoft Internet Explorer 5.01 以降 (Internet Explorer 5.5 以降を推奨)

	
	Office Web コンポーネントの全対話機能を使用してポートフォリオ分析ビューを作成するには、管理者用の Microsoft Office XP ライセンスが必要です。

	
	電子メール通知を使うには Microsoft Exchange Server、Internet SMTP/POP3、IMAP4、または MAPI 互換のメッセージング ソフトウェアが必要です。


セキュリティ情報
この節には、Microsoft Project Server に関するセキュリティ情報を記載します。
注  Microsoft Project Server のセキュリティ設定は、Microsoft Project Web Access を使って管理できます。[管理] をクリックし、次に [セキュリティの管理] をクリックします。Microsoft Project Server の管理の詳細については、第 6 章を参照してください。
Microsoft Project Server
Microsoft Project Server のセキュリティ要件は、次のとおりです。
· Microsoft Project Server 仮想ディレクトリのディレクトリ セキュリティは、統合 Windows 認証に設定します。
· Microsoft Project Server 仮想ディレクトリのディレクトリ セキュリティは、IP アドレスおよびドメイン名による制限に基づいてアクセス権を与えるように設定します。
· 組織内にまだ Microsoft Project 2000 を使用しているユーザーがいる場合は、Microsoft Project Server 仮想ディレクトリ内にある PJDBCOMM.DLL のファイル セキュリティを、匿名認証を許可するように設定します。
MSADC 仮想ディレクトリのディレクトリ セキュリティは、アクセスなしに設定します。
注  MSADC 仮想ディレクトリが既に存在する場合は、認証方法の設定は変えないでください。
· MSADC 仮想ディレクトリ内の MSADCS.DLL のファイル セキュリティは、統合 Windows 認証のみに設定します。
· MSADC 仮想ディレクトリ内の MSADCS.DLL のファイル セキュリティは、IP アドレスおよびドメイン名による制限に基づいてアクセス権を与えるように設定します。
Microsoft Project Server では、Microsoft Project Server データベースにアクセスするために使用する SQL Server ユーザー アカウントの情報がレジストリに保存されます。権限のないユーザーがサブキー \HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Microsoft\Office\10.0\MS Project\WebClient Server にアクセスすることがないように、Microsoft Project Server コンピュータのユーザーに対してローカル ログオンの権限を拒否する必要があります。
· Microsoft Project Server が稼働するサーバーのセキュリティを最大限に保つには、NTFS ファイル システムが必要です。FAT や FAT32 から NTFS にアップグレードしたサーバーではなく、初めから NTFS をサポートしている新規のサーバーに Microsoft Project Server をインストールすることをお勧めします。FAT32 では、ファイル レベルのアクセス許可がサポートされていません。FAT32 を NTFS に変換すると、サーバーの既定の NTFS ファイル レベル アクセス許可が、制限がない設定 (Everyone にフル コントロール) になってしまうので、Guest アカウントがサーバーにアクセスしてファイルの削除や修正を行ったり、ファイル名を変更したりできることになります。サーバーを FAT32 から NTFS に変換した場合は、Microsoft Project Server をインストールする前に、サーバーのファイル レベル アクセス許可を更新してください。
注  FAT32 を NTFS に変換した後のファイル レベル アクセス許可の状態については、「File Security Issues After Converting FAT32 Partitions to the NTFS File System」(http://support.microsoft.com/default.aspx?scid=kb;en-us;810142) を参照してください。
SharePoint Team Services
SharePoint Team Services のセキュリティ要件は次のとおりです。
SharePoint Team Services を実行するサーバーは、Microsoft Project Server コンピュータと同じ Windows ドメイン (またはワークグループ) のメンバーでなければなりません。
· SharePoint Team Services を実行するサーバーでは、Microsoft Project Server コンピュータと同じ種類の Windows 認証を使用する必要があります。たとえば、両方で統合 Windows 認証を使うか、両方で基本認証を使います。
SharePoint Team Services を実行するサーバーと Microsoft Project Server を実行するサーバーのどちらかが Secure Sockets Layer (SSL) によるユーザー アクセスを許可する構成である場合は、SharePoint Team Services を実行するサーバーが Microsoft Project Server コンピュータと通信できるようにするために、両方のサーバーで https:// プロトコルをサポートしなければなりません。
注  SSL をサポートするように SharePoint Team Services を構成する方法については、第 3 章の「SSL をサポートするように SharePoint Team Services サーバーを構成する」を参照してください。SSL をサポートするように Microsoft Project Server を構成する方法については、第 4 章の「(オプション) SSL をサポートするように Microsoft Project Server を構成する」を参照してください。
· セキュリティを強化するには、各プロジェクトのサブ Web での匿名アクセスを無効にします。
· SharePoint Team Services サブ Web へのアクセスがサポートされているのは、Windows ユーザー アカウントだけです。
· SharePoint Team Services には次のユーザー アカウントが必要です。
注  Microsoft Project Server に必要なユーザー アカウントについては、付録を参照してください。
SharePoint Team Services のインストール時に必要になる、SharePoint Team Services を実行するサーバーへのアクセス権を持つ SQL Server アカウント。
· Microsoft Project Server コンピュータから SharePoint Team Services データベースにアクセスするための Windows ユーザー アカウント。
· Microsoft Project Server が SharePoint Team Services のリモート管理に使用する Windows ユーザー アカウント。
Microsoft Project Web Access の "SharePoint Team Services の管理" 権限を持つユーザーは、SharePoint Team Services のルート Web、および個々のプロジェクトのサブ Web の "管理者 (Microsoft Project Server)" 役割に追加されます。
· サーバーのセキュリティを最大限に保つには、SharePoint Team Services を実行するサーバーに NTFS ファイル システムが必要です。FAT や FAT32 から NTFS にアップグレードするのではなく、初めから NTFS をサポートしている新規のサーバーに SharePoint Team Services をインストールすることをお勧めします。FAT32 では、ファイル レベルのアクセス許可がサポートされていません。FAT32 を NTFS に変換すると、サーバーの既定の NTFS ファイル レベル アクセス許可が、制限がない設定 (Everyone にフル コントロール) になってしまうので、Guest アカウントがサーバーにアクセスしてファイルの削除や修正を行ったり、ファイル名を変更したりできることになります。サーバーを FAT32 から NTFS に変換した場合は、SharePoint Team Services をインストールする前に、サーバーのファイル レベル アクセス許可を更新してください。
注  FAT32 を NTFS に変換した後のファイル レベル アクセス許可の状態については、「File Security Issues After Converting FAT32 Partitions to the NTFS File System」(http://support.microsoft.com/default.aspx?scid=kb;en-us;810142) を参照してください。
Analysis Services
Analysis Services のセキュリティ要件は次のとおりです。
· 明示的に追加されたユーザーやグループしかアクセスできないようにするために、既定では、Microsoft Project Server で作成された OLAP キューブ データベースにはデータベース ロールが定義されていません。
Analysis Services コンピュータの OLAP Administrators グループに所属する Windows ユーザー アカウントが必要です。
注  Microsoft Project Server に必要なユーザー アカウントについては、付録を参照してください。
ユーザー アクセス
ユーザー アクセスのセキュリティ要件は次のとおりです。
注  Microsoft Project Server に必要なユーザー アカウントについては、付録を参照してください。
ユーザーが Microsoft Project Professional または Microsoft Project Web Access を使って情報にアクセスできるようにするには、Microsoft Internet Explorer で Microsoft Project Server のサイトを信頼済みサイトとして設定する必要があります。
注  Microsoft Project Server の URL を Internet Explorer で信頼済みサイトとして設定する方法については、第 5 章の「Internet Explorer で Microsoft Project Server を信頼済みサイトとして追加する」を参照してください。
· Microsoft Project Professional から Microsoft Project Server データベースにアクセスするための SQL Server ユーザー アカウントが必要です。さらに、このユーザー アカウントは、Microsoft Project Server データベースの MSProjectRole ロールに所属していなければなりません。
· ユーザーが基本認証を使用して Microsoft Project Server にログオンできるようにするには、Microsoft Project Server の仮想ディレクトリと MSADCS.DLL ファイルの認証方法を設定し、Microsoft Internet Information Services (IIS) が SSL を使用するように構成する必要があります。
注  SSL をサポートするように Microsoft Project Server を構成する方法については、第 5 章の「(オプション) SSL をサポートするように Microsoft Project Server を構成する」を参照してください。
Microsoft Project Server では、Active Directory ドメインのメンバーであるコンピュータに対して、Kerberos V5 認証プロトコルの使用がサポートされています。Microsoft Windows XP Home Edition では Kerberos V5 認証はサポートされていません。基本認証を使用して Microsoft Project Server にログオンしたユーザーは、IIS コンピュータがユーザー プリンシパル名 (UPN) 形式を許可するように構成されていたとしても、account@domain.com という UPN 形式を使うことはできません。
· Windows ユーザー アカウントは、どのような形式で入力したかにかかわらず、domain\account という形式で Microsoft Project Server データベースに保存されます。
セキュリティに関する一般的な推奨事項
Microsoft Project Server を安全に実行するには、通常、以下の事項が推奨されます。
企業イントラネット ユーザー
企業イントラネット ユーザーに対する推奨事項は次のとおりです。
· Microsoft Project Server の情報をインターネットを介して利用する場合は、IIS が SSL を使用するように構成します。
注  ポートフォリオ分析の情報をインターネットを介して利用できるようにするには、Analysis Services のエンタープライズ エディションを使用する必要があります。
· Microsoft Project Server の管理者アカウントを、Windows 認証を使用するように設定します
Microsoft Project Server ユーザー アカウントではなく、Windows ユーザー アカウントを使用します。
· Microsoft Project は、発行前に Microsoft Project Server コンピュータに認証されることが必要です。Microsoft Project 2000 のユーザーは、認証が必要な場合に Microsoft Project Server コンピュータに発行することができません。
注  ユーザー アカウントの認証方法を管理する方法については、付録「Microsoft Project Serverに必要なユーザアカウントの管理」を参照してください。
エクストラネット ユーザーおよびクロス ドメイン ユーザー
エクストラネット ユーザーおよびクロス ドメイン ユーザーに対する推奨事項は次のとおりです。
· IIS が SSL を使用するように構成します。
Microsoft Project Server ユーザー アカウントの代わりに Windows ユーザー アカウントを使用し、すべてのユーザーが信頼済みドメインから Microsoft Project Server にアクセスするようにします。 

注  ユーザー アカウントの認証方法を管理する方法については、第 6 章の「Setting authentication options」を参照してください。
· IIS 用の Microsoft 管理コンソール (MMC) スナップインを使用して、Microsoft Project Server の仮想ディレクトリおよび Remote Data Services の ISAPI ライブラリ (Msadcs.dll) の基本認証を有効にします。
Microsoft Project Server 仮想ディレクトリの基本認証を有効にするには
1. [インターネット インフォメーション サービス] ウィンドウの左側の枠で仮想ディレクトリを右クリックし、[プロパティ] をクリックします。
2. [ディレクトリ セキュリティ] タブをクリックし、[匿名アクセスおよび認証コントロール] の [編集] をクリックします。
3. [基本認証] チェック ボックスをオンにし、続行するかどうか確認するメッセージが表示されたら [はい] をクリックします。
4. [OK] を 2 回クリックし、変更を適用してダイアログ ボックスを閉じます。
5. [OK] をクリックし、何も変更を加えずに [継承 / 優先] ダイアログ ボックスを閉じます。
· MSADCS.DLL の基本認証を有効にするには
1. [インターネット インフォメーション サービス] ウィンドウの左側の枠で MSADC 仮想ディレクトリを選択します。
2. ウィンドウの右側の枠で MSADCS.DLL を右クリックし、[プロパティ] をクリックします。
3. [ファイル セキュリティ] タブをクリックし、[匿名アクセスおよび認証コントロール] の [編集] をクリックします。
4. [基本認証] チェック ボックスをオンにし、続行するかどうかを確認するメッセージが表示されたら [はい] をクリックします。
5. [OK] を 2 回クリックし、変更を適用してダイアログ ボックスを閉じます。
· Microsoft Project Server ユーザー アカウントを使わなければならない場合は、IIS コンピュータに対する基本認証が推奨されます。ユーザーは、IIS コンピュータに対して 1 回、Microsoft Project Server に対して 1 回、つまり全部で 2 回認証されます。
· エクストラネット ユーザーは、認証方法に合った適切な Web アドレスを使用して Microsoft Project Server コンピュータに接続する必要があります。たとえば、fabrikam.com というドメイン名を使う場合は、次のいずれかを実行します。
· Windows ユーザー アカウントを使用して接続しているユーザーは、www.fabrikam.com/projectserver/lgnbsc.asp に接続する必要があります。
· Microsoft Project Server ユーザー アカウントを使用して接続しているユーザーは、www.fabrikam.com/projectserver/lgnps.asp に接続する必要があります。
Microsoft Project Server の構成オプション
Microsoft Project Server をインストールするには、組織のニーズに合わせて Microsoft Project Server をどのように構成するかをあらかじめ決めておく必要があります。この構成は、パフォーマンス、セキュリティ、管理の複雑さ、機器のコストに影響します。最も効果的な構成は、Microsoft Project Server で同時に作業するユーザーの数と種類、およびそれらのユーザーが特定の機能を使用する頻度の両方で決まります。たとえば、エンタープライズ テンプレートやエンタープライズ リソース共有元などのエンタープライズ機能は、通知や事前通知などのワークグループ機能よりも多くのサーバー リソースを必要とすることがあります。
基本的な構成
Microsoft Project Server には、2 つの基本構成があり、それぞれにいくつかのバリエーションが存在します。組織のニーズに合う方の基本構成を選択します (展開の過程で一時的に Microsoft Project Central 2000 と Microsoft Project Server の両方をサポートするなど、同時に 2 つの基本構成をとる場合もあります)。
ワークグループの場合
ワークグループ サーバーの構成は、標準的な Microsoft Project Central 2000 の構成と非常によく似ています。この構成では、ワークグループが 1 つ存在し、ワークグループ内の各ユーザーによって管理が可能で、比較的安価なハードウェアが使われます。
	ソフトウェア
	標準構成

	SQL Server 2000
	ローカル コンピュータにインストールされます。

	Microsoft SharePoint Team Services
	ローカル コンピュータにインストールされます (別の専用コンピュータへのインストールを推奨)。

	負荷分散
	使用しません。

	クラスタ
	使用しません。


エンタープライズの場合
エンタープライズ サーバーの構成は、ワークグループの構成では機能が十分でない場合の構成です。通常、これは大規模なユーザーに対応する能力が必要とされる環境です。このサーバーは専門の IT スタッフが管理し、性能の高いハードウェアが装備されます。Microsoft Project Server は専用のコンピュータに、Microsoft Project Server のデータベースは別のデータベース サーバー コンピュータにインストールされます。このように負荷分散の技術を用いて Microsoft Project Server を構成することで、ユーザー数が多い場合やサーバーの負荷が大きい状況に対処できます。
	ソフトウェア
	標準構成

	パーティション (オプション)
	2 つのパーティションのうち一方にはオペレーティング システムが、もう一方には Microsoft Project Server (および他のアプリケーション) がインストールされます。

	SQL Server 2000
	展開に必要な十分な専用ハードウェア リソースを備えたコンピュータにインストールされます。大型のデータベース サーバーがない場合は、Microsoft Project Server 2002 専用に別のサーバーを用意することを考慮する必要があります。

	Analysis Services
	別の専用コンピュータにインストールされます。

	Microsoft SharePoint Team Services
	別の専用コンピュータにインストールされます。

	負荷分散
	サポートされています。

	クラスタ
	サポートされています。

	リモート ユーザー
	非ドメイン ユーザーやリモート ユーザーが Microsoft Project Server にアクセスするとき、または低速な WAN リンクや LAN リンクを使って Microsoft Project Professional 2002 のユーザーがプロジェクトを開いたり保存したりするときには、ターミナル サービスを使います。ターミナル サービス環境で Microsoft Project Server を実行する方法については、「Using Terminal Services to Connect Microsoft Project Professional to Microsoft Project Server」(http://www.microsoft.com/technet/treeview/default.asp?url=/technet/prodtechnol/project/project2002/deploy/termsvcs.asp?frame=true) (英語情報）を参照してください。


使用量
ユーザーの数や種類およびクライアントに対するデータ更新量は、パフォーマンスに大きな影響を及ぼします。通常、ユーザーは Microsoft Project Web Access にログオンし、同時にさまざまな操作を実行します。多数のレコードを含むページ (割り当てビューやタスク ビューなど) を同時に作成したり更新したりするような状況では、応答時間が最も長くなります。それぞれの操作で各ユーザーに表示されるデータの量は、データベース内のプロジェクト、タスク、および割り当て数の総数よりも、パフォーマンスに大きな影響を及ぼします。
したがって、使用量を把握するうえで最も効果的な方法は、チーム メンバーなどの各ユーザーが 1 週間のうちに Microsoft Project Server に接続してタスク割り当てを表示または更新する頻度、および組織内のユーザーの役割を判断することです (役割ごとに Microsoft Project Server の使い方が異なります)。作業時間をそれほど厳格に管理する必要がない場合は、チーム メンバーおよびプロジェクト管理者は 1 週間に数回だけサーバーに接続すれば十分でしょう。プロジェクト管理者は、Microsoft Project Web Access よりも Microsoft Project を使用する時間がかなり多くなります。ポートフォリオ モデル、ポートフォリオ分析、プロジェクト センタなどの機能を使用する他の管理者や経営者については、システムに対する負荷は小さく、プロジェクト管理者やチーム メンバーに比べるとサーバーにアクセスする機会は少なくなっています。
Microsoft Project Server のクラスタと分散構成
Microsoft Project Server 2002 の改善点として、Microsoft Project Server のコンポーネントの分散構成および Microsoft Project Server コンピュータのクラスタ構成をサポートすることが挙げられます。
分散構成
この構成では、Microsoft Project Server の各コンポーネントを複数のコンピュータに分散配置します。ユーザーが多いためにサーバーの負荷が大きくなることが予想され、スケーラビリティが重大な問題となる組織において、全般的なパフォーマンスを向上させることができます。Microsoft Project Server コンピュータから分散して配置できるコンポーネントは、次のとおりです。
Microsoft Project Server のデータベース  Microsoft SQL Server データベースをクラスタ構成にすることができます (フェールオーバー クラスタは、Microsoft SQL Server Enterprise Edition の機能です)。
Analysis Services  ポートフォリオ分析機能の OLAP (Online Analytical Processing) 部分を別のコンピュータに移動すると、パフォーマンスが大幅に向上します。OLAP 処理を (ビュー処理エンジン サービスの一部として) 専用サーバーに移動する方法については、「分散型展開」(http://www.microsoft.com/japan/technet/treeview/default.asp?url=/japan/technet/prodtechnol/project/project2002/reskit/ps02/psdply/psdsdply.asp) を参照してください。
· SharePoint Team Services  Microsoft Project Server にドキュメント機能と懸案事項の管理機能を提供するコンポーネントです。SharePoint Team Services は、専用のサーバーで実行するようにセットアップすることができます。SharePoint Team Services を実行するサーバーをクラスタに含めることはできません。
· セッション マネージャ サービス  Microsoft Project Server の ASP セッションに代わる機能です。セッション マネージャ サービス (Session Mgr Service) はフェールオーバー クラスタに含めることができます。
· ビュー処理エンジン サービス  リソースの利用可能情報や OLAP キューブ、あるいはプロジェクト センタに表示されるプロジェクト情報の生成を管理するサービスであり、大量のプロセッサ処理を必要とする場合があります。。ビュー処理エンジン サービス (Views Notification Service) は、フェールオーバー クラスタに含めることができます。
注  これらの機能やコンポーネントは、すべての Microsoft Project Server 環境に当てはまるわけではありません。
Microsoft Project Server コンポーネントの分散化については、Microsoft Project 2002 Resource Kit の Microsoft Project Server の展開に関する節を参照してください。
クラスタ
Microsoft Project Server から ASP セッションを排除することにより、Microsoft Project Server を実行する複数の IIS (Internet Information Server) コンピュータをクラスタ化することが可能になりました。ハードウェア ベースのクラスタ (ルーターやスイッチを使用するなど) またはソフトウェア ベースのクラスタ (ネットワーク負荷分散など) のうち、どちらを選択しても、Microsoft Project Server には影響しません。
セッション マネージャ サービス

セッション マネージャ サービスは、どのユーザーが Microsoft Project Web Access のどの領域で、どの操作を行っているかを追跡します。このサービスは Microsoft Project Server の ASP セッションに代わる機能です。クラスタ環境で運用する際には、このサービスをクラスタ外部の専用サーバーに展開するようにしてください。そうすることで、クラスタ化されたアプリケーション サーバーのいずれかにユーザーを誘導しつつ、このサービスを実行するサーバーをフェールオーバー クラスタとしてセットアップできるようになります。
ビュー処理エンジン サービス

ビュー処理エンジン サービスは、Microsoft Project Web Access でのプロジェクト ビュー作成用のデータを生成するために、Microsoft Project OLE DB プロバイダおよびその他のサーバー コンポーネントがいつどのように使われたか (Microsoft Project Professional からプロジェクトがいつ発行されたかなど) を管理します。また、リソースの利用可能情報の発行や、OLAP キューブの作成も管理します。ビュー処理エンジン サービスも、負荷分散クラスタ外部でフェールオーバー クラスタとして別途展開する必要があります。
注  ビュー データ生成のためのシステム リソース要件により、ビュー処理エンジン サービスは、分散構成された Microsoft Project Server 環境で利用することもできます。前述の「分散構成」の節の Analysis Services およびビュー処理エンジン サービスについての項目を参照してください。
Microsoft Project Server のデータベース
Microsoft Project Server のデータベースは、フェールオーバー クラスタの一部とすることもできますが、できる限り、IIS クラスタ外部の専用サーバーに展開するようにしてください。
Microsoft Project Server のデータベース管理システム オプション
Microsoft Project Standard 2002、Microsoft Project Professional 2002、および Microsoft Project Server で使用できるデータベース管理システムはいくつかあります。データベース オプションは、採用する展開方法 (エンタープライズ、ワークグループ、またはスタンドアロン) によって異なります。
エンタープライズ  Microsoft Project Professional 2002 および Microsoft Project Server が必要です。Microsoft Project Server には Microsoft SQL Server 2000 (推奨) または Microsoft SQL Server Desktop Engine 2000 (MSDE 2000) が必要です。
· ワークグループ  Microsoft Project Standard 2002 および Microsoft Project Server が必要です。
スタンドアロン  Microsoft Project Standard 2002 または Microsoft Project Professional 2002 が必要です。サポートされているデータベース管理システム (Oracle 8.x、Access 2000、Access 2002、MSDE 2000、MSDE 7.0、SQL Server 2000、SQL Server 7.0) をプロジェクト データのリポジトリとして使うことができます。
注  Microsoft Project Web Access には SQL Server 2000 が必要です。
エンタープライズおよびワークグループのデータベース オプション
エンタープライズおよびワークグループ環境の Microsoft Project Server では、Microsoft SQL Server 2000 Service Pack 3 以降 (推奨) および MSDE 2000 Service Pack 3 以降 (後述の制限を参照) のどちらでも使用できます。SQL Server 2000 には、他のデータベース管理システムでは利用できないパフォーマンス最適化機能 (各種のテーブルやユーザー定義関数など) があり、エンタープライズ環境のデータベース管理システムとして適しています。また、SharePoint Team Services を使ったドキュメント共有と、SQL Server Analysis Services を使った OLAP (Online Analytical Processing) 報告は、SQL Server 2000 または MSDE 2000 を Microsoft Project Server データベースのリポジトリとして使うことで可能になります。
注  Microsoft Project Server のエンタープライズ機能であるポートフォリオ分析には OLAP が必要です。OLAP は SQL Server 2000 Analysis Services でしか利用できません (SQL Server 2000 Analysis Services は、SQL Server 2000 に同梱さています)。SQL Server 2000 Analysis Services がポートフォリオ分析のための OLAP サービスを提供していれば、Microsoft Project Server データベースのリポジトリとして MSDE 2000 を使用できます。
SQL Server 2000 Enterprise と SQL Server 2000 Standard
Microsoft Project Server のすべてのエンタープライズ機能を利用するために、SQL Server 2000 の特定のバージョンが必要になることはありません。高い可用性やスケーラビリティなどの高度な機能を使用できること以外に、Microsoft Project Server 環境で SQL Server 2000 Enterprise Edition が必要となる理由としては、インターネットや Novell® ネットワークのようなネットワーク境界を越えて Microsoft Project Server にアクセスすることが考えられます。
注  SQL Server 2000 Standard Edition と SQL Server 2000 Enterprise Edition の機能の違いについては、「Features by Edition」(http://microsoft.com/sql/evaluation/features/choosing.asp) を参照してください。
さらに、Microsoft Project Server のポートフォリオ分析機能では、SQL Server 2000 の Analysis Services 機能を利用します。ネットワーク境界を越えてポートフォリオ分析機能を使うには、SQL Server 2000 Enterprise Edition でのみ利用できる Web 対応の Analysis Services が必要です。これ以外については、SQL Server 2000 Standard Edition と SQL Server 2000 Enterprise Edition の "固有の" 機能に違いはありません。
注  ポートフォリオ分析機能をインターネットを介して利用できるようにセットアップする方法については、第 2 章の「HTTP を使って Analysis Services にアクセスできるようにセットアップする」を参照してください。
MSDE の制限
Microsoft Project Server データベースのリポジトリとして、SQL Server 2000 の代わりに MSDE を使うと、次の制限が生じます。
接続の最大数  MSDE 2000 には同時作業負荷ガバナがあり、同時に実行されるバッチ数が 5 つまでのときに最適なパフォーマンスが得られるようになっています。バッチ数が 5 つを超えると、システムのパフォーマンスが悪化します。ただし、データベースに接続できるユーザーの数に制限はありません。
· データベースの最大サイズ  MSDE 2000 では最大 2.0 GB のデータベースがサポートされています。1 つのコンピュータで MSDE の複数のインスタンスを使用できます。各インスタンスは最大 2.0 GB のデータベースをサポートします。
· メモリの最大使用量  MSDE 2000 では、コンピュータ上で使用できるメモリ量に関係なく、使用するメモリ量は最大 1.0 GB に制限されています。
· 管理ツール  MSDE 2000 には、SQL Server 2000 に用意されているような管理ツール (Enterprise Manager、クエリア ナライザ、SQL Server プロファイラなど) はありません。すべての管理作業は、コマンドライン ツールの OSQL を使うか、別の SQL Server 2000 インスタンスによってインストールされる管理ツールを使って行わなければなりません。
注  MSDE は Microsoft Project Server 2002 に同梱されているので、別途購入する必要はありません。SQL Server 2000 は Microsoft Project Server 2002 に含まれていないので、別途購入する必要があります。
スタンドアロン環境でのデータベース
Microsoft Project Standard 2002 (または Microsoft Project Professional 2002) を使用するときにエンタープライズやワークグループの機能は必要ないが、プロジェクト データを ODBC 経由でデータベース リポジトリに保存する必要がある場合は、次のデータベース管理システムを使用することができます。
· SQL Server 7.0 または SQL Server 2000

· MSDE 7.0 または MSDE 2000

· Access 2000 以降
· Oracle 8.x 以降
スタンドアロン、ワークグループ、エンタープライズの比較
展開オプション (スタンドアロン、ワークグループ、エンタープライズ)、各オプションで利用できる機能、および各オプションで使用するデータベース管理システムは次のとおりです。
	展開オプション
	各展開オプションの機能と要件

	スタンドアロン
	使用するソフトウェア : Microsoft Project Standard 2002 または Microsoft Project Professional 2002

注  プロジェクトは、Microsoft Project プロジェクトファイル (MPP)、Microsoft Access データベースファイル (MPD または MDB) として保存できます。または、サポートされているデータベース管理システムに保存することもできます。
必要なデータベース管理システム : 前述の「スタンドアロンのデータベース オプション」に記載されているデータベース管理システムのみ

	ワークグループ
	使用するソフトウェア : Microsoft Project Standard 2002 または Microsoft Project Professional 2002、および Microsoft Project Server、さらに Microsoft SQL Server (推奨) または MSDE 2000

注  プロジェクトは、Microsoft Project プロジェクトファイル (MPP)、Microsoft Access データベースファイル (MPD または MDB) として保存できます。または、サポートされているデータベース管理システムに保存することもできます。
次のワークグループ機能を利用できます。
· Microsoft Project Web Access

· 電子メール通知および事前通知
· タイムシート
· プロジェクト、リソース、タスクの表示
· 進捗レポート
· SharePoint Team Services によるドキュメントと懸案事項の管理
必要なデータベース管理システム : Microsoft SQL Server 2000 (または MSDE 2000)

	エンタープライズ
	使用するソフトウェア : Microsoft Project Professional 2002 (のみ)、および Microsoft Project Server、さらに Microsoft SQL Server (推奨) または MSDE 2000

注  プロジェクトは、Microsoft Project プロジェクトファイル (MPP)、Microsoft Access データベースファイル (MPD または MDB) として保存できます。または、サポートされているデータベース管理システムに保存することもできます。この方法で保存したファイルは、Microsoft Project のエンタープライズ環境の一部ではなくなります。
次のワークグループ機能を利用できます。
· Microsoft Project Web Access

· 電子メール通知および事前通知
· タイムシート
· プロジェクト、リソース、タスクの表示
· 進捗レポート
· SharePoint Team Services によるドキュメントと懸案事項の管理
次のエンタープライズ機能を利用できます。
· Microsoft Project Server のセキュリティ
· エンタープライズ リソース共有元
· エンタープライズ グローバル テンプレート
· Microsoft Project Server データベースへのプロジェクトの保存
· Microsoft Project Server データベースからプロジェクトを開く
· ポートフォリオ分析 (OLAP)

· ポートフォリオ モデル
必要なデータベース管理システム : Microsoft SQL Server 2000 (または MSDE 2000)
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SQL Server 2000 および Analysis Services の構成
Microsoft Project Server には、データベース管理システムとして SQL Server 2000 (Standard Edition または Enterprise Edition) の Service Pack 3 以降、または Microsoft SQL Server Desktop Engine (MSDE) 2000 Service Pack 3 以降のいずれかが必要です。固有のエンタープライズ機能をすべて利用するには、SQL Server 2000 を使う必要があります。フェールオーバーを使用して Microsoft Project Server を分散環境に展開する場合、またはインターネットからポートフォリオ分析を利用する場合は、SQL Server 2000 Enterprise Edition を使う必要があります。Analysis Services は SQL Server 2000 のすべてのバージョンに付属していますが、別途インストールする必要があります。
注  Microsoft Project Server では、SQL Server 2000 の認証モードを混合モードにする必要があります。既にインストールされている SQL Server を利用する場合は、混合モード認証になっていることを確認してください。既存の SQL Server が Windows 認証に設定され、企業の方針で既に展開されているサーバーの認証方法の変更が禁止されている場合は、SQL Server 2000 を実行するための専用のサーバーを用意して、そこに Microsoft Project Server のデータベースを格納することを検討してください。
この章は、SQL Server 2000 と Analysis Services を Microsoft Project Server 用に構成する方法、MSDE 2000 の使用方法、および Microsoft Project Server データベースの適切なセットアップ方法に関する次の節で構成されています。
· SQL Server 2000 および Analysis Services のセットアップの手引き
· (オプション) Microsoft SQL Server Desktop Engine (MSDE) 2000 の使用
· (オプション) Microsoft Project Server データベース テーブルの手動セットアップ
SQL Server 2000 および Analysis Services のセットアップの手引き
Microsoft Project Server のエンタープライズ機能をすべて利用するには、SQL Server 2000 と Analysis Services が必要です。SQL Server を Microsoft Project Server で使用できるように構成する際には、通常は次の手順に従ってください。
	手順
	説明

	1
	SQL Server 2000 Service Pack 3 以降をインストールし、認証モードを混合モードに設定します。

	2
	Analysis Services Service Pack 3 以降を専用のコンピュータにインストールします (ただし、ユーザーの数が少なく、ポートフォリオ分析やキューブ データの更新を頻繁に行わない環境では、Analysis Services を SQL Server 2000 と同じサーバーにインストールすることも可能です)。Microsoft Project Server で使用する SQL Server 2000 では、必ず認証モードを混合モードにしなければなりませんが、Analysis Services サーバーにアクセスするユーザーには Windows 認証が必要です。

	3
	SQL Server 2000 サーバーと Analysis Services サーバーの両方に同じ Service Pack をインストールします。

	4
	Analysis Services のリポジトリを SQL Server 2000 データベースに移行します。Analysis Services のリポジトリは、既定では Microsoft Access データベースとしてセットアップされます。これを SQL Server 2000 データベースに移行すると、ユーザーがサーバーのハードディスクにアクセスする際のパフォーマンスが向上し、Analysis Services のリポジトリのデータ管理が容易になります。さらに、個々のユーザーにアクセス許可を与える必要がなくなり、PSCOMPLUS.EXE ユーティリティを使って 1 つのユーザーアカウント (OLAP Administrators アカウント) にアクセス許可を与えるだけですみます。PSCOMPLUS.EXE ユーティリティの詳細については、第 5 章の「PSCOMPLUS.EXE ツールを実行する」を参照してください。

	5
	(オプション) HTTP を介してポートフォリオ分析を利用できるように Analysis Services をセットアップします。そのためには、MSDAC フォルダもインターネットを介して利用できなければなりません。それぞれの組織のセキュリティ要件、および Analysis Services サーバーの MSDAC フォルダにインターネットからアクセスできるようにした場合の影響を考慮してください。インターネットからポートフォリオ分析を利用できるようにする方法については、後述の「HTTP を使って Analysis Services にアクセスできるようにセットアップする」を参照してください。インターネットから Analysis Services を利用できるようにするには、SQL Server 2000 Enterprise Edition を使う必要があります。

	6
	Microsoft Project Server に必要な SQL Server と Analysis Services のユーザー アカウントを作成します。ローカル アカウントを使う場合は、SQL Server、Analysis Services、および Microsoft Project Server を実行するすべてのコンピュータで同じユーザー アカウント (およびパスワード) を使うことをお勧めします。

	7
	Analysis Services を SQL Server 2000 と同じコンピュータに展開していない場合は、意思決定支援オブジェクト (DSO) をインストールします。

	8
	Microsoft Project Server をインストールします。Microsoft Project Server のインストールの概要については、第 1 章の「Microsoft Project Server セットアップの手引き」を参照してください。

	9
	Microsoft Project Web Access にログオンし、ビュー テーブル データベースを作成するために空の OLAP キューブを作成します。数分後にページを更新します。ただし、この処理には時間がかかります。一般には、処理時間全体の約 75 % が Microsoft Project Server データベースの利用可能時間テーブルを更新する作業に費やされ、約 20 % が MSP_CUBE テーブルを収集および作成するために、残りの約 5 % が実際のキューブそのものを作成するために費やされます。処理時間の合計は、リソースの数、プロジェクトの数 (サマリー割り当て)、プロジェクトのサイズ (割り当て)、キューブの時間枠 (時間枠が大きいほど長くかかる)、期間 (日数、週数、またはその他の期間)、アウトライン コードの数、OLAP キューブ データを処理するサーバーのシステム性能によって決まります。
OLAP キューブの作成方法の詳細については、Project Server 2002 Web管理者ガイドをご確認ください。OLAP キューブを作成する前に、必ず PSCOMPLUS.EXE ツールを実行してください。PSCOMPLUS.EXE ユーティリティの詳細については、第 5 章の「PSCOMPLUS.EXE ツールを実行する」を参照してください。
注  この手順は、Microsoft Project Server 2002 をインストールした後に実行する必要があります。

	10
	Analysis Services でポートフォリオ分析のユーザーにアクセス権を与えます。ポートフォリオ分析のセキュリティ レベル (データを表示するユーザー) を決定します。データの表示を許可するユーザーとそのセキュリティ レベルを決定したら、手順 11 に進みます。
注  この手順は、Microsoft Project Server 2002 をインストールした後に実行する必要があります。

	12
	Analysis Services サーバーに移動し、所定のローカル グループと、そこに含めるユーザー (Portfolio Analyzer Executive や Portfolio Analyzer Project Manager など) を作成し、Analysis Manager を起動します。
注  この手順は、Microsoft Project Server 2002 をインストールした後に実行する必要があります。
キューブが作成されていることを確認し、各ロールにユーザーとグループを追加します。
注  Microsoft Project Server が次に OLAP キューブを作成する際には、指定のデータベース ロールが維持されます。ただし、キューブ レベルのアクセス権がキューブ ロールで設定されている場合は、キューブを再作成したときに、これらが失われます。

	13
	Microsoft Project Server のインストールが完了したら、Microsoft Project Web Access に戻り、ポートフォリオ分析ビューを作成します。ポートフォリオ分析ビューを表示するためのアクセス権を設定し、ユーザーが Microsoft Project Web Access と Microsoft Project Professional からビューにアクセスできることを確認します。


SQL Server 2000 を Microsoft Project Server 用に構成する
Microsoft Project Server で使用する SQL Server 2000 は、SQL Server セットアップのヘルプ (SQL Server 2000 のセットアップ中に表示できます) に記載されている既定の構成でセットアップする必要があります。ただし、1 つだけ例外があり、SQL Server 2000 の認証モードを混合モードに変える必要があります。
注  Microsoft Project Server には Microsoft SQL Server Desktop Engine (MSDE) が付属しています。これは、Microsoft Project Server のセットアップ中に [今すぐインストール] オプションを選択した場合 (または Microsoft Project Server のインストール先のコンピュータに SQL Server 2000 がインストールされていない場合) にインストールされます。 
Microsoft Project Server のインストール中には、Microsoft Data Access Components (MDAC) バージョン 2.6 もインストールされます。MDAC のインストールを完了するには、Windows 2000 コンピュータを再起動する必要があります。サーバーを再起動した後、Universal Data Access Web サイト (www.microsoft.com/data/download.htm) （英語情報）から MDAC 2.7 RTM Refresh 以降をダウンロードしてください。
SQL Server 2000 に必要なユーザー アカウント

Microsoft Project Server をインストールすると、MSProjectUser と MSProjectServerUser の 2 つの SQL Server ユーザー ロールが作成されるので、SQL Server 2000 では、Microsoft Project Server データベースへのアクセスを制御するために混合モード認証を使用します。これらは、Microsoft Project Professional と Microsoft Project Web Access から Microsoft Project Server データベースに接続する際に使用するアカウントのためのロールです。
Analysis Services を Microsoft Project Server 用に構成する
Analysis Services を Microsoft Project Server 用に構成するには、まず SQL Server 2000 をインストールし、その後で適切なサーバーに Analysis Services をインストールします。Analysis Services のインストール先となるサーバーが Microsoft Project Server データベースが置かれているサーバーと同じでない場合 (最小規模の展開を除く、すべての場合がこれに相当します) は、SQL Server 2000 コンピュータと Analysis Services コンピュータに同じ Service Pack を適用する必要があります。次に、Analysis Services のリポジトリを SQL Server 2000 データベースに移行します。Analysis Services サーバーが別のコンピュータである場合は、意思決定支援オブジェクト (DSO) をインストールします。これらの作業が終わったら、OLAP キューブ データベースにアクセスするためのユーザー アカウントが正しく作成されていることを確認します。
Analysis Services に必要なユーザー アカウント
Microsoft SQL Server Analysis Services では、たとえば Microsoft Project Professional の [共同作業] メニューからポートフォリオ分析を使用するときに、OLAP キューブにアクセスするための Windows 認証が必要になります。既定では、Microsoft Project Server で作成された OLAP キューブ データベースには、データベース ロールは定義されていません。したがって、ロールに追加された特定のユーザーまたはグループだけがキューブにアクセスできるようになります。
注  この操作は、OLAP キューブ データベースを作成するまでは実行できません。キューブ データベースの状態を確認するには、Microsoft Project Web Access を開き、トップ リンク バーの [管理] をクリックして、管理センタを表示します。作業ウィンドウで、[エンタープライズ機能の管理] をクリックし、[リソースと OLAP キューブの更新] ([更新するリソースおよび OLAP キューブの指定]) をクリックします。[現在のキューブの状態] に OLAP キューブ データベースの状態が表示されます。
ユーザーがポートフォリオ分析を使用してビューを作成するには、ユーザーに Analysis Services サーバー上のキューブ データベースへのアクセス権が必要です。Microsoft Project Web Access で、ポートフォリオ分析へのアクセス権を持つグループを作成し、ポートフォリオ分析にアクセスする必要があるユーザーをこのグループに追加します。
注  Microsoft Project Server 用のユーザー アカウントの作成方法については、第 6 章を参照してください。
Analysis Services のリポジトリを SQL Server データベースに移行する
各 Analysis Services サーバーには、Analysis Services サーバー上のオブジェクト (キューブやディメンションなど) のメタデータを保存するリポジトリがあります。既定では、このリポジトリは、Analysis Services がインストールされているサーバー コンピュータ上の Microsoft Access データベース (.mdb) として実装されています。リポジトリを Microsoft SQL Server データベース (.mdf) に移行すると、Microsoft Project Server で OLAP キューブを作成する際のパフォーマンスが向上します。
· SQL Server がインストールされていて、リポジトリのデータベースがあれば、Analysis Services のインストール後いつでもリポジトリを移行できます。
· SQL Server 2000 の認証モードを混合モードに設定してあれば、SQL Server データベースで Windows 認証がサポートされます。
· OLAP Administrators グループには、Analysis Services のリポジトリに対する DB_OWNER アクセス権を必ず与えてください。
· Analysis Services リポジトリを移動するには
1. Administrators グループまたは OLAP Administrators グループと同等の権限を持つユーザー アカウントを使って、Analysis Services にログオンします。
2. 分析マネージャを起動します。([スタート] をクリックし、[プログラム]、[Microsoft SQL Server]、[Analysis Services]、[分析マネージャ] の順に選択します)。
3. [Analysis Servers] 下でサーバー名を右クリックし、[リポジトリの移動] をクリックして、リポジトリ移動ウィザードを開始します。
4. [Meta Data Services リポジトリ形式] または [Analysis Services ネイティブ形式] を選択して [次へ] をクリックします。
5. SQL Server の名前を入力します。
6. 認証方式 ([ネットワーク ログイン ID を使用した Windows 認証]、または [ログイン ID とパスワードを使用した SQL Server 認証]) を選択します。
7. リポジトリに使用する SQL Server データベースを選択します。
8. リポジトリを SQL Server データベースに移行し終わったら、古いリポジトリは削除しても安全です。既定では、このデータベースは \Program Files\Microsoft Analysis Services\Bin\msmdrep.mdb です。
注  リポジトリを移行しない場合は、キューブを作成できるようにするために、\Program Files\Microsoft Analysis Services\Bin へのフル コントロール アクセス権を OLAP Administrators グループに与える必要があります (フォルダ名を右クリックし、[プロパティ] をクリックして [セキュリティ] タブをクリックします)。
意思決定支援オブジェクトをインストールする
Microsoft Project Server のポートフォリオ分析機能を使用するには、Analysis Services が必要です。パフォーマンスなどの理由により、Analysis Services が Microsoft Project Server とは異なるコンピュータにインストールされている場合は、Analysis Services の意思決定支援オブジェクト (DSO) コンポーネントを Microsoft Project Server コンピュータにインストールする必要があります。
· 意思決定支援オブジェクトをインストールするには
1. CD-ROM ドライブに Microsoft SQL Server 2000 CD を挿入するか、ネットワーク上のインストール場所に接続します。
2. 自動再生対応の Microsoft SQL Server 2000 CD からインストールする場合は、Microsoft SQL Server 2000 セットアップ プログラムで [SQL Server 2000 コンポーネン] をクリックします。あるいは、Microsoft SQL Server 2000 CD (またはネットワーク上のインストール場所) で AUTORUN.EXE ファイルを探して実行します。
3. [コンポーネントのインストール] ページで、[Analysis Services のインストール] をクリックします。
4. 使用許諾契約書を読み、同意します。
5. Analysis Services セットアップ プログラムの [コンポーネントの選択] ページで、意思決定支援オブジェクト (Decision Support オブジェクト) コンポーネントとクライアント コンポーネントを除くすべてのコンポーネントのチェック ボックスをオフにします。
注  Analysis Services とは別に DSO をインストールする場合、追加ライセンスは必要ありません。詳細については、Microsoft SQL Server Books Online およびライセンス情報を参照してください。
HTTP を使って Analysis Services にアクセスできるようにセットアップする
Microsoft Project Server では、Office Web コンポーネントを使って Analysis Services に直接接続しています。これは、ポートフォリオ分析のアーキテクチャにおいて非常に重要な部分です。エクストラネットでこれが正しく機能するためには、適切な設定が必要です。Analysis Services をインターネットでアクセスできるように構成するには、まず、Microsoft Product Support and Services (www.support.microsoft.com) が発行しているサポート記事 (279489) を検索して読むことをお勧めします。
注  ポートフォリオ分析をインターネットで利用できるようにするには、SQL Server 2000 Enterprise Edition を使用する必要があります。さらに、Analysis Services を実行するサーバーに Internet Information Services をインストールする必要があります。
· HTTP 用に Analysis Services サーバーをセットアップするには
1. Analysis Services を実行するコンピュータで、Program Files\Microsoft Analysis Services\Bin フォルダから Msolap.asp ファイルを Inetpub\wwwroot フォルダまたは wwwroot 下のサブフォルダにコピーします。
2. Msolap.asp がインストールされて正常に機能していることを確認するために、Internet Explorer のアドレス バーに「http://www.AnalysisServicesServerName.com/Msolap.asp」という URL を入力します。
3. すべて正常に機能していれば、「このページを表示する権限がありません」などのメッセージではなく、空白ページが表示されます。
注  この URL は、インターネットでアクセス可能でなければなりません。そうでない場合は、エラー メッセージが表示されます。
4. 次の手順に従って、Msolap.asp で基本認証と統合 Windows 認証を使用するように設定します。
a. [スタート] をクリックし、[プログラム]、[管理ツール] の順にポイントし、[インターネット サービス マネージャ] をクリックします。

b. [インターネット インフォメーション サービス] ウィンドウの左側のペインにあるサーバーのアイコンを展開し、Msolap.asp をコピーした先の Web サイトを選択します (たとえば、Inetpub\wwwroot フォルダに Msolap.asp をコピーした場合は、[既定の Web サイト] を選択します)。

c. Msolap.asp を右クリックし、[プロパティ] をクリックします。
d. [ファイル セキュリティ] タブをクリックし、[匿名アクセスおよび認証コントロール] ボックスの [編集] をクリックします。
e. 基本認証と統合 Windows 認証の両方のチェック ボックスがオンになっていることを確認します。
注  クライアントとサーバー間で送信されるデータを暗号化するために (最も重要なのは Windows パスワードの保護)、Analysis Services サーバーでは SSL を使用することを強くお勧めします。
5. [ポートフォリオ分析] ビューで接続文字列をセットアップします。Analysis Services サーバーをインターネットで利用できるように構成した後、管理者はインターネットで利用するすべての [ポートフォリオ分析] ビューに対して、次の手順を実行する必要があります。
f. イントラネット内のコンピュータ上で、Microsoft Project Web Access に管理者としてログオンします。
g. [管理] をクリックします。
h. [管理全般] ページで [ビューの管理] をクリックします。
i. [ビューの追加] をクリックします。
j. [ポートフォリオ分析] をクリックします。
k. Office ピボット テーブル ツールバーで [コマンドとオプション] をクリックします。
l. [データソース] タブをクリックします。
m. 接続文字列に「http://」および「/」を追加します。
n. 接続文字列内に「Prompt=Yes」を挿入します。
o. 変更内容を保存します。
ユーザーが Microsoft Project または Microsoft Project Web Access のリソース センタからこのエクストラネット対応ビューにアクセスしようとすると、ビューが表示される前に、Windows ユーザー アカウント名とパスワードを入力するように求められます。Windows ユーザー アカウント名とパスワードは通常のテキストで送信されるので、情報を暗号化するために、必ず PWA で SSL を使用するように構成する必要があります。
注  この手順に従ってポートフォリオ分析をインストールすると、イントラネットでポートフォリオ分析にアクセスできるようになります。インターネット上で公開することは、すべての企業や状況に適しているわけではありません。
ViewDrop フォルダのアクセス権を設定する
ポートフォリオ分析を使用するには、Analysis Services サーバー上の ViewDrop フォルダを表示するためのアクセス権が必要です。
· ViewDrop フォルダのアクセス権を設定するには
1. デスクトップで [マイ コンピュータ] を右クリックし、[エクスプローラ] をクリックします。
2. C:\Program Files\Microsoft Analysis Services\Bin フォルダを探します。
3. \Bin フォルダを右クリックして [プロパティ] をクリックします。
4. [セキュリティ] タブをクリックして [追加] をクリックします。
5. [場所] ドロップダウン リストで自分のコンピュータ名をクリックします。
6. OLAP 管理者のユーザー アカウントを探し、[追加] をクリックします。
7. [OK] をクリックして [プロパティ] ウィンドウを閉じます。
(オプション) Microsoft SQL Server Desktop Engine (MSDE) 2000 の使用
SQL Server 2000 がコンピュータにインストールされていない場合は、Microsoft Project Server をセットアップするときに Microsoft SQL Server Desktop Engine (MSDE) 2000 がインストールされます。 しかし、Project Server のメディアでセットアップできる MSDE は、Slammer ワームに対して脆弱です。このため、以下の URL から Service Pack 3 適用済みの MSDE を入手してセットアップし、その後で Project Server をインストールしてください。また、あわせて技術情報 814046 をご参照ください。

SQL Server 2000 Service Pack 3a


" 

http://www.microsoft.com/japan/sql/downloads/2000/sp3.asp


[PSVR2002] MSDE 2000 をインストールした Project Server は Slammer ワームに対して脆弱になる
http://support.microsoft.com/default.aspx?scid=kb;JA;814046
(オプション) Microsoft Project Server データベースの手動セットアップ
Microsoft Project Server をインストールする際に新しいデータベースが作成される過程では、Microsoft SQL Server のスクリプトがいくつか自動的に実行されます。組織内で定められているデータベース ポリシーや手順によっては、これらのスクリプトを手動で実行しなければならない場合もあります。その際には、次の手順に従ってください。
注  これらの手順は、SQL Server 2000 と Microsoft Project Server を使い慣れている場合にのみ実行してください。
· Microsoft Project Server のデータベースとテーブルを手動でセットアップするには
1. CD-ROM ドライブに Microsoft Project Server CD を挿入するか、ネットワーク上のインストール場所に接続します。
2. コマンド プロンプトから CD-ROM ドライブ (またはネットワーク上のインストール場所) にアクセスし、\SUPPORT\DATABASE フォルダを探します。
3. 次のコマンドを入力し、Microsoft Project Server データベース テーブルを作成します。
注  Setupdb.cmd ファイルを使用すると、次のスクリプトをすべて一度に実行できます。
· 次のスクリプトを実行して、データベースを作成します。
osql –S <サーバー名> –U <アカウント名> –P <パスワード> –i “CREATE DATABASE <データベース名>”
<サーバー名>、<アカウント名>、<パスワード> はプレースホルダです。たとえば、次のようになります。
osql –S ProjServer01 –U sa –P SApass*22 –i “CREATE DATABASE ProjectServer”

注  パラメータ文字 S、U、P、d、および i は、大文字と小文字が区別されます。
· 次のスクリプトを実行して、Microsoft Project 2002 のテーブル スキーマ ("MSP_" で始まるテーブル名) を作成します。
osql –S <サーバー名> –U <アカウント名> –P <パスワード> –d <データベース名> -i Projtbls.sql

<データベース名> は、データベースの名前です。
注  パラメータ文字 S、U、P、d、および i は、大文字と小文字が区別されます。
· 次のスクリプトを実行して、プロジェクトのデータの妥当性を確認するのに使用されるストアド プロシージャを作成します。
osql –S <サーバー名> –U <アカウント名> –P <パスワード> –d <データベース名> -i Projsps.sql
次のスクリプトを実行して、Microsoft Project Server のテーブル スキーマ ("MSP_WEB_" で始まるテーブル名) を作成します。
_osql –S <サーバー名> –U <アカウント名> –P <パスワード> –d <データベース名> -i Webtbls.sql
· 次のスクリプトを実行して、プロジェクト センタのプロジェクト ("MSP_VIEW" で始まるテーブル名) を参照する場合に使用するデータを保存するテーブルを作成します。
osql –S <サーバー名> –U <アカウント名> –P <パスワード> –d <データベース名> -i Viewtbls.sql
· 次のスクリプトを実行して、Microsoft Project Server で使う OLAP キューブのステージング テーブル ("MSP_CUBE" で始まるテーブル名) を作成します。
osql –S <サーバー名> –U <アカウント名> –P <パスワード> –d <データベース名> -i Cubetbls.sql
· 次のスクリプトを実行して、Microsoft Project Server で使うストアド プロシージャを作成します。
osql –S <サーバー名> –U <アカウント名> –P <パスワード> –d <データベース名> -i Websps.sql
· 次のスクリプトを実行して、Microsoft Project Server のセキュリティ ビューを作成します。
osql –S <サーバー名> –U <アカウント名> –P <パスワード> –d <データベース名> -i Secviews.sql
· 次のスクリプトを実行して、Microsoft Project 2002 テーブルにローカライズされたデータを挿入します。
osql –S <サーバー名> –U <アカウント名> –P <パスワード> –d <データベース名> -i Locdata.sql

注  このスクリプトは、使用する言語のロケール ID (LCID) に対応するフォルダにあります。たとえば、英語版は \SUPPORT\DATABASE\1033 フォルダにあります。
· 次のスクリプトを実行して、Mcrosoft Project 2002 テーブルにエンタープライズ グローバルおよびエンタープライズ リソースを挿入します。
osql –S <サーバー名> –U <アカウント名> –P <パスワード> –d <データベース名> -i Eglobal.sql
注  このスクリプトは、使用する言語のロケール ID (LCID) に対応するフォルダにあります。たとえば、英語版は \SUPPORT\DATABASE\1033 フォルダにあります。
· 次のスクリプトを実行して、Microsoft Project Server テーブルにローカライズされたデータを挿入します。
osql –S <サーバー名> –U <アカウント名> –P <パスワード> –d <データベース名> -i Insdef.sql
注  このスクリプトは、使用する言語のロケール ID (LCID) に対応するフォルダにあります。たとえば、英語版は \SUPPORT\DATABASE\1033 フォルダにあります。
· 次のスクリプトを実行して、Microsoft Project Server テーブルに言語パック データを挿入します。
osql –S <サーバー名> –U <アカウント名> –P <パスワード> –d <データベース名> -i Insdeflp.sql
注  このスクリプトは、使用する言語のロケール ID (LCID) に対応するフォルダにあります。たとえば、英語版は \SUPPORT\DATABASE\1033 フォルダにあります。ローカライズされたバージョンの Microsoft Project Server を使用している場合は、使用している言語版のスクリプトを実行した後に、英語版のスクリプトも実行してください。
4. Microsoft Project Web Access のユーザーが Microsoft Project Server データベースにアクセスできるようにするには、そのための SQL Server ユーザー アカウントを作成し (または既存の Windows アカウントを Windows 認証によって使用し)、それにデータベースへのアクセス権を与え、MSProjectServerRole ロールを割り当てます。
5. Microsoft Project Professional で Microsoft Project Server データベースにアクセスできるようにするには、そのための SQL Server ユーザー アカウントを作成し、それにデータベースへのアクセス権を与え、MSProjectRole ロールを割り当てます。
6. Microsoft Project Server セットアップ プログラムを実行し、[カスタム] をクリックします。セットアップ プログラムのデータベース接続ページで [既存のデータベースへ接続] をクリックし、更新したデータベースについての必要な情報を入力します。
注  スクリプトの行の中にはクエリ アナライザで処理するには長すぎるものがあるので、OSQL ツールが必要です。OSQL ツールは、\SUPPORT\DATABASE フォルダにあります。前の手順は、Microsoft Project Server データベースを、インストールされた既定値に設定し直すために実行する場合もあります。
3

SharePoint Team Services の構成
SharePoint Team Services は、ドキュメント ライブラリや懸案事項の管理情報を保存するための共通の場所を提供することによって、Microsoft Project Server のユーザー間の共同作業を促進します。これらの場所は Microsoft Project Server に発行されたプロジェクトごとに編成できます。組織内でのプロジェクト管理に役立つ共通の補足資料やテンプレート、手順ガイドを保存するために、[パブリック ドキュメント] サブ Web を使用します。プロジェクト計画ごとに追加のサブ Web を作成し、その計画に関係するドキュメントや懸案事項を保存することができます。
注  このドキュメントは、『Microsoft Project Server インストール ガイド』に記載されている、SharePoint Team Services を Microsoft Project Server 用に構成する方法についての情報の改訂版です。『Microsoft Project Server インストール ガイド』は Microsoft Project Server CD に収録されており、Microsoft Project Server セットアップの実行時にリンクとして表示されます。
SharePoint Team Services は Microsoft Project Server に付属しています。Microsoft Project Server セットアップ ウィザードからインストールすることができます ([SharePoint 設定ウィザード] をクリックします)。STSWiz.EXE (SharePoint Team Services を Microsoft Project Server 用に構成するセットアップ プログラム) を実行した後、Office XP Service Pack 1 を適用して SharePoint Team Services を更新します。このとき、テンプレートが既定のものに戻ってしまうので、STSWiz.EXE を再度実行し、Microsoft Project Server のカスタム テンプレートを再び適用します。
この章は、SharePoint Team Services を Microsoft Project Server 用に構成する方法に関する次の節で構成されています。
· SharePoint Team Services セットアップの手引き
· SharePoint Team Services を Microsoft Project Server 用に構成する準備
· SharePoint 設定ウィザードの実行
(オプション) SharePoint Team Services のインストール手順
· 構成後のチェックリスト
· SharePoint Team Services のトラブルシューティングの手引き
SharePoint Team Services セットアップの手引き
SharePoint Team Services を Microsoft Project Server 用に構成する際には、次の手順に従ってください。
	手順
	説明

	1
	第 1 章と第 2 章を読み、これらの章に記載されている手順を完了したことを確認します。

	2
	SharePoint Team Services で使用するデータベース管理システムを決めます。既定のデータベースは Microsoft SQL Server Desktop Engine (MSDE) 2000 ですが、Microsoft Project Server 環境では SQL Server 2000 を使用する必要があります。
注  SETUPSE.EXE (標準の SharePoint Team Services セットアッププログラム) または STSWiz.EXE (SharePoint Team Services テンプレートを Microsoft Project Server 用にカスタマイズするラッパー) を実行したときに、サーバー上にデータベース管理システムが存在しない場合は、MSDE 2000 がインストールされます (この 2 つのプログラムはどちらも Microsoft Project Server CD に収録されています。SETUPSE.EXE は \PRJSVR\SHAREPT フォルダに、STSWiz.EXE は \SUPPORT フォルダにあります)。

	3
	SharePoint Team Services を専用のサーバーにインストールします。SharePoint Team Services は Microsoft Project Server CD に収録されている STSWiz.EXE を実行してインストールすることができますが、他の任意の方法で SharePoint Team Services をインストールしてもかまいません。

	4
	Office XP Service Pack 1 をインストールして SharePoint Team Services を更新します。更新すると、Microsoft Project Server 用にカスタマイズしたテンプレートが、SharePoint Team Services の既定のテンプレートに戻ってしまいます。
注  Office XP Service Pack 1 をインストールすると、SharePoint Team Services 用の管理 Web サイトもインストールされます。

	5
	SharePoint 設定ウィザード (STSWiz.EXE) をもう一度実行します。こうすることで、Microsoft Project Server に必要なカスタム テンプレートが再び適用されます。SharePoint 設定ウィザードを実行したときには、SharePoint Team Services の管理 Web サイトが既にインストールされているので、SharePoint 設定ウィザードにより、SharePoint Team Services がインストール済みであることが表示されます。[Project Server 用の追加の SharePoint Web サイトを提供します。] オプションを選択し、次に表示される画面で [既定の Web サイト] を選択するか、既存の SharePoint Team Services サイトの名前を選択して、Microsoft Project Server 用のテンプレートを再適用します。 

	6
	IIS で SharePoint Team Services のサイトが表示されることを確認します。

	7
	Microsoft Project Server に必要な SharePoint Team Services ユーザー アカウントを作成します。ローカル アカウントを使用する場合は、その環境内で SharePoint Team Services と Microsoft Project Server を実行するすべてのコンピュータ上に同一のユーザー アカウント (およびパスワード) が存在することを確認してください。詳細については、後述の「SharePoint Team Services に必要なユーザー アカウント」を参照してください。

	8
	Microsoft Project Server をインストールします。Microsoft Project Server のインストールの詳細については、第 4 章を参照してください。

	9
	PSCOMPLUS.EXE ツールと PROXYCFG ツールの実行、IIS のリセットなどの補足作業を完了します。これらの手順については、第 5 章で説明します。

	10
	Microsoft Project Web Access から SharePoint Team Services に接続します ([管理] をクリックし、[SharePoint Team Services の管理] をクリックし、[サーバーへの接続] をクリックします)。次の手順に進む前に、第 3 章に目を通してください。この手順を完了する前に、次のことを確認してください。
· Project Web Access の [ドキュメント]と [懸案事項] から SharePoint Team Services のページにアクセスできること。
· サブ Web を作成できること。
· SharePoint Team Services の管理 Web サイトに接続できること。


SharePoint Team Services の構成準備
SharePoint Team Services を Microsoft Project Server 用に構成する作業には、数多くの手順があり、これを成功させるために満たさなければならない多数の要件があります。手順と要件の数を考えると、SharePoint Team Services を実行するサーバーに後から変更を加えることは困難です。SharePoint Team Services を実行するサーバーの構成は、長期的な要件を考慮して計画する必要があります。以下について確認してください (また、構成作業を始める前に、この章で後述するトラブルシューティングとインストール後の作業に関する節にも目を通し、補足作業と一般的な問題について把握しておくことをお勧めします)。
· Microsoft Project Server コンピュータと SharePoint Team Services を実行するサーバーは、同じ Windows ドメインまたはワークグループのメンバーである必要があります。
SharePoint Team Services を実行するサーバー上のサブ Web には、Windows ユーザー アカウントからしかアクセスできません。さらに、Microsoft Project Server コンピュータと SharePoint Team Services を実行するサーバーでは、同じ種類の Windows 認証を使用する必要があります。たとえば、統合 Windows 認証や基本認証などを使用します。
注  ユーザーは、Microsoft Project Server 認証を使用して SharePoint Team Services を実行するサーバーにアクセスすることはできません。Microsoft Project Server をワークグループ環境で実行している場合、ドキュメント センタと懸案事項センタにアクセスするには、ローカルの Windows ユーザー アカウントとパスワードを入力する必要があります。
· SharePoint Team Services をインストールするユーザーの Windows ユーザー アカウントは、IIS (Microsoft Internet Information Server) を実行しているコンピュータの Administrators グループに属している必要があります。
注  管理とデータベースへの接続を目的として新しい Windows ユーザー アカウントを作成し、Microsoft Project Server ユーザーが SharePoint Team Services を実行するサーバーに接続できるようにした場合、[ユーザーは次回ログオン時にパスワード変更が必要] チェック ボックスがオンになっているときは、SharePoint Team Services を Microsoft Project Server 用に構成するには、事前にそのユーザー アカウントでログオンしてパスワードを変更しておかなければなりません。
STSWiz.EXE を実行し、SharePoint Team Services を Microsoft Project Server 用に構成するには、SQL Server 2000 または MSDE 2000 (照合の際に大文字と小文字が区別されない) を実行するデータベース サーバーをあらかじめ用意して利用できる状態にしておく必要があります。
注  セットアップの際に SharePoint Team Services データベースへの接続に使用するユーザー アカウントは、SQL Server 認証を使用しなければなりません。また、少なくとも、指定の SharePoint Team Services データベース サーバーに対する Database Creators ロールおよび Security Administrators ロールと同等の権限を持っている必要があります。
· SharePoint Team Services をインストールしたサーバー上のプロジェクト文書を保護するには、そのコンピュータで NTFS ファイル システムを使用する必要があります。
SharePoint Team Services を Microsoft Project Server 用に構成するには、STSWiz.EXE を実行する必要があります。SharePoint Team Services がまだインストールされていない場合は、まず SharePoint Team Services をインストールする必要があります (STSWiz.EXE を実行すると、SharePoint Team Services がインストールされます)。次に、Microsoft Office XP Service Pack 1 を適用します (http://www.microsoft.com/japan/windowsxp/downloads/ からダウンロードできます)。最後に、STSWiz.EXE をもう一度実行して、Microsoft Project Server に必要なカスタム テンプレートを再適用します。
· 1 台の Microsoft Project Server コンピュータが、SharePoint Team Services を実行する複数の非クラスタ化コンピュータと動作するように構成されている場合は、管理作業や SharePoint Team Services データベースへの接続について、それぞれの SharePoint Team Services コンピュータで同じアカウントを使う必要があり、それぞれのコンピュータで SharePoint Team Services を Microsoft Project Server 用に構成しなければなりません。
注  SharePoint Team Services を実行するために複数のサーバーを使う場合は、すべてのサーバーを同時に展開することをお勧めします。
· Microsoft Project Server または SharePoint Team Services を実行するサーバーのどちらかを、Secure Sockets Layer (SSL) を使用してアクセスできるように構成する場合は、Microsoft Project Server が SharePoint Team Services と通信できるように、両方のコンピュータが https:// プロトコルをサポートする必要があります。Microsoft Project Web Access と Microsoft Project Server の接続にも、SharePoint Team Services と Microsoft Project Server の接続で使用するものと同じプロトコルを使用しなければなりません。
· SharePoint Team Services を拡張する Web サイトは稼動中である必要があります。
構成の詳細
SharePoint Team Services を展開するために使用するサーバーは、展開後 12 ～ 18 か月間の成長に対応できるだけの堅牢なサーバーでなければなりません。SharePoint Team Services を実行するサーバーは頻繁に使われる可能性があり、プロジェクトに関する大量の情報を格納する場合があります。発行される各プロジェクトのサブ Web を自動的に作成する予定があり、200 を超えるプロジェクト数が予想される場合は、下の表に示す構成要件を上回る環境が必要です。
SharePoint Team Services 1.0 を実行するサーバーをクラスタ化することはできません。したがって、SharePoint Team Services を実行するサーバーの将来的な負荷をあらかじめ見積もっておくことが重要です。SharePoint Team Services を実行するサーバーを単一のサイトから成る環境にセットアップした場合 (1 つの Microsoft Project Server データベースを全員が共有する場合) は、使用量やコンテンツによる負荷が後で大きくなったとしても、サーバーを追加することはできません。このような状況に対処できる方法は、サブ Web を新しいサーバーに移行することだけです。これは簡単な作業ではありません。ダウンタイムを最小限に抑えるには、予想される使用負荷に対応できるだけの堅牢なサーバーを使用することをお勧めします。SharePoint Team Services を実行するサーバーのサイズは、予想される使用負荷 (ユーザー数、プロジェクト数、サーバーに保存されるコンテンツ数) によって決まります。一般的な目安としては、SharePoint Team Services を実行する各サーバーの IIS の負荷を抑えて、作成するサブ Web の数が 750 を超えない程度にします。
	Microsoft Project Professional で SharePoint Team Services を使用する場合の推奨構成

	プロセッサ

	1.0 GHz プロセッサ×2

	オペレーティング システム
	Microsoft Windows 2000 Service Pack 3

	データベース管理システム
	SQL Server 2000 または MSDE 2000

	ハードディスクの空き容量
	40 GB ハードディスク ドライブ×3 (RAID 5 アレイ構成)

	RAM
	2.0 GB

注  RAM を追加すると、サブ Web の作成とページの表示にかかる時間を短くすることができます。ただし、RAM を追加しても、サブ Web 数 750 という制限は変わりません。

	その他のハードウェア
	100 MB Fast Ethernet ネットワーク インターフェイス カード×2

	ユーザーに対する要件
	Microsoft Project Web Access に管理者としてアクセスできること (アクセス権など、SharePoint Team Services のグローバル設定を管理できるのは、Microsoft Project Server 上で特定のアクセス権を持つユーザーだけです)。Microsoft Project Web Access のドキュメント センタと懸案事項センタにアクセスできること。


SharePoint Team Services 展開構成
SharePoint Team Services を Microsoft Project Server 用に構成する際には、1 台のサーバーを SharePoint Team Services 専用に使用することをお勧めします。専用サーバーの詳細な設定は、今後 12 ～ 18 か月の予想負荷に基づいて決める必要があります。STSWiz.EXE を実行すると、SharePoint Team Services を実行するサーバーは Microsoft Project Server 専用に構成され、カスタム サーバーサイド テンプレート、パブリック ドキュメント サブ Web、カスタム ロールなどを使用するようになります。
	SharePoint Team Services 展開シナリオ

	SharePoint Team Services を実行する既存のサーバーで他のアプリケーションも実行している場合。
	既に SharePoint Team Services を実行しているサーバーがあり、他のアプリケーションでもそのサーバーを使用している場合は、そのサーバーを Microsoft Project Server 用に構成する前に、次のことを考慮する必要があります。
SharePoint Team Services は、Microsoft Project Server 専用に構成しなければなりません。
STSWiz.EXE (SharePoint Team Services を Microsoft Project Server 用に構成するためのプログラム) は、カスタマイズされたサーバーサイド テンプレート ファイルをコピーし、パブリック ドキュメント サブ Web を作成し、Microsoft Project Server 用のカスタム ロールを作成します。
STSWiz.EXE を実行した後、SharePoint Team Services のサーバーサイド テンプレートは修正されているので、元のサーバーサイド テンプレートを使用していたユーザーは、使用できなくなります。

	SharePoint Team Services を実行する既存のサーバーを Microsoft Project Server 専用にする場合。
	SharePoint Team Services を実行している専用のサーバーがあり、それを Microsoft Project Server 用に構成する場合は、Office XP Service Pack 1 を適用した後に STSWiz.EXE を実行して SharePoint Team Services を Microsoft Project Server 用に構成してください。 

	SharePoint Team Services を実行していない既存のサーバーを Microsoft Project Server 専用にする場合。
	まだ SharePoint Team Services がインストールされていない専用のサーバーを使用する場合は、STSWiz.EXE を実行したときに SharePoint Team Services がインストールされます。次に Office XP Service Pack 1 を適用して、STSWiz.EXE を再度実行してください。
STSWiz.EXE を 2 回実行しなければならないのは、STSWiz.EXE を実行することによって SharePoint Team Services と共に Microsoft Project Server のサーバーサイド テンプレートがインストールされるからです。Office XP Service Pack 1 を適用すると、Microsoft Project Server 用ではない既定のサーバーサイド テンプレートが復元されてしまいます。STSWIZ.EXE をもう一度実行することで、Microsoft Project Server 用のカスタム サーバーサイド テンプレートを再び適用することができます。


SharePoint Team Services に必要なユーザー アカウント
ユーザーが Microsoft Project Professional および Microsoft Project Web Access からドキュメント センタと懸案事項センタにアクセスするには、SharePoint Team Services を実行するサーバーへのアクセス権が必要です (これは、Microsoft Project Server へのアクセス権とは異なります)。さらに、プロジェクト管理者が新しいプロジェクトを Microsoft Project Professional から Microsoft Project Server に発行する際には、対応する SharePoint Team Services のサブ Web (およびドキュメント ライブラリと懸案事項ライブラリ) を自動的に作成する必要があります。
認証は Windows 認証を使って行う必要があります。これは、グローバルな設定を変更する必要がある管理者、またはプロジェクトのサブ Web に保存されているドキュメントを読む必要があるシングル ユーザーに当てはまります。複数のユーザーに同じアクセス権を与える最も簡単な方法は、Windows ユーザー アカウント (ドメインまたはローカル) を作成し、そのユーザー アカウントに SharePoint Team Services が実行されているサーバーへのアクセス権を、ロールを通じて与えることです。これらのユーザー アカウントは、SharePoint Team Services を Microsoft Project Server 用に構成する前に作成しておく必要があります。
注  これらのユーザー アカウントは COM+ アプリケーションによって偽装されます。Microsoft Project Server に付属する PSCOMPLUS.EXE という COM+ 設定ツールを使用すると、この偽装の方法を管理できます。PSCOMPLUS.EXE ユーティリティの詳細については、第 5 章の「PSCOMPLUS.EXE ツールを実行する」を参照してください。
Microsoft Project Professional および Microsoft Project Web Access のユーザーが SharePoint Team Services を利用できるようにするには、次の 2 つのユーザー アカウントが必要です。
管理者が SharePoint Team Services にアクセスするための Windows ユーザー アカウント  SharePoint Team Services を実行するサーバー上には、ユーザーが SharePoint Team Services データベースにアクセスするための Windows ユーザー アカウントが必要です。この Windows ユーザー アカウントは、SharePoint Team Services データベースにアクセスするために、少なくとも Public データベース ロールと db_datareader データベース ロールに属していなければなりません。ドメイン アカウントを使うことが推奨されますが、ローカル アカウントを使う場合、そのアカウントとパスワードは、Microsoft Project Server コンピュータおよび SharePoint Team Services を実行するサーバーの両方で Users グループに属していなければなりません。
注  この目的で新しく Windows ユーザー アカウントを作成し、[ユーザーは次回ログオン時にパスワード変更が必要] チェック ボックスをオンにした場合は、Microsoft Project Server から SharePoint Team Services への接続を構成する前に、そのユーザーがログオンしてパスワードを変更する必要があります。
ユーザーが SharePoint Team Services データベースにアクセスしてサブ Web を作成するための Windows ユーザー アカウント (Microsoft Project Server 内での各ユーザーのロールによる)  Microsoft Project Web Access の管理センタから SharePoint Team Services のセクションにアクセスするには、管理者アカウントを使います。このアカウントは、SharePoint Team Services を実行するサーバーの Administrators グループに属していなければなりません。ドメイン アカウントを使うことが推奨されますが、ローカル アカウントを使う場合、そのアカウントとパスワードは、Microsoft Project Server コンピュータおよび SharePoint Team Services を実行するサーバーの両方で Administrators グループに属していなければなりません。
注  この目的で新しく Windows ユーザー アカウントを作成し、[ユーザーは次回ログオン時にパスワード変更が必要] チェック ボックスをオンにした場合は、Microsoft Project Server から SharePoint Team Services への接続を構成する前に、そのユーザーがログオンしてパスワードを変更する必要があります。
SharePoint Team Services のサブ Web へのアクセスが可能なのは、Windows ユーザー アカウントだけです。これは、Microsoft Project Server 認証を使用して Microsoft Project Server に接続しているユーザーについても同様です。これらのユーザーが既に Windows 認証を使用してネットワークに接続している場合は、その Windows アカウント情報を使って SharePoint Team Services コンピュータに接続できます。
注  SSL をサポートするように Microsoft Project Server を構成する方法については、この章で後述する「SSL をサポートするように SharePoint Team Services サーバーを構成する」、および第 5 章の「(オプション) SSL をサポートするように Microsoft Project Server を構成する」を参照してください。
SharePoint 設定ウィザードの実行
Microsoft Project Server のドキュメント ライブラリおよび懸案事項の管理機能を使用するには、Microsoft SharePoint Team Services をインストールし、Microsoft Project Server 用に構成する必要があります。SharePoint Team Services がインストールされていない場合、SharePoint 設定ウィザードでインストールしますが、SharePoint Team Services を Microsoft Project Server 用に構成する場合もこのウィザードを使用する必要があります (SharePoint Team Services を別の場所からインストールした場合も、構成にはこのウィザードを使用します。Microsoft Project Server 2002 は、SharePoint Team Services の後継リリースである Windows SharePoint Services と組み合わせて使用することはできません)。
注  SharePoint Team Services をインストールする順番は重要です。SharePoint Team Services は、Microsoft Project Server よりも前にインストールすることをお勧めします。Microsoft Project Server のインストール中に SharePoint Team Services のエラーが発生した場合、セットアップ プログラムのエラー メッセージには、エラーを解決するための最善の手順が示されるとは限りません。ただし、Microsoft Project Server をセットアップする過程で SharePoint Team Services を Microsoft Project Server 用に構成するときに発生するエラーは、Microsoft Project Web Access を使って SharePoint Team Services を Microsoft Project Server 用に構成するときに発生するエラーに比べて解決が容易です。エラーとその解決方法については、この章で後述の「SharePoint Team Services のトラブルシューティングの手引き」を参照してください。
SharePoint Team Services を Microsoft Project Server 用に構成するための前提条件は次のとおりです。
Microsoft SQL Server 2000 がインストールされていること (SQL Server 2000 を使用する場合。それ以外の場合は、STSWiz.EXE を実行したときに MSDE 2000 がインストールされます)。
· SharePoint Team Services がインストールされ、Office XP Service Pack 1 が適用されていること (これによって、SharePoint Team Services の管理 Web サイトがインストールされます)。
· SharePoint Team Services をインストールするには
1. CD-ROM ドライブに Microsoft Project Server CD を挿入するか、ネットワーク上のインストール場所に接続します。
2. 自動再生対応の Microsoft Project Server CD からインストールする場合は、Microsoft Project Server 2002 セットアップ プログラムで [SharePoint 設定ウィザード] をクリックします。または、Microsoft Project Server CD (またはネットワーク上のインストール場所) で STSWiz.EXE ファイルを検索して実行します。
3. 使用許諾契約書を読んで同意し、[次へ] をクリックします。
4. IIS (Microsoft Internet Information Server) を実行しているコンピュータ上で利用可能な Web サイトの一覧から、SharePoint Team Services を拡張する Web サイトを選択します。
注  一時停止中または停止中のサイトを含め、IIS コンピュータ上のすべての Web サイトが表示されますが、SharePoint Team Services を拡張できるのは、ホーム ディレクトリの [実行アクセス権] の一覧で [スクリプトのみ] が選択されているアクティブな Web サイトだけです。
5. [データベース サーバー]、[ログオン名]、[パスワード] の各ボックスに SharePoint Team Services データベースに関する情報を入力します。
注  ユーザー アカウントは、SQL Server 認証を使用し、少なくとも指定された SharePoint Team Services データベース サーバーの Database Creators ロールおよび Security Administrators ロールと同等の権限を持っている必要があります。
6. セットアップの最後に表示される、サーバー名、Web サーバー ポート、SharePoint 管理ポート、データベース サーバー名、データベース名の情報を書き止めるか、この画面をキャプチャします。この情報は、SharePoint Team Services および Microsoft Project Server に接続するために必要です。
注  この情報は、[Microsoft SharePoint の管理] で見ることもできます。[サーバーの管理] ページのアドレスは、サーバー名で始まり、その後にコロン (:) と管理ポート番号が続きます。SharePoint Team Services データベースの情報を検索するには、[サーバーの管理] ページで該当する仮想サーバーの [管理] をクリックします。[仮想サーバーの管理] ページで [データベース接続の変更] をクリックします。
Microsoft Project Server をインストールしていない場合、または Microsoft Project Server をインストール中の場合は、Microsoft Project Server セットアップの [SharePoint Team Services を実行している Web サーバーへの接続] ページでこの情報を入力することができます。
· Microsoft Project Server が既にインストールされている場合は、Microsoft Project Web Access を使用して Microsoft Project Server に接続し、トップ リンク バーの [管理] をクリックして管理センタにアクセスします。作業ウィンドウで、[SharePoint Team Services の管理] をクリックします。作業ウィンドウの [オプション] で [サーバーへの接続] をクリックし、[サーバーの追加] をクリックします。
· Microsoft Project Server で、管理作業のために SharePoint Team Services コンピュータに接続したり、SharePoint Team Services データベースに接続したりするために、ユーザー アカウントを新しく作成して [ユーザーは次回ログオン時にパスワード変更が必要] チェック ボックスをオンにした場合は、Microsoft Project Server を SharePoint Team Services に接続するように構成する前に、そのユーザーがログオンしてパスワードを変更する必要があります。
7. Microsoft Project Web Access にログオンする前に、PSCOMPLUS.EXE を実行します。PSCOMPLUS.EXE は、COM+ アプリケーションによって偽装されるユーザー アカウントの名前 (ドメイン名\アカウント名の形式) を指定するために使います。これにより、Microsoft Project Server から SharePoint Team Services および SharePoint Team Services データベース コンピュータに接続できるようになります。
注  セットアップ中にこの情報を指定した場合には、設定を変更する場合を除いて、PSCOMPLUS.EXE を再実行する必要はありません。PSCOMPLUS.EXE ユーティリティの詳細については、第 5 章の「PSCOMPLUS.EXE ツールを実行する」を参照してください。
(オプション) SharePoint Team Services のインストール手順
SharePoint Team Services のインストール時には、オプションとして次の設定が可能です。
· SharePoint Team Services 用のカスタム Web サイトを作成する。
· カスタム Web サイトに IP アドレスを割り当てる。
· パブリック ドキュメントおよびプロジェクト ドキュメントを移行する。
· SharePoint Team Services を実行するサーバーが SSL をサポートするように構成する。
SharePoint Team Services 用のカスタム Web サイトを作成する
SharePoint Team Services のカスタム Web サイトを作成し、Microsoft Project Server 用に構成することができます。Microsoft Project Server のセットアップ中に、カスタム Web サイトを選択することができます。このカスタム Web サイトに専用の IP アドレスを割り当てることで、多くの場合、パフォーマンスを向上させることができます。専用の IP アドレスを使用するには、PROXYCFG ユーティリティを使ってプロキシ サーバーを構成する際に追加手順が必要となります。
注  PROXYCFG ユーティリティの詳細については、第 5 章の「プロキシ サーバーを構成する」を参照してください。
· 新しい Web サイトのホーム ディレクトリを作成するには
1. SharePoint Team Services がインストールされているサーバーで、[スタート] をクリックし、[プログラム]、[アクセサリ] の順にポイントし、[エクスプローラ] をクリックします。
2. c:\inetpub フォルダに移動します。
3. 新しいフォルダ (pjroot など) を作成します。
· 新しい Web サイトを作成するには
1. インターネット サービス マネージャを起動します ([スタート]、[ファイル名を指定して実行] の順にクリックし、「inetmgr」と入力して [OK] をクリックします)。
2. Microsoft Project Server を右クリックし、[新規作成]、[Web サイト] の順にクリックします。
3. [Web サイトの作成ウィザードへようこそ] のページで、[次へ] をクリックします。
4. [Web サイトの説明] メニューで、Web サイトの別名を入力し、[次へ] をクリックします。
5. [IP アドレスとポートの設定] メニューで、TCP ポートを 80 以外のポート (8080 など) に設定し、IP アドレスを [(未使用の IP アドレスすべて)] のままにします。これは、Web サイトの展開時に SharePoint Team Services と FrontPage 2000 Extensions が Web サイト名をコンピュータの NetBIOS 名に解決できるようにするための操作です。SharePoint Team Services をインストールした後、専用の IP アドレスとポート番号はリセットされます。
6. [次へ] をクリックします。
7. Web サイトのホーム ディレクトリのパス内で、作成したパス (c:\inetpub\pjroot. など) を参照します。
8. [次へ] をクリックします。
9. [Web サイトのアクセス許可] メニューは既定値 ([読み取り]、[ASP 等のスクリプトを実行する]) のままにして、[次へ] をクリックします。
10. [完了] をクリックします。
カスタム Web サイトに専用の IP アドレスを割り当てる
SharePoint Team Services のインストール中に作成したカスタム Web サイトにインストールするように選択した場合、IP アドレスは [(未使用の IP アドレスすべて)] に設定されています。カスタム Web サイトには、専用の IP アドレスを設定する必要があります。
· カスタム Web サイトに専用の IP アドレスを割り当てるには
1. [スタート] をクリックし、[プログラム]、[管理ツール] の順にポイントし、[インターネット サービス マネージャ] をクリックします。
2. Microsoft Project Server のインストール先サーバーを開き、カスタム Web サイトの名前を右クリックして、[プロパティ] をクリックします。
3. プロパティ ダイアログ ボックスで [Web サイト] タブをクリックします。
4. [IP アドレス] フィールドで IP アドレスを選択します。または、[詳細] をクリックして、サーバーに割り当てる新しい IP アドレスを入力します。
5. [TCP ポート] フィールドで、カスタム Web サイトのポート番号を設定します。
注  ポート 80 を再利用する場合は、既定の Web サイトを無効にするか、ホスト ヘッダーを使う必要があります。
6. [適用] をクリックします。
7. IIS をリセットしてアドレスを割り当てます (コマンド プロンプトで「IISRESET」と入力します)。
パブリック ドキュメントおよびプロジェクト ドキュメントを移行する
SharePoint Team Services を実行する新しいサーバーを Microsoft Project Server 環境に追加した場合は、SharePoint Team Services を実行していた既存のサーバーから新しいサーバーにファイルを移行します。
SharePoint Team Services を実行する追加のサーバーを展開する
SharePoint Team Services を実行するすべてのサーバーはそれぞれ独立して動作します。Microsoft Project Server 環境にサーバーを追加する作業は、Microsoft Project Web Access の [サーバーへの接続] ページで、SharePoint Team Services を実行するサーバーの一覧にエントリを追加するだけの、簡単な作業です。現在のハードウェアでは限界が近い思われる場合には、次のような対処が可能です。
· 新しいサーバーを追加し、既存のすべての SharePoint Team Services Web サイトをそのサーバー上に複製して、Microsoft Project Server に接続します。次に、新しいサーバーを現在の SharePoint Team Services サーバーとして設定します。既存のサイトは古いサーバー上に残りますが、新しいサブ Web は新しいサーバー上に作成されるようになります。この作業では、古いサーバーで使われていたすべてのグループの SharePoint Team Services Web サイトを新しいサーバー上で作成し直すという大量の手動操作が必要です。したがって、この対処法は、SharePoint Team Services を実行していた既存のサーバー上で予期しない負荷の増加が発生した場合にのみ実行することをお勧めします。
· サーバー上のグループの数が限界に近づいたときに、SharePoint Team Services を実行する新しいサーバーを追加します。維持できる (目安となる) プロジェクトの総数は 750 前後です。新しいプロジェクト用のサイトはすべて新しいサーバー上に作成されるようになりますが、古いグループ (古いグループが発行する新しいプロジェクトも含む) は古いサーバー上に残ります。この拡張方法では、管理上の負担が最小で済むので、プロジェクトのサブ Web の数が 750 を越えると思われる場合には、この方法を実行することをお勧めします。
次の症状が現れたら、SharePoint Team Services を実行するサーバーを Microsoft Project Server 環境に追加する必要があります。
· Microsoft Project Web Access で、SharePoint Team Services ページのロードが失敗する。
· サブ Web を作成しようとするとき、またはユーザーを同期しようとするときに、タイムアウト エラーが発生する。
· リスト項目を作成またはアップロードした後、SharePoint Team Services のページでコントロールが戻るのが遅い。
· Microsoft Project Server データベースに入力していない SharePoint Team Services 項目についてオブジェクト プロバイダ エラーが発生する。
· パブリック サブ Web のドキュメントを SharePoint Team Services を実行するサーバーから移行するには
1. SharePoint Team Services を実行する新しいサーバーに Microsoft Project Server を接続します。
2. SharePoint Team Services のフォルダ ビューで、両方のサーバーのパブリック ドキュメントを含むフォルダを探して開きます。
注  この作業は、Windows のエクスプローラではなく SharePoint Team Services のフォルダ ビューで行う必要があります。これらのドキュメントを Windows のエクスプローラからコピーすると、重要なメタデータが失われます。
3. 移動するドキュメントを古いフォルダから新しいフォルダにドラッグ アンド ドロップします。
4. サーバーが Microsoft Project Web Access で利用できることを確認します。サーバーが利用できない場合は、サーバーのアドレスを追加します。
注  プロジェクトとドキュメント間のリンクを再確立するには、管理者が Microsoft Project Web Access でタスクをプロジェクトに手動でリンクする必要があります。
SSL をサポートするように SharePoint Team Services サーバーを構成する
Microsoft Project Server コンピュータを Microsoft Project Web Access に接続するために使用するプロトコルは、Microsoft Project Server が SharePoint Team Services と通信するために使用するプロトコルと同じでなければなりません。Microsoft Project Server または SharePoint Team Services のいずれかで Secure Sockets Layer (SSL) を介したユーザー アクセスができるように構成されている場合は、Microsoft Project Server が SharePoint Team Services と通信できるように、両方のコンピュータが https:// プロトコルをサポートする必要があります。Microsoft Project Server が SSL をサポートするように構成する場合は、SharePoint Team Services を実行するサーバーも同じ SSL ポートをサポートするように構成する必要があります。これは Microsoft Project Web Access を使って設定できます。
· SharePoint Team Services を実行するサーバーが SSL をサポートするように構成するには
1. Microsoft Project Server に接続し、トップ リンク バーで [管理] をクリックして管理センタに移動します。
2. 作業ウィンドウで [SharePoint Team Services の管理] をクリックします。
3. 作業ウィンドウの [オプション] で [サーバーへの接続] をクリックします。
4. [サーバーへの接続] ページで SharePoint Team Services コンピュータの名前を選択し、[サーバーの変更] をクリックします。
5. [サーバー情報の変更] ページで、SSL ポート情報を入力し、[SharePoint Web Server ポートは SSL ポート] チェック ボックスまたは [SharePoint の管理ポートは SSL ポート] チェック ボックスをオンにします。
構成後のチェックリスト
SharePoint Team Services のインストールを終える前に、確認しなければならない項目があります。また、Microsoft Project Server 用に SharePoint Team Services を正しく構成するために、実行しなければならない手順があります。
Microsoft Project Server をインストールする前に実行する手順
SharePoint Team Services を Microsoft Project Server 用に構成し終わった後、次の手順を実行してください。
· SharePoint Team Services データベースと既定の Web サイトが存在することを確認します。詳細については、この章で後述の「SharePoint Team Services の構成を確認する」を参照してください。
· SharePoint Team Services を実行するサーバーについて、その管理者およびデータベース アクセスのための Windows ユーザー アカウントを作成します。
注  Microsoft Project Server に必要な SharePoint Team Services ユーザー アカウントについては、付録を参照してください。
さらに、パフォーマンスを向上させるためには、次のことにも注意してください。
· Microsoft Project Server で SharePoint Team Services の管理アクセス権限を持つユーザーは、SharePoint Team Services のルート Web、および各プロジェクトのサブ Web の管理者 (Microsoft Project Server) ロールに自動的に追加されます。
· セキュリティを強化するために、各プロジェクトのサブ Web での匿名アクセスを無効にします。
· SharePoint Team Services が拡張された Web サイトのホーム ディレクトリについては、[実行アクセス権] の一覧の [スクリプトのみ] を選択する必要があります。
· Microsoft Project Server は、XMLHTTP プロトコルを使用して SharePoint Team Services と通信します。Microsoft Project Server コンピュータと SharePoint Team Services コンピュータが正常に通信するには、プロキシ サーバーを介して接続するように Microsoft Project Server コンピュータを構成する必要があります。この要件は、Microsoft Project Server と SharePoint Team Services が同じコンピュータにインストールされている場合や、プロキシ サーバーを使用していない環境にも当てはまります。
注  PROXYCFG ユーティリティの詳細については、第 5 章の「プロキシ サーバーを構成する」を参照してください。
SharePoint Team Services の構成を確認する
PSCOMPLUS.EXE と PROXYCFG の実行、および IIS のリセットを行う前に、まず SharePoint Team Services データベースと既定の Web サイトが正しく作成されていることを確認する必要があります。 

· SharePoint Team Services データベースを確認するには
1. SharePoint Team Services を実行するコンピュータ上で SQL Server 2000 を起動します。
2. SQL Server Enterprise Manager の左ペインからサーバーの名前を開き、[データベース] を開きます。
3. <サーバー名>_LM_W3SVC_1_Collab という名前のデータベースが存在することを確認します。
· SharePoint Team Services の既定の Web サイト (またはカスタム Web サイト) を確認するには
1. インターネット サービス マネージャを起動します。
2. サーバーの名前を開きます。
3. 既定の Web サイトが存在すること、および Microsoft SharePoint Search Proxy サイトと Microsoft SharePoint の管理サイトが存在することを確認します。
注  Microsoft Project Server 用に SharePoint Team Services のカスタム Web サイトを構成した場合は、そのサイトも表示されます。
Microsoft Project Server をインストールした後に実行する手順
SharePoint Team Services を Microsoft Project Server 用に構成する作業に関連する次の各手順は、Microsoft Project Server をインストールした後でなければ実行できません。
· PSCOMPLUS.EXE ツールを実行します (Microsoft Project Server のセットアップ中に、SharePoint Team Services 接続情報を指定しなかった場合)。 

注  PSCOMPLUS.EXE ユーティリティの詳細については、第 5 章の「PSCOMPLUS.EXE ツールを実行する」を参照してください。
· PROXYCFG ツールを実行します。
注  PROXYCFG ユーティリティの詳細については、第 5 章の「プロキシ サーバーを構成する」を参照してください。
· Internet Information Services (IIS) をリセットします。
注  IIS のリセット方法の詳細については、第 5 章の「Internet Information Services をリセットする」を参照してください。
· Microsoft Project Web Access から SharePoint Team Services に接続できることを確認します。
注  Microsoft Project Web Access から SharePoint Team Services に接続する方法の詳細については、第 5 章の「Microsoft Project Web Access の機能を確認する」、および付録の「SharePoint Team Servicesに必要なユーザアカウントの管理」を参照してください。
SharePoint Team Services のトラブルシューティングの手引き
SharePoint Team Services を Microsoft Project Server 用に構成する作業は、Microsoft Project Server の展開全体の中でも最も難しい部分です。STSWiz.EXE の実行前と実行後には、数多くの設定や手順を確認する必要があります。展開に関して発生する問題の原因としては、SharePoint Team Services の構成方法が誤っていること、Microsoft Project Server で必要な Windows ユーザー アカウントの設定が不適切であること、展開の過程でいずれかの手順を実行し忘れたことなどが挙げられます。
注  SharePoint Team Services の展開に関して問題が発生した場合は、このトラブルシューティングの手引きをお読みください。この手引きを参照しても SharePoint Team Services が正しく動作しない場合は、http://support.microsoft.com/ にアクセスしてその他のヘルプを入手することをお勧めします。発生する問題は、使用する環境構成に特有のものである場合も、既知の他の問題と一致する場合もあります。
以下に示すヒントの中には、Microsoft Knowledge Base で既に文書化されているものもあります。
· Q322235  SharePoint Team Services サーバーを追加しようとするとエラー メッセージが表示される
· Q321338  Project Server のインストールに必要なアカウントが使用できることを確認する
· Q324652  SPTS セットアップ時にエラー : サブ Web は Project Server 用の正しいスキーマが含まれていない
· Q323019  Microsoft Project Web Access に接続時 "HTTP エラー 500-12" や "ASP 0100 (0x80004004)" エラー メッセージが表示される
· Q323024  Error message when you try to configure SharePoint Team Services for Microsoft Project Server（英語情報）
	MS_ProjectServer_publicdocuments が存在しません。

	問題
	MS_ProjectServer_publicdocuments 仮想フォルダが Internet Information Services (IIS) に存在しません。このフォルダは、SharePoint Team Services を Microsoft Project Server 用に正しく構成するために存在していなければなりません。

	解決方法
	FrontPage 2000 Server Extensions がある場合 STSWiz.EXE を使って SharePoint Team Services を Microsoft Project Server 用に構成する際に、IIS 内に MS_ProjectServer_publicdocuments フォルダが作成されないことが確認されています。
· SharePoint Team Services を実行するサーバーに、FrontPage 2000 Server Extensions がインストールされているかどうかを確認します。 

· FrontPage Extensions がインストールされている場合は、これを削除し、サーバーを再起動し、STSWiz.EXE をもう一度実行して SharePoint Team Services を Microsoft Project Server 用に構成します。
· この問題は、FrontPage 2000 Server Extensions が現在存在しない (ただし、以前インストールされていたことがある) コンピュータで発生することもあります。 

· FrontPage 2000 Server Extensions がインストールされていないにもかかわらずこの問題が発生した場合は、FrontPage 2000 Server Extensions をインストールし、アンインストールした後に、サーバーを再起動してください。
注  FrontPage 2002 Server Extensions の場合は、このような問題は発生しません。

	MS_ProjectServer_publicdocuments に正しいスキーマが含まれていません。

	問題
	MS_ProjectServer_publicdocuments 仮想フォルダに Microsoft Project Server 用の正しいスキーマが含まれていません。SharePoint Team Services を Microsoft Project Server と連携させるには、このサブ Web が存在し、正しく構成されていなければなりません。

	解決方法
関連項目 :

Q324652

Q322235
	この仮想フォルダを削除し、Microsoft Project Web Access を使用して作成し直します。
· まず、http://support.microsoft.com/default.aspx?scid=kb;en-us;301386 の手順に従ってください。
· MetaEdit ツールをインストールした後、[スタート] をクリックし、[プログラム]、[Administrative Tools] の順にポイントし、[MetaEdit] をクリックします。
· [Metabase Editor] のメニューで [LM]、[W3SVC]、[1] の順に開き、使用する Microsoft Project Server 環境の SharePoint Team Services サブ Web を探します (サブ Web を直接検索する方法もあります。[Edit] メニューの [Find] を選択し、表示されたダイアログ ボックスの [Find what] に「MS_ProjectServer_publicdocuments」と入力して [OK] をクリックします)。
· MS_ProjectServer_publicdocuments フォルダを右クリックし、[Delete] をクリックします。[Yes] をクリックし、MetaEdit ツールを終了します。このフォルダが、統合 Windows 認証をサポートするようにセットアップされていることを確認します。
· サーバーを再起動し、STSWiz.exe をもう一度実行して、Microsoft Project Server 用の新しい Web サイトを作成します。"データベース ロールの作成に失敗しました。" というエラー メッセージが表示されたら、エラー メッセージごとに [OK] をクリックし、SharePoint Team Services を Microsoft Project Server 用に構成する作業を続けます (データベース ロールは前回のインストール時に既に作成されています)。
· SharePoint Team Services サーバー名、Web サーバー ポート、SharePoint 管理ポート、データベース サーバー名、データベース名に関する情報を書き留め、Microsoft Project Web Access を起動して管理者としてログオンします。
· [管理] をクリックし、[SharePoint Team Services の管理] を選択します。新しいサーバーを追加します。
注  エラー メッセージが表示されたコンピュータで、Microsoft Project Server のベータ版をインストールして実行していた場合は、古いベータ ビットがまだサーバー上に残っている可能性があります。サーバーからベータ ビットを削除する方法については、後述の「前にベータ版を実行していたサーバーに Microsoft Project Server をインストールしようとしています。」の項を参照してください。

	SharePoint Team Services をインストールできません。

	問題
	SharePoint Team Services をインストールできません。

	解決方法
	Microsoft Project Server がサポートするブラウザは Internet Explorer 5.0 以降で、Internet Explorer 5.5 が推奨されていますが、SharePoint Team Services をインストールできない問題が発生した場合、Internet Explorer 6.0 にアップグレードすることで、SharePoint Team Services をインストールできるようになる場合もあります。

	STSWiz.EXE の実行時に、サブ Web を提供できません。

	問題
	STSWiz.EXE を実行したときに、SharePoint Team Services サブ Web を提供できません (SharePoint Team Services で "<サブ Web 名>" の提供に失敗しました)。

	解決方法
関連項目 :

Q323024
	このエラー メッセージは、STSWiz.EXE の実行時に、既定の Web サイト以外の Web サイトに SharePoint Team Services をインストールしようとしたときに表示されます。この問題の最も一般的な原因は、SharePoint Team Services のデータベースを指定する際に、誤った情報を指定したことです。 

· STSWiz.EXE をもう一度実行し、正しいデータベース情報を入力したことを確認します。 

· 依然としてこのエラーが発生する場合は、SharePoint Team Services Web サイト (既定またはカスタム) の実行アクセス権が [スクリプトのみ] に設定されていることを確認します。 

· カスタム Web サイトに対して SharePoint Team Services をセットアップする場合は、IP アドレスを [(未使用の IP アドレスすべて)] に設定したことを確認します (一意の IP アドレスを後で追加できます)。 

· 次に、FrontPage 2000 Extensions がインストールされていないことを確認します。さらに、HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Microsoft\Shared Tools\Web Server Extensions\Ports フォルダのポート (およびすべてのサブキー) について、Everyone にフル コントロールが設定されていることを確認します。
· 最新バージョンの SharePoint Team Services を使用していることを確認します (http://office.microsoft.com/ProductUpdates/default.aspx にアクセスして、SharePoint Team Services のアップデートがあるかどうかを確認します。必要に応じてダウンロードします 

· これらの作業が終わったら、SharePoint Team Services を実行するサーバーを再起動します。 

· 次に、SharePoint Team Services の管理ページに移動し、[Microsoft SharePoint で仮想サーバーをアップグレード] をクリックします。 

· 最後に、STSWiz.EXE をもう一度実行し、セットアップ中にカスタム Web サイトを選択します。
依然としてこのエラーが発生する場合は、Microsoft Project Server をインストールし、SharePoint Team Services を後からインストールすることを選択します。Microsoft Project Server のセットアップが完了したら、Microsoft Project Web Access にログオンし、管理センタの [SharePoint Team Services の管理] 領域にアクセスします。
注  SharePoint Team Services を実行するサーバーを指定せずに Microsoft Project Server をインストールしても、Microsoft Project Web Access にまだアクセスできない場合は、SharePoint Team Services にも Microsoft Project Server にも関係のない問題である可能性があります。Microsoft Project Server、SharePoint Team Services、すべてのサブ Web で匿名アクセスが許可されていることを確認してください。すべての Windows ユーザー アカウントに、正しいアクセス権が設定されていることを確認してください。PSCOMPLUS.EXE COM+ 設定ツール、PROXYCFG ユーティリティ、IISRESET を実行してください。Microsoft Project Web Access にログオンしてみてください。

	SharePoint Team Services が Microsoft Project Server に対して正しく構成されていません。

	問題
	SharePoint Team Services を実行するサーバーが Microsoft Project Server 用に正しく構成されていません (原因不明)。

	解決方法
	このエラー メッセージが表示されると、多くの場合は STSWiz.EXE の実行が中止され、SharePoint Team Services を Microsoft Project Server 用に構成できなくなります。データベース名やポート番号を示す確認ページが表示されず、Microsoft Project Server をインストールすることができません。
この章で説明したすべての手順を実行したことを確認し、STSWiz.EXE をもう一度実行してください。

	前にベータ版を実行していたサーバーに Microsoft Project Server をインストールしようとしています。

	問題
	前に Microsoft Project Server のベータ版をインストールしていたサーバーに Microsoft Project Server をインストールしようとすると、うまくいきません。

	解決方法
関連項目 :

Q324652
	前にベータ版をインストールしていたのと同じサーバーに Microsoft Project Server をインストールしようとすることによって問題が発生する場合があります。そのサーバーに古いベータ ビットが残っているかどうかを確認する方法の 1 つとして、Internet Information Services (IIS) コンピュータ上で Microsoft 管理コンソール (MMC) のコンポーネント サービスを確認する方法があります。
古いベータ ビットの有無を確認するには、次の手順に従ってください。
· [スタート] をクリックし、[プログラム]、[管理ツール] の順にポイントし、[コンポーネント サービス] を選択します。
· [コンポーネント サービス]、[コンピュータ]、[マイ コンピュータ] の順に開き、[COM+ アプリケーション] を選択します。
· Microsoft Project Server OLAP Cube Component、Microsoft Project Server STS Admin、および Microsoft Project Server STS DB Access というコンポーネントがあるはずです。サーバー上にまだ古いビットが残っている場合は、Microsoft Project というコンポーネントも表示されます。
注  古いベータ ビットを確認するためのもう 1 つの方法として、SQL Server 2000 Enterprise Manager を起動し、[データベース] フォルダ内の Microsoft Project Server データベースを表示する方法があります。Microsoft Project Server データベースのテーブルにデータを手動で入力できない場合は、読み取り専用データベース接続が正しく動作していません (これは、SharePoint Team Services データベースのアカウントが正常に機能していないことも示しています)。データ読み取り用のアカウントを新たに作成し、PSCOMPLUS.EXE COM+ 設定ツールを実行します。
古いベータ ビットを削除するには、次の手順に従ってください。
· Microsoft Project Server の PSCOMPLUS.EXE COM+ 設定ツールを起動します。PSCOMPLUS.EXE の詳細については、第 5 章の「PSCOMPLUS.EXE ツールを実行する」を参照してください。
· SharePoint Team Services の管理者アカウントとデータベース アクセス アカウントが、IIS コンピュータ上で管理者アカウントとして設定されていること、および SharePoint Team Services 用の SQL Server データベース (<サーバー名>_LM_W3SVC_1_COLLAB) の Public ロールと db_datareader ロールに設定されていることを確認します。
· PSCOMPLUS.EXE を実行します。サーバーが正しく構成されていないことを示すエラーが表示されても、無視してください。
· Microsoft Project Web Access に管理者としてログオンし、[管理] をクリックし、[SharePoint Team Services の管理] をクリックします。SharePoint Team Services を実行するサーバーへの接続を確認します。

	STSWiz.EXE でカスタム Web サイトを利用できません。

	問題
	SharePoint 設定ウィザード (STSWiz.EXE) の手順 3 で追加の Web サイトを利用できません。

	解決方法
関連項目 :

Q323024
	Microsoft Project Server セットアップと STSWiz.EXE は、ポート番号しか認識しません。カスタム Web サイトを構成し、IP アドレスを割り当てた場合は、IP アドレスを [(未使用の IP アドレスすべて)] に設定します。

	ホスト ヘッダー

	問題
	SharePoint Team Services Setup Wizard (STSWiz.EXE) を実行しようとする場合、ポート 80 上の仮想サブ Web 内のページがホスト ヘッダーを使用しているときは、その Web にリダイレクトすることができません。

	解決方法
	ホスト ヘッダーを使用する仮想サブ Web にリダイレクトできるのは、リダイレクトでポート 80 を使用しない場合だけです。別のポートを使用して新しいサイトを作成し、SharePoint Team Services を Microsoft Project Server 用に構成する際にそのサイトを選択してください。

	プロジェクトを Microsoft Project Server に発行したときに、サブ Web が作成されません。

	問題
	プロジェクトを Microsoft Project Server に発行したときに、サブ Web が作成されません。

	解決方法
	SharePoint Team Services を実行するサーバー上に新しいサブ Web を作成するには、WinHTTP を介して Microsoft Project Server にアクセスできなければなりません。Microsoft Project Server では、Microsoft Project Professional から新しいプロジェクトが発行されたときに、ドキュメント サブ Web と懸案事項サブ Web を作成することができます。これは、自動または手動のいずれでも実行できます。
注  サブ Web 作成方法の指定については、Project Server 2002 Web管理者ガイドを参照してください。
サブ Web を作成することができない場合、それ以外には SharePoint Team Services と Microsoft Project Server の間の接続に問題がないと思われる場合は、Microsoft Project Professional の [アカウントのプロパティ] ダイアログ ボックスで、Microsoft Project Server を実行するサーバーの URL が IP アドレスの形式 (http://111.11.111.111/projectserver など) になっているかどうかを確認してください。

注  [アカウントのプロパティ] ダイアログ ボックスの詳細については、第 5 章の「Microsoft Project ProfessionalをMicrosoft Project Server用に構成する」を参照してください。
Microsoft Project Server は、新しいサブ Web を作成するために自己に対して XMLHTTP をポストする必要があるので、SharePoint Team Services を実行するサーバーから Microsoft Project Server への接続を指定するために IP アドレスを使用すると、サブ Web が作成できなくなります。Microsoft Project Server が自己に対して XMLHTTP をポストできるようにするには、WinHTTP を介して Microsoft Project Professional から Microsoft Project Server にアクセスできなければなりません。
IP アドレスを使用すると、WinHTTP は IP アドレスをインターネット アドレスとして扱います。これは、Microsoft Project Server に対して ROXYCFG ユーティリティを実行したときに作成されるイントラネット除外バケットには分類されません。たとえば、ファイアウォールの背後にあるドメインを使用する場合は、基本的なセキュリティ対策として、インターネット アドレスとの間の通信をブロックするようにファイアウォール ルーターがセットアップされることがあります。その結果、その IP アドレスとの間の通信はブロックされます。このような状況の場合、Microsoft Project Server ではサブ Web の作成が失敗します。 

解決方法は 2 つあります。1 つは、Microsoft Project Server を実行するサーバーを指定する際に、IP アドレスを使用しない方法です。もう 1 つは、PROXYCFG ユーティリティを使って特定の IP アドレスをバイパスする方法です (proxycfg –d –p “http://<url>” “local; 111.11.111.111” など)。

	指定した SharePoint Team Services データベースを Microsoft Project Server で読み取ることができません。

	問題
	指定した SharePoint Team Services データベースを Microsoft Project Server で読み取ることができません。

	解決方法
関連項目 :

Q322235
	このエラー メッセージは、次のいずれかの原因によって表示されます。
· ユーザー (<コンピュータ名>\<ユーザー名>) が、指定した SharePoint データベースに対する読み取りアクセス権を持っていない。
· データベース サーバーとデータベース名が正しく指定されていない。
· そのときにデータベース サーバーが停止していて、アクセスできない。
このエラーを解決するには、次の方法を試してください。 

· まず、SharePoint Team Services を実行するサーバーが正しく機能していることを確認します。それを確認するには、SharePoint Team Services を実行するサーバー自体を調べるか、Microsoft Project Web Access の管理センタの [SharePoint Team Services の管理] 領域から SharePoint Team Services の管理サイトにアクセスを試みます。 

· SharePoint Team Services を実行するサーバーが正しく動作していることを確認した後もこのエラー メッセージが表示される場合は、SharePoint Team Services に接続しようとしているユーザーの接続情報が正しく指定されていることを確認します。SharePoint Team Services データベースへの接続に使用するユーザー アカウントは、SharePoint Team Services を実行するサーバーの Administrators ローカル グループのメンバーでなければならず、Public ロールと db_datareader ロールに所属していなければなりません。
· 接続情報とユーザー情報が正しく指定されていることを確認した後もこのエラー メッセージが表示される場合は、PSCOMPLUS.EXE ユーティリティと PROXYCFG ユーティリティを再実行し、IISRESET を使用して Internet Information Services (IIS) をリセットします。
· これらのユーティリティを再実行して IIS をリセットした後、このエラー メッセージがまだ表示される場合は、Microsoft Project Web Access の管理センタの [SharePoint Team Services の管理] 領域から、新しいサブ Web を提供します。新しく提供したサイトにユーザーが接続できない場合、このエラーの原因は、ユーザーを SharePoint Team Services に接続するための接続プロセスの外部にあることになります。
· SharePoint Team Services を実行するサーバーに FrontPage 2000 Extensions をインストールしている場合は、その FrontPage 2000 Extensions をアンインストールします (SharePoint Team Services は、Microsoft Project Server 環境に無関係な他のソフトウェアがインストールされていない専用のサーバーで実行する必要があります)。 

· 次に、サーバーを再起動し、エラー メッセージがまだ表示されるかどうかを確認します。多くの場合、STSWiz.EXE を再実行することが必要になります。[SharePoint Team Services のオリジナル テンプレートを復元します。] を選択します (これにより、SharePoint Team Services は Microsoft Project Server 用に構成されていない既定の状態になります)。 

· 次に、STSWiz.EXE を再実行し、SharePoint Team Services を Microsoft Project Server 用に構成し直します。 

· ユーザー接続情報を再確立し、SharePoint Team Services への接続を試みます。

	ランタイム エラー 76

	問題
	SharePoint Team Services に接続しようとするときにランタイムエラー 76 が発生します。

	解決方法
	このエラー メッセージは、STSWiz.EXE の実行時に、既定の Web サイト以外の Web サイトに SharePoint Team Services をインストールしようとしたときに表示されます。このエラーを解決するには、次の手順に従ってください。
· FrontPage 2000 Extensions をアンインストールします。
· SharePoint Team Services を実行するサーバーを再起動します。
· STSWiz.EXE を再実行し、SharePoint Team Services を Microsoft Project Server 用に構成し直します。

	Microsoft Project Server のインストール時に SharePoint Team Services に接続できません。

	問題
	Microsoft Project Server をインストールするときに、SharePoint Team Services に接続できません。

	解決方法
	このエラーは、Microsoft Project Server セットアップを実行する前、または SharePoint Team Services をインストールする前に IIS Lockdown ユーティリティを実行した場合に発生することがあります。このエラーを解決するには、次の手順に従ってください。
· IIS Lockdown ユーティリティをアンインストールします。
· STSWiz.EXE を再実行して、SharePoint Team Services を再インストールします。
· Office XP Service Pack 1 を適用します。
· STSWiz.EXE を再実行し、SharePoint 設定ウィザードで [Project Server 用の追加の SharePoint Web サイトを提供します。] を選択して、カスタム テンプレートを再適用します。
· 次に、Microsoft Project Server に必要なすべてのローカル アカウントとドメイン アカウントを作成します。
· PSCOMPLUS.EXE ユーティリティと PROXYCFG ユーティリティを再実行します。
· IISRESET を使用して Internet Information Services (IIS) をリセットします。
IIS Lockdown ユーティリティを再実行する前に、Microsoft Project Server を SharePoint Team Services に接続できること、ユーザーが Microsoft Project Server のすべての領域にアクセスできることを確認します。IIS Lockdown ユーティリティを再度実行するときには、Dynamic Web Server テンプレートを選択すること、[View Template settings] をオンにすること、[MSADC] をオフにすること、および URLScan をインストールすることを検討してください。Microsoft Project Server に問題なくログオンでき、さらに Microsoft Project Web Access では 1363 スクリプト エラーが発生することなくグリッド コントロールが表示されなければなりません (詳細については、後述の「1363 スクリプト エラー」を参照してください)。
注  PSCOMPLUS.EXE ユーティリティと PROXYCFG ユーティリティの実行、および IIS の再起動の詳細については、第 5 章を参照してください。

	SharePoint Team Services を実行している指定のサーバーに接続できません。

	問題
	Microsoft Project Server が、SharePoint Team Services を実行している指定の Web サーバーに接続できません。このエラー メッセージが表示された場合は、次のような問題が発生している可能性があります。
· SharePoint Team Services が指定のサーバーにインストールされていない。
· ユーザー (<コンピュータ名>/<ユーザー名>) が <コンピュータ名> 上の Windows Administrators グループのメンバーではない。
· プロキシ サーバーが Internet Explorer の LAN 設定で指定されていない。
· サーバーの URL が指すポートが正しくないポートまたは使用できないポートである。
· SharePoint Team Services 管理ポート番号が間違っている。

	解決方法
関連項目 :

Q323024

Q322235
	このエラー メッセージの主な目的は、SharePoint Team Services のインストールに関して一般的な問題があることを示すことです。このエラーは、SharePoint Team Services をインストールする前に Microsoft Project Server をインストールした場合 (Microsoft Project Server のセットアップ中に、SharePoint Team Services を後からインストールすることを選択した場合など)、または SharePoint Team Services のインストール中に手順を飛ばした場合によく発生します。 

このエラーを解決するためには、SharePoint Team Services データベースの Public ロールと db_datareader ロールに所属する Windows ユーザー アカウントを作成し、そのユーザー アカウントが Administrators グループに所属していることを確認します。その後で、PSCOMPLUS.EXE ユーティリティと PROXYCFG ユーティリティを再実行し、IISRESET を使用して IIS を再起動します。
注  PSCOMPLUS.EXE ユーティリティと PROXYCFG ユーティリティの実行、および IIS の再起動の詳細については、第 5 章を参照してください。

	HTTP エラー 500-12 アプリケーションが Internet Information Services を再起動しています。

	問題
	Microsoft Project Web Access にログオンしようとするときに、"ページを表示できません。接続しようとするページに問題があるため、そのいページを表示できません。" というメッセージが表示されます。

	解決方法
関連項目 :

Q323019
	このエラーは、アンチウィルス ソフトウェアが Global.asa ファイルをスキャンしようとするときによく発生します。Microsoft Project Web Access にアクセスしようとするときに、Microsoft Project Server や Microsoft Project Web Access を使用するクライアント コンピュータのアンチウィルス ソフトウェアが Microsoft Project Server コンピュータの Global.asa ファイルをスキャンしていないかどうかを確認してください。Global.asa ファイルがスキャンされている場合は、アンチウィルス ソフトウェアがこのファイルをスキャンしないように構成してください。
注  Microsoft Project Server コンピュータ、および Microsoft Project Server と Microsoft Project Web Access を使用するように構成されているすべてのクライアント コンピュータで、MDAC をバージョン 2.7 に更新することをお勧めします。MDAC 2.7 に更新することに決めた場合は、Windows 2000 も Service Pack 3 に更新する必要があります。

	ドキュメント サブ Web と懸案事項サブ Web が作成されていません。

	問題
	Microsoft Project Web Access でドキュメント センタまたは懸案事項センタにアクセスしようとするときに、サブ Web が作成されていないことを示すエラー メッセージが表示されます。

	解決方法
関連項目 :

Q322235
	このエラーは、SharePoint Team Services が Microsoft Project Server に対して正しく構成されていない場合に発生することがあります。 

· Microsoft Project Web Access の管理センタの [SharePoint Team Services の管理] セクションで、接続情報を確認してください。 

· SharePoint Team Services を実行するサーバーが正しく構成されていない場合は、[サーバーの変更] をクリックして [変更の保存] をクリックすると、このエラー メッセージが表示されます。 

· このエラーを解決するには、記事 Q322235 で説明されている手順を実行します。 

· [サーバーの変更] をクリックして [変更の保存] をクリックし、問題が修正されたことを確認します。 

· [SharePoint Team Services の管理] 領域の [サブ Web の管理] セクションで、Microsoft Project Server データベース内のプロジェクトに新しいサブ Web を作成します。 

これでドキュメント センタと懸案事項センタにアクセスできるはずです。
注  Microsoft Project Web Access でサブ Web を自動的に作成することをお勧めします。このオプションの詳細については、Project Server 2002 Web管理者ガイドを参照してください。

	1363 スクリプト エラー

	問題
	1363 スクリプト エラーは、Microsoft Project Web Access でグリッド コントロール (PjGrid.ocx) を使用するページにアクセスしようとするときに発生することがあります。

	解決方法
	このエラーは、MSADC 仮想フォルダが正しく設定されていない場合、または Windows 2000 Server 上の [ローカル ユーザーとグループ] フォルダの [ユーザー] サブフォルダ内に古い匿名アクセス アカウントがある場合に発生することがあります。
· まず、MSADC 仮想フォルダで指定されている匿名アクセスの設定が正しいことを確認します。
· 正しい設定を指定した後も 1363 スクリプト エラーが発生する場合は、MSADC フォルダを削除し、正しい設定を使用して MSADC 仮想フォルダを作成し直します。
· それでもエラーが発生する場合は、Windows 2000 Server 上の [ローカル ユーザーとグループ] フォルダの [ユーザー] サブフォルダ内に古い匿名アクセス アカウントがないかどうかを確認します。
· 古いアカウントを削除します。
· MSADC フォルダが、の [ローカル ユーザーとグループ] フォルダの [ユーザー] サブフォルダに含まれる正しいユーザー アカウントを使用するようにセットアップされていることを確認します。
注  PjGrid.ocx は Microsoft Project Web Access のグリッド コントロールです。使用できるプロパティ、イベント、メソッドなど、グリッド コントロールの詳細については、MSDN (http://www.msdn.microsoft.com) の Microsoft Project のセクションで記事「Understanding Microsoft Project Web Access Grid Controls」(英語情報)を参照してください。

	ワークグループ環境で Windows 認証が使われています。

	問題
	Microsoft Project Server のワークグループ環境で Windows ユーザー認証を使用しています。

	解決方法
関連項目 :

Q322235
	Microsoft Project Server をワークグループ環境に展開した場合は、Windows ユーザー認証は使用できません。ただし、SharePoint Team Services には Windows 認証が必要です。この問題を解決するには、まず Microsoft Project Server ワークグループをドメインにインストールし、SharePoint Team Services 専用のローカル Windows ユーザー アカウントを作成します。 

· Microsoft Project Web Access にアクセスするには (ドキュメント センタと懸案事項センタを除く)、Microsoft Project Server ユーザー アカウントを使ってログオンします。
· Microsoft Project Server にアクセスする (Microsoft Project Professional から) には、Microsoft Project Server ユーザー アカウントを使ってログオンします。
· Microsoft Project Web Access のドキュメント センタと懸案事項センタにアクセスするには、SharePoint Team Services データベースの db_datareader ロールに所属し、SharePoint Team Services を実行するサーバーの Administrators グループに所属する、専用のローカル Windows アカウントを使用してログオンします。
注  SQL Server 2000 では SQL Server ユーザー アカウントを使うことができるので、Windows ユーザー認証は必要ありません。


関連項目
SharePoint Team Services の管理の詳細については、http://www.microsoft.com/japan/technet/treeview/default.asp?url=/japan/technet/prodtechnol/sharepnt/proddocs/admindoc/ows000.asp を参照してください。 
4

Microsoft Project Server のインストール
この章では、Microsoft Project Server セットアップ ウィザード (Setup.exe) を使用して Microsoft Project Server をインストールする手順について説明します。ここでは、次の各章で説明した必須手順がすべて実行済みであると仮定しています。
· SQL Server 2000 および Analysis Services のインストール。SQL Server 2000 と Analysis Services のインストールについては、第 2 章を参照してください。
· SharePoint Team Services のインストール。SharePoint Team Services のインストールについては、第 3 章を参照してください。
· SQL Server、SharePoint Team Services、Analysis Services へのアクセスに必要なユーザー アカウントの作成。
注  データベース管理システムとして Microsoft SQL Server 2000 Desktop Engine (MSDE) を使う場合を除いて、Microsoft Project Server は、SQL Server 2000、Analysis Services、および SharePoint Team Services よりも後にインストールします。SQL Server 2000、MSDE 2000、および Microsoft Project Server で使用できるその他のデータベース管理システムの相違点については、第 1 章の「Microsoft Project Server のデータベース管理システム」を参照してください。
この章は、Microsoft Project Server のインストールに関する次の節で構成されています。
· Microsoft Project Server のシステム要件
· Microsoft Project Server セットアップの手引き
· [カスタム] オプションを使った Microsoft Project Server のインストール
· [今すぐインストール] オプションを使った Microsoft Project Server のインストール
Microsoft Project Server のシステム要件
1 台のコンピュータで Microsoft Project Server の全コンポーネントをサポートするための要件はhttp://www.microsoft.com/japan/Office/Project/evaluation/sysreqs01.aspを確認してください。プロセッサ、RAM、ハードディスクの要件は、コンピュータにインストールするサービスの数によって異なります。最小要件では、Microsoft Project Server コンポーネントだけを想定しています (SharePoint Team Services、SQL Server、View Notification、その他のサービスなどは別のコンピュータ上で実行すると想定してします)。これらのサービスも使用する予定がある場合は、第 1 章の「Microsoft Project Server のコンポーネント」および「Microsoft Project Server のシステム要件」に記載されているシステム要件を参照し、Microsoft Project Server 環境を展開するのに必要なハードウェアおよびソフトウェアを判断してください。 

Microsoft Project Server セットアップの手引き
使用するデータベース管理システムを決定し、SharePoint Team Services によるドキュメントと懸案事項の管理機能を利用するかどうかを決めたら、Microsoft Project Server のインストールを始める準備が整ったことになります。インストールには [カスタム] と [今すぐインストール] の 2 つのオプションがあります。Microsoft Project Server で使用するデータベース管理システムや、その環境に必要なセキュリティとスケーラビリティのレベルに応じて、インストールの際にどちらのオプションを選択するかを決めます。
注  SQL Server 2000、MSDE 2000、および Microsoft Project Server で使用できるその他のデータベース管理システムについては、第 1 章の「Microsoft Project Server のデータベース管理システム」を参照してください。Microsoft Project Server のスケーラビリティ オプションの詳細については、第 1 章の「Microsoft Project Server の構成オプション」の節を参照してください。セキュリティと Microsoft Project Server の詳細については、第 1 章の「Microsoft Project Server のセキュリティ」を参照してください。
Microsoft Project Server の Administrator アカウント
Microsoft Project Server の Administrator アカウントはインストール中に作成されます。このアカウントは、ユーザー アカウントの作成、アクセス権の設定、ビューの定義、Microsoft Project Server のその他の設定の管理など、Microsoft Project Web Access を使って Microsoft Project Server の管理機能を実行するために使用します。Microsoft Project Server のインストールが終わったら、Administrator アカウントを使用して Microsoft Project Web Access にログオンし、ポートフォリオ分析用 OLAP キューブの作成、SharePoint Team Services を実行するサーバーへの接続の確認 (確立) などを行い、インストール手順を完了します。
· ASP ページおよび ISAPI 要求ハンドラを有効にするには
1. IIS マネージャ を起動します。
2. Microsoft Project Server を右クリックし、[セキュリティ] をクリックします。
3. IIS Security Lockdown Wizard で [Next] をクリックします。
4. [Service startup defaults] ダイアログ ボックスで [Next] をクリックします。
5. [Request Handlers] メニューで、[ISAPI Handlers] の [Enable Active Server Pages] が選択されていることを確認します。
6. [Enable all ISAPI request handlers not listed above] チェック ボックスをオンにします。
7. [Next] をクリックし、[Finish] をクリックしてウィザードを完了します。
注  その他の構成情報については、Windows Server 2003 で Microsoft Project Server をセットアップおよび構成する方法に関する Microsoft Knowledge Base の記事 (http://support.microsoft.com/default.aspx?scid=kb;en-us;319281) を参照してください。
Microsoft Project Server で追加の言語版を使用する
Microsoft Project Server は、ポルトガル語 (ブラジル)、中国語 (簡体字)、中国語 (繁体字)、チェコ語、デンマーク語、オランダ語、英語、フィンランド語、フランス語、ドイツ語、ヘブライ語、イタリア語、日本語、韓国語、ノルウェー語、ポーランド語、ロシア語、スペイン語、スウェーデン語の各言語で使用できます。Microsoft Project Server は第 1 言語でインストールしなければなりませんが、その後で追加の Multilingual User Interface (MUI) Packs をダウンロードしてインストールすれば、Microsoft Project Server で追加の言語バージョンを有効にすることができます。MUI Packs を使うと、第 1 言語をフランス語として Microsoft Project Server を展開した場合でも、たとえば、Microsoft Project Web Access のユーザーがスペイン語でユーザー インターフェイスを表示することができます。
注  Microsoft Project Server セットアップ プログラムを使用して複数の言語版をインストールしようとしないでください。インストール プログラムを 2 回実行しようとしても、2 つ目の Microsoft Project Server はインストールできません。 
Microsoft Project Server 用の MUI Packs は、TechNet で Microsoft Project Server 2002 Resource Kit の Toolbox にある記事 (http://www.microsoft.com/technet/treeview/default.asp?url=/technet/prodtechnol/project/project2002/reskit/toolbox/tbdply.asp?frame=true) （英語情報）からダウンロードできます。英語用の MUI Pack は、すべてのバージョンの Microsoft Project Server に付属しています。
注  Microsoft Project に追加の言語版をインストールしても、Microsoft Project Web Access のドキュメント センタと懸案事項センタで使用する言語には影響しません。これらのセンタの言語は、SharePoint Team Services のインストール言語によって決まります。
[カスタム] オプションを使用したインストール
データベース管理システムとして SQL Server 2000 を使用することにした場合、または Microsoft Project Server、データベース、SharePoint Team Services のいずれかを別のサーバーにインストールする場合には、[カスタム] を選択します。
[カスタム] オプションを選択するための前提条件は次のとおりです。
· Microsoft SQL Server 2000

· Microsoft SQL Server Analysis Services (ポートフォリオ分析を使う場合)

· SharePoint Team Services

· SQL Server および SharePoint Team Services に Administrator としてアクセスする権限を持つユーザー アカウント (ドメイン アカウントの使用を推奨)

· [カスタム] オプションを使って Microsoft Project Server をインストールするには
1. CD-ROM ドライブに Microsoft Project Server CD を挿入するか、ネットワーク上のインストール場所に接続します。
2. 自動再生対応の Microsoft Project Server CD からインストールする場合は、Microsoft Project Server 2002 セットアップ プログラムで [サーバーのインストール] をクリックします。自動再生に対応していない場合には、Microsoft Project Server CD (またはネットワークのインストール場所) から Setup.exe ファイルを探して実行します。
3. セットアップ プログラムのユーザー情報のページで、ユーザー名、頭文字、組織名、およびプロダクト キーを入力し、[次へ] をクリックします。
4. 使用許諾契約書を読んで同意し、[次へ] をクリックします。
5. [インストール先] ボックスで、Microsoft Project Server のインストール先を指定します。既定のインストール場所は、C:\Program Files\Microsoft Project Server です。
6. [カスタム] をクリックし、[次へ] をクリックします。
7. データベース サーバーの情報を入力する際には、次の点に注意してください。
p. 既存の Microsoft Project Server データベースがある場合は、[既存のデータベースへ接続] をクリックします。これは、たとえば、Microsoft Project Central からアップグレードした場合や、データベース セットアップ スクリプトを手動で実行した後などです。
q. セットアップ プログラムで、ユーザー ロールを含め、新しいデータベース、テーブル、既定値を Microsoft SQL Server コンピュータ上に自動的に作成する場合は、[新しいデータベースの作成] をクリックします。
r. データベース サーバーへの接続に使用するユーザー アカウントには、データベースを作成するための十分なアクセス権が必要です。通常、これはシステム管理者のアクセス権を持つアカウントです。このユーザー アカウントに関する情報は、Microsoft Project Server セットアップ以外では使われません。
8. Analysis Services の情報を入力する際には、次の点に注意してください。
s. Analysis Services コンピュータに接続するために使われる Windows ユーザー アカウントは、そのコンピュータ上の OLAP Administrators グループのメンバーでなければなりません。この情報は <ドメイン>\<アカウント> という形式で入力します。(Analysis Services は Microsoft Project Server のポートフォリオ分析機能で使用します。ポートフォリオ分析機能を利用できるのは、Microsoft Project Professional または Microsoft Project Web Access を使用している場合だけです。)
注  この情報は、PSCOMPLUS.EXE ツールを使って後で入力することができます。
9. Web サーバーの情報を入力する際には、次の点に注意してください。
t. 通知および事前通知の電子メール リンクは、Web サーバーの情報を指定するまでは正しくありません。
u. 企業ネットワーク内のユーザーがアクセスできる Microsoft Project Server コンピュータのアドレスには、Secure Sockets Layer (SSL) 暗号をサポートする Web サーバーのアドレスを使うことができます。
v. 企業ネットワーク外のユーザーがアクセスできる Microsoft Project Server コンピュータの場合は、セキュリティを強化するために、SSL 暗号をサポートする Web サーバーのアドレスを指定する必要があります。
注  この情報は、Microsoft Project Web Access を使用して後で入力することができます。
10. SMTP メール サーバー情報を入力する際には、次の点に注意してください。
w. [ポート] は、Web サービスを実行している TCP ポートです。既定のポートは 25 です。
x. [差出人アドレス] は、Microsoft Project Server から送信される電子メール通知および事前通知の差出人フィールドに表示されるアドレスです。
注  この情報は、Microsoft Project Web Access を使用して後で入力することができます。Microsoft Project Web Access を使って SMTP サーバーを管理する方法については、Project Server 2002 Web管理者ガイドを参照してください。
11. SharePoint Team Services を実行する Web サーバーに接続します。
y. SharePoint Team Services が既にインストールされ、SSL を使用するように構成してある場合は、Microsoft Project Web Access を使用してこの情報を入力します。
z. [ログオン名] および [パスワード] ボックスに、Microsoft Project Server が SharePoint Team Services データベースに接続するのに使用する Windows ユーザー アカウントに関する情報 (<ドメイン>\<アカウント> の形式) を入力します。このユーザー アカウントに必要なものは、SharePoint Team Services データベースにアクセスするための db_datareader アクセス権だけです。
aa. この目的で、新しく Windows ユーザー アカウントを作成し、[ユーザーは次回ログオン時にパスワード変更が必要] チェック ボックスをオンにした場合、Microsoft Project Server が SharePoint Team Services データベースに接続できるように構成するには、このユーザーがログオンしてパスワードを変更する必要があります。
注  この情報は、PSCOMPLUS.EXE ツールを使って後で入力することができます。
12. [完了] をクリックして、Microsoft Project Server をインストールします。
13. Microsoft Project Server 2002 セットアップで指定したパスワードを使用して、Microsoft Project Web Access にログオンし、トップ ナビゲーションの [管理] をクリックします。管理センタでは、Microsoft Project Web Access の既定値の設定やユーザーとセキュリティの定義、および Microsoft Project や Microsoft Project Server のいくつかの機能の既定値の設定などを実行できます。Microsoft Project Server をインストールしたら、ユーザー アカウントの作成、アクセス権の設定、ビューの定義、その他の Microsoft Project Server の設定を行って、インストール手順を完了します。これらの補足作業は、セットアップ中に情報を入力しなかった場合に特に重要です。
Microsoft Project Server のカスタム インストールを完了するための補足作業は次のとおりです。
· Administrator パスワードを使用して Microsoft Project Web Access にログオンし、サイトが正しく動作していること、およびすべてのページにアクセスできることを確認します。
· 管理センタの [SharePoint Team Services の管理] セクションで、Microsoft Project Server と SharePoint Team Services の間の接続を確認します。
· 管理センタの [エンタープライズ機能の管理] セクションで、ポートフォリオ分析ビューで使用する OLAP キューブを作成します。
· SMTP サービスが正しく動作していること、Microsoft Project Server の電子メール通知を送受信できることを確認します。
· ユーザー アカウントを作成し、(Microsoft Project Professional をインストールした後に) Microsoft Project Professional を使用して Microsoft Project Server に接続します。
[今すぐインストール] オプション
Project Server のメディアでセットアップできる MSDE は、Slammer ワームに対して脆弱です。このため、以下の URL から Service Pack 3 適用済みの MSDE を入手してセットアップし、その後で Project Server をインストールすることを強くお勧めします。

SQL Server 2000 Service Pack 3a

http://www.microsoft.com/sql/downloads/2000/sp3.asp
[PSVR2002] MSDE 2000 をインストールした Project Server は Slammer ワームに対して脆弱になる
http://support.microsoft.com/default.aspx?scid=kb;JA;814046
Microsoft Project Server のデータベースとして MSDE 2000 を使用し、Microsoft Project Server のエンタープライズ機能の一部のみを利用する場合は、[今すぐインストール] オプションを選択します。[今すぐインストール] オプションを選択すると、Microsoft Project Server とデータベースが同じコンピュータにインストールされます。SharePoint Team Services は同じコンピュータにインストールすることも、別のコンピュータにインストールすることもできます。
注  Microsoft Project Server のデータベース管理システムとして MSDE 2000 を使用する場合の制限の詳細については、第 1 章の「Microsoft Project Server のデータベース管理システム」を参照してください。
[今すぐインストール] オプションを選択するための前提条件は次のとおりです。
· なし。サーバー コンピュータに SQL Server 2000 がインストールされていなければ、MSDE 2000 は自動的にインストールされます。
· [今すぐインストール] オプションを使って Microsoft Project Server をインストールするには
1. CD-ROM ドライブに Microsoft Project Server CD を挿入するか、ネットワーク上のインストール場所に接続します。
2. 自動再生対応の Microsoft Project Server CD からインストールする場合は、Microsoft Project Server 2002 セットアップ プログラムで [サーバーのインストール] をクリックします。自動再生に対応していない場合には、Microsoft Project Server CD (またはネットワークのインストール場所) から Setup.exe ファイルを探して実行します。
3. セットアップ プログラムのユーザー情報のページで、ユーザー名、頭文字、組織名、およびプロダクト キーを入力し、[次へ] をクリックします。
4. 使用許諾契約書を読んで同意し、[次へ] をクリックします。
5. [インストール先] ボックスで、Microsoft Project Server のインストール先を指定します。既定のインストール場所は、C:\Program Files\Microsoft Project Server です。
6. [今すぐインストール] をクリックし、[次へ] をクリックします。
7. Microsoft SQL Server Desktop Engine (MSDE) のシステム管理者アカウントのパスワードを入力します。
8. [完了] をクリックし、MSDE をデータベース エンジンとして Microsoft Project Server をインストールします。
· 以前のバージョンの MSDE が既にインストールされている場合は、セットアップを進めることができません。Microsoft Project Server をインストールする前に、MSDE をアンインストールする必要があります。
· Microsoft Windows 2000 Server を使用しているコンピュータでは、セットアップの最終手順としてコンピュータを再起動しなければならないことがあります。
9. Microsoft Project Web Access から Microsoft Project Server に接続し、トップ リンク バーの [管理] をクリックして管理センタにアクセスします。管理センタでは、Microsoft Project Web Access の既定値の設定やユーザーとセキュリティの定義、および Microsoft Project や Microsoft Project Server のいくつかの機能の既定値の設定などを実行できます。Microsoft Project Server をインストールしたら、ユーザー アカウントの作成、アクセス権の設定、ビューの定義、その他の Microsoft Project Server の設定を行って、インストール手順を完了します。これらの補足作業は、セットアップ中に情報を入力しなかった場合に特に重要です。
Microsoft Project Server の [今すぐインストール] インストールを完了するための補足作業は次のとおりです。
· Administrator パスワードを使用して Microsoft Project Web Access にログオンし、サイトが正しく動作していること、およびすべてのページにアクセスできることを確認します。
· 管理センタの [SharePoint Team Services の管理] セクションで、Microsoft Project Server と SharePoint Team Services の間の接続を確認します。
· SMTP サービスが正しく動作していること、Microsoft Project Server の電子メール通知を送受信できることを確認します。
· ユーザー アカウントを作成し、(Microsoft Project Professional をインストールした後に) Microsoft Project Professional を使用して Microsoft Project Server に接続します。
5

Microsoft Project Server の構成の完了
この章では、Microsoft Project Server のインストールを完了するために必要な手順について詳しく説明します。次の作業は既に終了していなければなりません。
· SQL Server 2000 および Analysis Services をインストールする。
· SharePoint Team Services を Microsoft Project Server 用に構成する。
· Microsoft Project Server をインストールする。
· Microsoft Project Server に必要な OLAP サービスおよび SharePoint Team Services のユーザー アカウントを作成する。
この他にも、実行しなければならない手順がいくつかあります。たとえば、SharePoint Team Services および Analysis Services を実行するサーバーにアクセスするためのユーザー アカウントを設定する、XMLHTTP を構成する (プロキシ サーバーを使用しない環境でも、Microsoft Project Server で必要)、Microsoft Project Professional をインストールして構成する、Microsoft Project Server に接続するなどです。この章は、Microsoft Project Server の展開を完了するための作業に関する次の節で構成されています。
· PSCOMPLUS ツールを実行する。
· PROXYCFG ツールを実行する。
· Internet Information Services をリセットする。
· Project Data Service 用の ProjectServer ディレクトリに匿名アクセスを設定する。
· Microsoft Project Web Access にログオンし、機能がインストールされていることを確認する。
ユーザーを Microsoft Project Server に接続するには、次の作業が必要です。
· Microsoft Project Professional をインストールする
· Microsoft Project Professional を Microsoft Project Server に接続する。
· Internet Explorer で Microsoft Project Server を信頼済みサイトとして追加する。
· (オプション) Office XP Office Web コンポーネントをインストールする。
オプションの補足作業は次のとおりです。
· Microsoft Project Server が Secured Sockets Layer をサポートするように構成する。
· Microsoft Project Server の他言語版をインストールする。
· Remote Data Service DataFactory Object オブジェクトを無効にする。
· ユーザーが別の Windows ユーザー アカウントを使って Microsoft Project Web Access にログオンできるようにする。
補足作業の手引き
Microsoft Project Server のセットアップと構成に関連する作業の中には、Microsoft Project Server のインストール完了後でないと実行できないものが多数あります。また、必須作業以外に、この時点で実行できるオプションの作業もいくつかあります。
	手順
	説明

	1
	PSCOMPLUS ツールを実行します。

	2
	PROXYCFG ツールを実行してプロキシ サーバーを構成します。

	3
	IIS をリセットし、IIS Lockdown ツールを実行します。

	4
	Project Data Service 用の ProjectServer ディレクトリに匿名アクセスを設定します。

	5
	Microsoft Project Web Access の機能が正しく動作していることを確認するために、次の操作を実行します。
· Microsoft Project Web Access にログオンします。
· SharePoint Team Services にアクセスできることを確認します。
· Microsoft Project Server の電子メール通知と事前通知サービスが正しく機能していることを確認します。
· Microsoft Project Web Access のグリッド コントロールにデータが正しく表示されることを確認します。

	6
	Microsoft Project Professional をインストールします。
Microsoft Project Professional を Microsoft Project Server に接続します。

	7
	Internet Explorer で Microsoft Project Server を信頼済みサイトとして追加します。

	8
	(オプション) Office XP Web コンポーネントをダウンロードします。

	9
	(オプション) Microsoft Project Server が Secured Sockets Layer (SSL) をサポートするように構成します。

	10
	(オプション) Microsoft Project Server の他言語版をインストールします。

	11
	(オプション) RDS DataFactory オブジェクトを無効にします。

	12
	(オプション) ユーザーが別の Microsoft Windows ユーザー アカウントでログオンできるようにします。


必須の補足作業
ここでは、Microsoft Project Server の構成を完了するために必要な補足作業について説明します。
PSCOMPLUS.EXE ツールを実行する
PSCOMPLUS.EXE ツールを使うと、Microsoft Project Server COM+ アプリケーションで使用するユーザー アカウントの名前を指定することができます。PSCOMPLUS ツールは、Microsoft Project Server のセットアップ中にインストールされます。これらのアカウントを使用すると、ユーザーがポートフォリオ分析にアクセスしたり SharePoint Team Services を実行するサーバーにアクセスしたりするための共通のユーザー アカウントを指定することができます。
· PSCOMPlus.exe ツールを実行するには
1. セットアップ時に既定のインストール先を使用した場合、PSCOMPLUS.EXE ツールは \Program Files\Microsoft Project Server\Bin\1041 フォルダに含まれています。
2. + アイコンをダブルクリックして、PSCOMPLUS ツールを起動します。
3. [Analysis Services (OLAP) のアクセス ユーザー情報]、[SharePoint Team Services 管理のユーザー情報]、[SharePoint Team Services データベース アクセスのユーザー情報] に対してユーザー名とパスワードを入力します。これらのアカウントには、<ドメイン>\<ユーザー名> という形式でドメイン レベルの Windows ユーザー アカウントを指定する必要があります。
注  Microsoft Project Server に必要なユーザー アカウントについては、付録を参照してください。
4. 新しいユーザー アカウントまたは更新したユーザー アカウントごとに、[このユーザー情報の更新処理を行う] を選択します。
5. [COM+ の作成 / 更新] をクリックします。
6. PSCOMPLUS で COM+ 設定の作成または更新が終わると、Microsoft Project Server コンポーネントが COM+ で実行されていることを示すメッセージが表示されます。
注  PSCOMPLUS ツールで新しく設定した情報および更新した情報は、Internet Information Services を再起動するまでは反映されません。詳細については、この章の「Internet Information Services をリセットする」を参照してください。
プロキシ サーバーを構成する
プロキシ サーバーを使用しない環境でも、Microsoft Project Server ではプロキシ サーバーを構成しなければなりません。これによって、Microsoft Project Server の既定の認証ポリシーが設定されます。Microsoft Project Server でプロキシ サーバーを構成するには、WinHTTP プロキシ構成ユーティリティ (PROXYCFG.EXE) を実行しなければなりません。このツールは、Microsoft Project Server セットアップの実行時にサーバーにインストールされます。
注  WinHTTP プロキシ構成ユーティリティ (PROXYCFG.EXE) は、Microsoft Project Server コンピュータの \Program Files\Microsoft Project Server\Bin フォルダに含まれており、コマンド ラインから実行することができます。
· WinHTTP プロキシ構成ユーティリティを実行するには
1. WinHTTP プロキシ構成ユーティリティを実行するには、次の 2 つの方法があります。
· [スタート] をクリックし、[ファイル名を指定して実行] をクリックし、「cmd」と入力してコマンド プロンプトを起動します。\Program Files\Microsoft Project Server\Bin フォルダに移動し、「proxycfg –d –p “http://<プロキシ サーバー>:<ポート>” “<ローカル サーバー>:<ポート>”」と入力し、Enter キーを押して WinHTTP プロキシ構成ユーティリティを実行します。
注  プロキシ サーバーを実行していない場合は、「proxycfg –d –p fakeproxy “<local>;*.<ローカル Microsoft Project Server の FQDN>”」と入力します(「fakeproxy」は、任意の文字列)。この文字列は、ローカル構成によって異なります。
· \Program Files\Microsoft Project Server\Bin フォルダの PROXYCFG.EXE をダブルクリックします。HKEY_CURRENT_USER\Software\Microsoft\Windows\CurrentVersion\Internet Settings\Connections フォルダの DefaultConnectionSettings エントリで指定されている現在の WinHTTP プロキシ設定に基づいて、プロキシ サーバーが実行されます。
注  WinHTTP プロキシ構成ユーティリティで新しく設定した情報および更新した情報は、Internet Information Services を再起動するまでは反映されません。詳細については、この章の「Internet Information Services をリセットする」を参照してください。
IP アドレスとして特定のアドレスを設定している場合は、プロキシ ローカル サーバーの一覧にこれらを追加する必要があります。<local> エントリの後に、セミコロンまたはスペースで区切って追加します (例 : proxycfg –d –p “http://<プロキシ サーバー>:<ポート>” “<ローカル サーバー : ポート>, <ドット 10 進表記の IP アドレス>”)。ワイルドカード文字を使用して、範囲にマスクをかけることができます。IP アドレスが [(未使用の IP アドレスすべて)] に設定されている場合は、「<local>:<ポート>」のみを使用します。
プロキシ環境の場合は、コマンド プロンプトで「proxycfg –d –p “http://<プロキシサーバー>:<ポート>” “<local>:<ポート>”」と入力します。<プロキシ サーバー> の部分には、プロキシ サーバーの名前を入力します。
注  これらの設定は、Microsoft Project Server のレジストリの WinHTTPSSettings エントリに保存されます。このエントリは、HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Microsoft\Windows\CurrentVersion\Internet Settings\Connections フォルダに含まれています。
WinHTTP プロキシ構成ユーティリティのオプション
	オプション
	説明

	proxycfg
	WinHTTP プロキシ構成ユーティリティを実行し、Microsoft Project Server でプロキシ サーバーを構成します。このオプションは既定で実行されます。

	-?
	WinHTTP プロキシ構成ユーティリティのヘルプ情報を表示します (例 : proxycfg -?)。

	(スペース)
	レジストリの HKEY_LOCAL_MACHINE フォルダに含まれる現在の WinHTTP 設定を表示します (例 : proxycfg)。

	[-d]
	PROXY_TYPE_DIRECT を設定します (例 : proxycfg –d)。このオプションは既定で実行されます。
このオプションは、特定のプロトコルに対するプロキシ サーバーを指定していない場合、サーバーに直接アクセスすることを指示します。

	[-p <サーバー名> [<バイパスリスト>]]
	PROXY_TYPE_PROXY、プロキシ サーバー、オプションのバイパスリストを設定します (例 : proxycfg –p “http://<プロキシサーバー名>:<ポート>” “<ローカル サーバー>:<ポート>”)。このオプションは既定で実行されます。
· <サーバー名> の部分には、1 つのプロキシ サーバーを指定、または複数のプロキシ サーバーをスペースで区切って指定します。
· <バイパスリスト> の部分には、直接アクセスする各サーバーをスペースまたはセミコロンで区切って指定します。
注 : プロキシ サーバーを使用していない場合は、ここには任意の文字列を入力できます (例 : “fakeproxy”)。

	proxycfg –u 
	レジストリの HKEY_CURRENT_USER フォルダに含まれる現在のユーザーの手動設定を基に、WinHTTP プロキシ設定を設定します (例 : proxycfg –u)。これにより、Internet Explorer のプロキシ サーバーに対するローカル ユーザーの設定が選択されます。


Internet Information Services をリセットする
Microsoft Project Server の構成を完了して、PSCOMPLUS.EXE ツールと PROXYCFG.EXE ツールを実行したら、Internet Information Services (IIS) をリセットする必要があります。
· IIS をリセットするには
1. [スタート] をクリックし、[ファイル名を指定して実行] をクリックし、コマンド プロンプトで「iisreset」と入力します。IIS が停止した後に再起動します。
IIS Lockdown ツールを実行する
IIS Lockdown ツールを使用すると、サーバー上の不要な機能を無効にできるので、IIS が不適切な権限で利用されるのを防ぐことが可能になります。Microsoft Project Server のセキュリティを最高レベルに維持するには、IIS Lockdown ツールの最新版をダウンロードして適用する必要があります。IIS Lockdown ツールの詳細については、http://www.microsoft.com/technet/treeview/default.asp?url=/technet/security/tools/tools/locktool.asp?frame=true （英語情報）または http://support.microsoft.com/default.aspx?scid=kb;en-us;316398（英語情報） を参照してください。
注  IIS Lockdown ツールは、Web サーバーとそのサーバー上のサイトのパフォーマンスに影響することがあります。実用環境でこのツールを実行する前に、必ず安全なテスト環境で構成をテストしてください。
· Microsoft Project Server を実行するサーバー上で IIS を保護するには
1. http://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?FamilyID=dde9efc0-bb30-47eb-9a61-fd755d23cdec&DisplayLang=en　（英語情報） をダウンロードします。
2. IIS Lockdown ツールを起動します (iislockd.exe をダブルクリックします)。 

3. [Welcome to Internet Information Services Lockdown Wizard] ダイアログ ボックスで [次へ] をクリックします。 

4. [End User License Agreement] ダイアログ ボックスで [I Agree] をクリックし、[次へ] をクリックします。 

5. [Select Server Template] ダイアログ ボックスで [Dynamic Web server (ASP enabled)] をクリックし、次に [View template settings] チェック ボックスをオンにします。 

6. [Internet Services] ダイアログ ボックスで、[Web service (HTTP)] チェック ボックスと [E-mail service (SMTP)] チェック ボックスがオンになっていることを確認し、[次へ] をクリックします。 

7. [Script Maps] ダイアログ ボックスで、[Active Server Pages (.asp)] チェック ボックスと [Index Server Web Interface (.idq, .htw, .ida)] チェック ボックスがオフになっていることを確認し、[Internet Printing (.printer)] チェック ボックスをオンにします。次に、[次へ] をクリックします。 

8. [Additional Security] ダイアログ ボックスで [MSADC] チェック ボックスと [Writing to content directories] チェック ボックスをオフにし、[次へ] をクリックします。 

9. [URLScan] ダイアログ ボックスで [Install URLScan filter on the server] チェック ボックスがオンになっていることを確認し、[次へ] をクリックします。 

10. [Ready to Apply Settings] ダイアログ ボックスで、[Selected changes] の各設定を確認し、[次へ] をクリックします。IIS Lockdown ツールによって、指定した変更内容が適用されます。 

11. 操作のログを確認および保存する場合は、[Applying Security Settings] ダイアログ ボックスで [View Report] をクリックし、[次へ] をクリックします。 

12. [完了] をクリックします。
13. IIS をリセットします。
Microsoft Project Web Access の機能を確認する
Microsoft Project Server の展開を完了する前に、Microsoft Project Web Access を使って SharePoint Team Services に接続できること、Microsoft Project Web Access でグリッド コントロールが正しく表示されること、Microsoft Project Server から電子メール通知を受信できること、および Microsoft Project Professional からユーザー アカウントを作成できることを確認する必要があります。
· SharePoint Team Services への接続を確認するには
1. Internet Explorer を起動し、Microsoft Project Server の URL (http://<サーバー名>/projectserver など) を入力します。
2. 既定の Administrator ユーザー アカウントを使用して、Microsoft Project Web Access にログオンします。
3. 使用許諾契約書に同意します。
4. [管理] タブをクリックします。
5. [SharePoint Team Services の管理] をクリックします。
6. [サーバーへの接続] メニューの [サーバーの変更] をクリックします。
7. [サーバー情報の変更] ページの情報が正しいことを確認します。
8. ページの最下部までスクロールし、情報を更新する場合は [変更の保存] を、ページを閉じる場合は [キャンセル] をクリックします。
9. 次に、トップ リンク バーの [ドキュメント] リンクと [懸案事項] リンクをクリックし、エラー メッセージが表示されることなくこれらのページにアクセスできることを確認します。
Microsoft Project Professional を Microsoft Project Server 用に構成する
エンタープライズ リソース グローバル、エンタープライズ グローバル テンプレートをカスタマイズし、エンタープライズ プロジェクトを Microsoft Project Server に発行するには、Microsoft Project Professional が必要です。Microsoft Project Professional をインストールした後は、Microsoft Project Professional で Microsoft Project Server への接続情報を入力して、サーバーに接続することができます。
Microsoft Project Professional をインストールする
Microsoft Project Professional をインストールします。Microsoft Project Professional CD の \DOCS\1041 フォルダに含まれる PrjSetup.htm ファイルを参照してください。Microsoft Project Professional のセットアップを完了した後、Microsoft Project Server の URL と、インストールした Microsoft Project Professional を使用する各ユーザーのユーザー アカウント情報を入力する必要があります。
注  Microsoft Project Professional で Administrator アカウントを使って Microsoft Project Server に接続する場合以外は、まずユーザー アカウントを作成する必要があります。ユーザー アカウントの作成の詳細については、付録を参照してください。
Microsoft Project Server の構成情報をセットアップする
Microsoft Project Professional を Microsoft Project Server に接続するには、Microsoft Project Professional の [アカウントのプロパティ] ダイアログ ボックスでユーザーのアカウント名と接続情報を入力する必要があります。ここでは、Microsoft Project Server で認証できる有効なユーザーと、Microsoft Project Server の URL を指定しなければなりません。
· 接続情報をセットアップするには
1. Microsoft Project Professional で [ツール] をクリックし、[エンタープライズ オプション] をポイントし、[Microsoft Project Server アカウント] を選択します。
2. [Microsoft Project Server アカウント] ダイアログ ボックスで [追加] をクリックして [アカウントのプロパティ] ダイアログ ボックスを開きます。
3. [アカウントのプロパティ] ダイアログ ボックスで、ユーザー アカウント名、Microsoft Project Server の URL、ユーザー アカウントの種類を入力し、これが既定のアカウントかどうかを指定します。[接続時] で [Windows ユーザー アカウントを使用する] が選択されている場合は、ユーザーの Windows ユーザー アカウントを使って認証が行われます。
4. [テスト接続] をクリックし、Microsoft Project Server の URL を使ってサーバーに正しく接続できることを確認します。[OK] をクリックし、ユーザー アカウント情報を保存します。
5. Microsoft Project Professional を終了して再起動します。
Internet Explorer で Microsoft Project Server を信頼済みサイトとして追加する
Microsoft Project Web Access を使用して、Microsoft Project Server に保存されているデータにアクセスするには、Internet Explorer で Microsoft Project Server の URL を信頼済みサイトとして追加する必要があります。Microsoft Project Professional から Microsoft Project Server に初めて接続すると、[Microsoft Project Server のセキュリティ ログイン] ダイアログ ボックスで [サーバーを信頼済みサイトとして追加する] をクリックしたときに、Microsoft Project Server の URL が信頼済みサイトの一覧に追加されます。これは手動で行うこともできます。
· Internet Explorer で Microsoft Project Server を信頼済みサイトとして手動で追加するには
1. Internet Explorer を起動します。
2. [ツール] メニューの [インターネット オプション] をクリックし、[セキュリティ] タブをクリックします。
3. [信頼済みサイト] をクリックし、[サイト] をクリックします。
4. [このゾーンのサイトにはすべてサーバーの確認 (https:) を必要とする] チェック ボックスをオフにします。
5. [次の Web サイトをゾーンに追加する] ボックスに Microsoft Project Server の URL を入力します。
6. [追加] をクリックします。
7. [OK] を 2 回クリックして [インターネット オプション] ダイアログ ボックスを閉じます。
Office XP Web コンポーネントをインストールする
Office Web コンポーネントは、Microsoft Project Server のポートフォリオ分析機能を使用するために必要です。Office XP を現在使用していない環境でも、Office XP アプリケーションとは別に Office Web コンポーネントを展開することができます。
詳細については、次の URL を参照してください。
· http://www.microsoft.com/japan/office/ork/five/wgtb06.asp
· 
http://support.microsoft.com/default.aspx?scid=kb;ja;312543
(オプション) 補足作業
さらにいくつかの手順を実行して、セキュリティを強化したり、複数言語サポートを追加したり、Microsoft Project Server のユーザー認証を変更したりすることができます。これらの手順はオプションなので、環境に応じて実行するかどうかを決めることができます。
(オプション) SSL をサポートするように Microsoft Project Server を構成する
Internet Information Services (IIS) が Secure Sockets Layer (SSL) をサポートするように構成した後は、Microsoft Project Server も適切な SSL ポートを使用するように構成する必要があります。
注  SSL を使用するには、証明書サービスをセットアップする必要があります。SSL の詳細については、IIS のドキュメントの「サーバーに SSL をセットアップする」を参照してください。
· SSL をサポートするように Microsoft Project Server を構成するには
1. Microsoft Project Web Access に接続します。
2. [管理] をクリックします。
3. [SharePoint Team Services の管理] をクリックします。
4. [オプション] で [サーバーへの接続] をクリックします。
5. SharePoint Team Services を実行するサーバーの名前を選択します。
6. [サーバーの変更] をクリックします。
7. [サーバー情報の変更] ページで、SSL ポート情報を入力し、[SharePoint Web Server ポートは SSL ポート] チェック ボックスまたは [SharePoint の管理ポートは SSL ポート] チェック ボックスをオンにします。
注  Microsoft Project Web Access から Microsoft Project Server コンピュータに接続するために使用するプロトコルは、Microsoft Project Server と SharePoint Team Services 間の接続に使用するプロトコルと同じものでなければなりません。
(オプション) 他言語版をインストールする
Microsoft Project Server の他言語版をインストールする際には、Microsoft Project Server セットアップ プログラムは使用しないでください。インストール プログラムを 2 回実行しようとしても、2 つ目の Microsoft Project Server はインストールできません。Microsoft Project Server の他言語版をインストールするには、Microsoft Project Server Multilingual User Interface (MUI) Packs を使用します。これは Microsoft Project 2002 Resource Kit の Toolbox で入手できます。 

注  Microsoft Project に追加の言語版をインストールしても、Microsoft Project Web Access のドキュメント センタと懸案事項センタで使用する言語には影響しません。これらのセンタで使用する言語は、SharePoint Team Services のインストール言語によって決まります。
(オプション) Remote Data Services DataFactory オブジェクトを無効にする
Microsoft Project Server は、RDS (Remote Data Services) ISAPI ライブラリ (msadcs.dll) を使用します。RDS ISAPI ライブラリは、安全性に問題があり、かつ Microsoft Project Server で必要としない DataFactory オブジェクト (msadcf.dll) を開示します。ここでは、RDS ISAPI ライブラリを無効にせずに RDS DataFactory オブジェクトを無効にする方法について説明します。
注  レジストリ エディタの使い方を誤ると、深刻な問題が発生することがあります。最悪の場合、オペレーティング システムの再インストールが必要になることがあります。マイクロソフトでは、レジストリ エディタの誤用が原因で発生した問題に関しては、一切責任を負いません。レジストリ エディタは、お客様の責任においてご使用ください。
レジストリの編集方法の詳細については、レジストリ エディタ (regedit.exe) のヘルプ トピック「キーと値を変更する」、または regedt32.exe のヘルプ トピック「レジストリの情報を追加または削除する」と「レジストリ情報を編集する」を参照してください。レジストリを編集する前に、レジストリのバックアップを作成してください。Windows 2000 を実行している場合は、システム修復ディスク (ERD) も更新する必要があります。
注  RDS DataFactory オブジェクトを無効にする操作によって、RDS DataFactory オブジェクトに依存している Web アプリケーションが無効になる場合があります。
RDS DataFactory オブジェクトを使用する Web アプリケーションがある場合は、Microsoft Universal Data Access サイトにある記事「RDS 2.0 で Customization Handler 機能を使用する」の指示に従ってください。この記事を探すには、[Microsoft Universal Data Access] のページで左側の枠の [UDA 技術情報] をクリックし、[Microsoft Universal Data Access 技術情報] のページで [RDS 技術情報] のセクションまでスクロールします。
· RDS DataFactory オブジェクトを無効にするには
1. 次のサブキーがある場合は削除します。
· \HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Services\W3SVC\Parameters\ADCLaunch\RDSServer.DataFactory

· \HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Services\W3SVC\Parameters\ADCLaunch\AdvancedDataFactory

· \HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Services\W3SVC\Parameters\ADCLaunch\VbBusObj.VbBusObjCls

(オプション) ユーザーが別のアカウントを使ってログオンできるようにする
Microsoft Project Server が Windows 認証でユーザーを認証するとき、既定では、ユーザーはそのコンピュータで、既に Windows ユーザー アカウントを使ってネットワークにログオンしているものと見なされます (統合 Windows 認証)。ただし、常にそうであるとは限りません。たとえば、別の人のコンピュータを使って Microsoft Project Server 情報を確認する場合もあれば、複数の人で共有しているコンピュータを使い、自分自身の Windows ユーザー アカウントではログオンしていない場合もあります。
このような場合、ユーザーが Microsoft Project Server サイトにアクセスすると、ホーム ページではなくログオン ページが開きます。ユーザーは、このページの左側にある [異なる Microsoft Windows ユーザー アカウントを使用したログオン] リンクをクリックしなければなりません。Windows ユーザー アカウント情報を入力した後、基本認証を使ってユーザーが認証されると、ホーム ページが表示されます。
注  Windows 管理ツールの詳細については、Microsoft Windows 2000 または Windows XP のドキュメントを参照してください。
ただし、ユーザーがログオン ページの [異なる Microsoft Windows ユーザー アカウントを使用したログオン] リンクを使用するには、管理者が Microsoft Project Server コンピュータで次の操作を行う必要があります。
· ユーザーが別の Microsoft Windows ユーザー アカウントでログオンできるようにするには
1. Microsoft 管理コンソール (MMC) の IIS スナップインを使用して、Microsoft Project Server の仮想ディレクトリおよび Remote Data Services の ISAPI ライブラリ (Msadcs.dll) の基本認証を有効にします。
ab. Microsoft Project Server 仮想ディレクトリの基本認証を有効にするには、[インターネット インフォメーション サービス] ウィンドウの左側の枠で仮想ディレクトリを右クリックし、[プロパティ] をクリックします。[ディレクトリ セキュリティ] タブをクリックし、[匿名アクセスおよび認証コントロール] セクションの [編集] をクリックします。[基本認証] チェック ボックスをオンにし、続行するかどうかを確認するメッセージが表示されたら [はい] をクリックします。[OK] を 2 回クリックして変更内容を適用し、ダイアログ ボックスを閉じます。次に、[OK] をクリックし、何も変更を加えずに [継承 / 優先] ダイアログ ボックスを閉じます。
ac. msadcs.dll ファイルの基本認証を有効にするには、[インターネット インフォメーション サービス] ウィンドウの左側の枠で MSADC 仮想ディレクトリを選択します。ウィンドウの右側の枠で msadcs.dll を右クリックし、[プロパティ] をクリックします。[ファイル セキュリティ] タブをクリックし、[匿名アクセスおよび認証コントロール] セクションの [編集] をクリックします。[基本認証] チェック ボックスをオンにし、続行するかどうかを確認するメッセージが表示されたら [はい] をクリックします。[OK] を 2 回クリックし、変更を適用してダイアログ ボックスを閉じます。
2. セキュリティを強化するために、IIS の Secure Sockets Layer (SSL) 機能を設定します。
注  SSL を使用すると、その環境のパフォーマンスに影響が及ぶことがあります。SSL の詳細についは、IIS のドキュメントの「サーバーに SSL をセットアップする」を参照してください。
付録
Microsoft Project Server ユーザー アカウント
Microsoft Project Server では、アプリケーションのさまざまな領域 (SharePoint Team Services、Analysis Services など) へのアクセスを規制するために、さまざまなユーザー アカウントを使用します。この付録は、Microsoft Project Server に必要なユーザー アカウントに関する次の節で構成されています。
· Microsoft Project Server に必要なユーザー アカウント
· Microsoft Project Server に必要なユーザー アカウントの管理
必要な Windows ユーザー アカウント
Microsoft Project Server および関連するコンポーネントをインストールして構成するには、次のユーザー アカウントが必要です。環境によっては、これらのユーザー アカウントをすべて必要とするわけではない場合もあります。
· SQL Server または Windows のユーザー アカウント  新しい Microsoft Project Server データベースを作成するために必要です。
· SQL Server のユーザー アカウント  Microsoft Project Professional または Microsoft Project Web Access から Microsoft Project Server データベースにアクセスするために必要です。
· OLAP の管理者  Microsoft Project Web Access で OLAP キューブを作成するために必要です。
· SharePoint の管理者   Microsoft Project Server にプロジェクトを発行したときにサブ Web を作成するため、または SharePoint Team Services の管理 Web サイトにアクセスするために必要です。
· SharePoint のデータベース読み取り用のアカウント  Microsoft Project Web Access のドキュメント センタまたは懸案事項センタで項目を表示するために必要です。
ユーザー アクセスのセキュリティについて考慮する必要がある事項は次のとおりです。
· Microsoft Project Server サイトは、Microsoft Internet Explorer で信頼済みとして設定されていなければなりません。
· ユーザーが基本認証を使用して Microsoft Project Server にログオンするには、Microsoft Project Server の仮想ディレクトリと Msadc.dll ファイルの認証方法を設定する必要があり、Microsoft Internet Information Services (IIS) が SSL を使用するように構成しなければなりません。
· Microsoft Project Server では、Active Directory のドメインに属するコンピュータに対する Kerberos V5 認証プロトコルの使用がサポートされています。Kerberos V5 認証は、Microsoft Windows XP Home Edition、Windows 98、Windows 95 ではサポートされていません。基本認証を使用して Microsoft Project Server にログオンしたユーザーは、IIS コンピュータがユーザー プリンシパル名 (UPN) 形式を許可するように構成されていたとしても、account@domain.com という UPN 形式を使用することはできません。
· Windows ユーザー アカウントは、どのような形で入力したかにかかわらず、<ドメイン>\<アカウント> という形式で Microsoft Project Server データベースに保存されます。
· Microsoft Project Server の既存のデータベースに接続するための SQL Server ユーザー アカウント、または新しいデータベースを作成するための SQL Server ユーザー アカウントや Windows ユーザー アカウント。Microsoft Project Professional から Microsoft Project Server データベースにアクセスするための SQL Server ユーザー アカウントが必要です。さらに、このユーザー アカウントは、Microsoft Project Server データベースの MSProjectRole ロールに属していなければなりません。
· Online Analytical Processing (OLAP) キューブにアクセスするための Windows ユーザー アカウント。このユーザー アクセス要件は、Microsoft Project Web Access でセキュリティ グループを使って、簡単に管理することができます。
· Microsoft Project Server から SharePoint Team Services のデータベースにアクセスするための Windows ユーザー アカウント。このユーザー アクセス要件は、Microsoft Project Web Access でセキュリティ グループを使って、簡単に管理することができます。
· Microsoft Project Web Access から SharePoint Team Services のサブ Web にアクセスするための Windows ユーザー アカウント。このユーザー アクセス要件は、Microsoft Project Web Access でセキュリティ グループを使って、簡単に管理することができます。
· Microsoft Project Web Access から SharePoint Team Services にアクセスしてリモート管理タスクを実行するための Windows ユーザー アカウント。このユーザー アクセス要件は、Microsoft Project Web Access でセキュリティ グループを使って、簡単に管理することができます。
· Microsoft Project Server をインストールするには、既存の Microsoft Project Server データベースに接続するための Microsoft SQL Server ユーザー アカウント、または新しいデータベースを作成するための SQL Server ユーザー アカウントや Windows ユーザー アカウントが必要です。既存のデータベースに接続する場合、ユーザー アカウントは Microsoft Project Server データベースの MSProjectServerRole ロールに属している必要があります。新しいデータベースを作成する場合、ユーザー アカウントには、SQL Server コンピュータ上でデータベースやユーザー アカウントを作成するための十分な権限がなければなりません。
Microsoft Project Server に必要なユーザー アカウント
Microsoft Project Server に必要なユーザー アカウントの詳細は次のとおりです。
	Microsoft Project Server (SQL Server 2000) ユーザー アカウント

	MSProjectServerUser
	MSProjectServerUser ユーザー アカウントは、Microsoft Project Server のインストール中に作成されます。このアカウントは、Microsoft Project Web Access のユーザーが Microsoft Project Server データベースにアクセスするために使用します。これは SQL Server のユーザー アカウントです。

	MSProjectUser
	MSProjectUser ユーザー アカウントは、Microsoft Project Server のインストール中に作成されます。このアカウントは、Microsoft Project Professional のユーザーが Microsoft Project Server データベースにアクセスするために使用します。このアカウントは、Microsoft Project Server コンピュータ上の MSProjectRole ロールに所属していなければなりません。これは SQL Server のユーザー アカウントです。

	OLAP Administrators
	このユーザー アカウントは、PSCOMPLUS.EXE ツールを通して、Analysis Services サーバー上の OLAP キューブ データベースにアクセスするために使用します。Microsoft Project Web Access または Microsoft Project Professional でユーザーがポートフォリオ分析ビューを作成するためには、このアカウントを使って OLAP キューブ データベースにアクセスする必要があります。
このロールのためのドメインまたはローカル ユーザー アカウントを作成したら、それを Analysis Services サーバー上の Windows Administrators ローカル グループと OLAP Administrators グループに追加します。

	SharePoint Administrator
	この Windows ローカル グループ アカウントは、SharePoint Team Services を実行するサーバーにアクセスするために使用します。ユーザーが管理者またはプロジェクト管理者として (サーバーに新しいプロジェクトを発行するときに) 新しいサブ Web を作成するためには、このユーザー アカウントを使って、SharePoint Team Services を実行するサーバーにアクセスする必要があります。
このロールのためのドメインまたはローカル ユーザー アカウントを作成したら、それを SharePoint Team Services および Microsoft Project Server を実行するサーバーの Administrators グループに追加します。

	SharePoint Data Reader
	このユーザー アカウントは、プロジェクト チーム メンバーが SharePoint Team Services データベースにアクセスするために使用します。


ドメイン ユーザー アカウントとローカル ユーザー アカウント
Microsoft Project Server に必要なユーザー アカウントをドメイン ユーザー アカウントとローカル ユーザー アカウントのいずれとして作成するかは、それぞれの作業環境のセキュリティ ポリシーに従って決定しなければなりません。
注  グループに追加されたユーザーは、そのグループの権限を継承します。Microsoft Project Server に必要なグループは、Microsoft Project Server、SQL Server 2000、および SharePoint Team Services によって作成される既定のグループです。Microsoft Project Server で使用するためにグループを新しく作成する必要はありません。
Microsoft Project Server に必要なユーザー アカウントの管理
Microsoft Project Server に必要なユーザー アカウントを作成する必要があります。ドメイン ユーザー アカウントを作成するには、[Active Directory ユーザーとコンピュータ] を使用します。ローカル ユーザー アカウントを作成するには、[ローカル ユーザーとグループ] を使用します。
· ローカル ユーザー アカウントを作成するには
1. Microsoft Project Server を実行する Windows 2000 Server コンピュータに管理者としてログオンします。
2. デスクトップで [マイ コンピュータ] を右クリックし、[管理] をクリックします。
3. [コンピュータの管理] ウィンドウで [システム ツール] 下の [ローカル ユーザーとグループ] を開きます。
4. [ユーザー] を右クリックし、[新しいユーザー] をクリックします。
5. [新しいユーザー] ダイアログ ボックスで [ユーザー名]、[フル ネーム]、[パスワード] の各フィールドに情報を入力します。たとえば、Microsoft Project Server で使用する OLAP 管理者アカウントの名前として、「OLAP Admin」などを入力します。
6. [ユーザーは次回ログオン時にパスワード変更が必要]、[ユーザーはパスワードを変更できない]、[パスワードを無期限にする] の各オプションを有効にするかどうかを決めます。
注  [ユーザーは次回ログオン時にパスワード変更が必要] オプションを無効にし、[ユーザーはパスワードを変更できない] オプションと [パスワードを無期限にする] オプションを有効にすると、ユーザー アクセスの面では Microsoft Project Server を管理しやすくなりますが、パスワードが変更されず無期限に使用されることに対する対処の方法を、それぞれの作業環境のセキュリティ ポリシーに照らして検討する必要があります。このことは、Microsoft Project Server の一部の機能 (Microsoft Project Web Access や Analysis Services など) をインターネットで利用する環境では特に重要です。
7. [作成] をクリックします。
· ドメイン ユーザー アカウントを作成するには
1. ドメイン ユーザー アカウントを作成する方法は、2 つあります。1 つは既定の設定を使用して新しいユーザー アカウントを作成する方法、もう 1 つは既存のユーザー アカウントの設定を使用して新しいユーザー アカウントを作成する方法です。 

· 既定の設定を使用して新しいユーザー アカウントを作成するには、ユーザー アカウントを保存するコンテナを右クリックし、[新規作成] をポイントして [ユーザー] をクリックします。[新しいオブジェクト - ユーザー] ダイアログ ボックスが表示されます。 

· 既存のユーザー アカウントの設定に基づいて新しいユーザー アカウントを作成するには、[Active Directory ユーザーとコンピュータ] を起動し、既存のユーザーを右クリックして、[コピー] をクリックします。[オブジェクトのコピー - ユーザー] ダイアログ ボックスが表示されます。
2. ユーザーの姓と名を入力します。これらに基づいて [フル ネーム] が作成されます。
3. ユーザーのログオン名を入力し、そのユーザーを関連付けるドメインを選択します。[次へ] をクリックします。
4. ユーザーのパスワードを入力します。
注  [ユーザーは次回ログオン時にパスワード変更が必要] オプションを無効にし、[ユーザーはパスワードを変更できない] オプションと [パスワードを無期限にする] オプションを有効にすると、ユーザー アクセスの面では Microsoft Project Server を管理しやすくなりますが、パスワードが変更されず無期限に使用されることに対する対処の方法を、それぞれの作業環境のセキュリティ ポリシーに照らして検討する必要があります。このことは、Microsoft Project Server の一部の機能 (Microsoft Project Web Access や Analysis Services など) をインターネットで利用する環境では特に重要です。
5. [次へ] をクリックし、[完了] をクリックします。
· ローカル / ドメイン ユーザー アカウントをグループに追加するには
1. Microsoft Project Server を実行する Windows 2000 Server コンピュータに管理者としてログオンします。
2. デスクトップで [マイ コンピュータ] を右クリックし、[管理] をクリックします。
3. [コンピュータの管理] ウィンドウで [システム ツール] 下の [ローカル ユーザーとグループ] を開きます。
4. [グループ] をクリックし、[Administrators] を右クリックし、[グループに追加] をクリックします。
5. ユーザー アカウントの追加先のグループの名前 (OLAP Administrators など) を選択し、[追加] をクリックします。
6. [OK] をクリックして [コンピュータの管理] ウィンドウに戻ります。
7. グループに追加するユーザー アカウントごとに、手順 1 ～ 6 を繰り返します。
SharePoint Team Services に必要なユーザー アカウントの管理
SharePoint Team Services を Microsoft Project Server と連携して使用するためには、2 つの Windows ユーザー アカウントが必要です。1 つは管理者アカウント、もう 1 つは SharePoint Team Services データベースにアクセスするためのアカウントです。
· 管理者アカウントを作成するには
注  このアカウントはローカル コンピュータの Administrators グループのメンバーでなければなりません。
1. SQL Server Enterprise Manager を起動します。
2. ローカル サーバーの [セキュリティ] フォルダを開きます。
3. [ログイン] フォルダを選択して右クリックします。
4. [新規ログイン] を選択して [SQL Server ログインのプロパティ - 新規ログイン] ダイアログ ボックスを開きます。
5. [全般] タブで、ドメイン名と SharePoint Team Services 管理者アカウントの名前を入力します (例 : <ドメイン>\STSAdmin)。参照機能を使って SharePoint Team Services 管理者アカウントを検索して追加することもできます。
6. [認証] 下の [Windows 認証] を選択し、ドメインが正しいことを確認します。
7. [既定値] 下の一覧から SharePoint Team Services データベースの名前 (通常は <サーバー名>_LM_W3SVC_1_Collab) を選択します。
8. [データベース アクセス] タブで、SharePoint Team Services データベースの横の [権限] チェック ボックスをオンにします。
9. [データベース ロール - <ユーザー名>] 下の [db_datareader] を選択し、[Public] が選択されていることを確認します。
10. [OK] をクリックします。
· データベース アクセス アカウントを作成するには
1. SQL Server Enterprise Manager を起動します。
2. ローカル サーバーの [セキュリティ] フォルダを開きます。
3. [ログイン] フォルダを選択して右クリックします。
4. [新規ログイン] を選択して [SQL Server ログインのプロパティ - 新規ログイン] ダイアログ ボックスを開きます。
5. [名前] フィールドで参照ボタン (...) をクリックし、[ドメインまたはコンピュータ] の一覧からサーバーを探します。
6. SharePoint Team Services 管理者アカウントを選択します。
7. [Windows 認証] と使用するドメインを選択します。
8. [既定値] で、SharePoint Team Services のデータベース名を選択します。
9. SQL Server データベース アカウント情報を設定するために、[データベース アクセス] タブで、SharePoint Team Services データベース名の横の [権限] をオンにします。 

10. データベース ロールで、[Public] と [db_datareader] の [権限] をオンにします。
11. [OK] をクリックします。
Microsoft Project Central からのアップグレード
既存の Microsoft Project Central をアップグレードして Microsoft Project Server で使用できるようにするには、データベースを Microsoft Project Server 形式に変換する必要があります。Microsoft Project Central から Microsoft Project Server にアップグレードする必要があるのは、ワークグループ環境で Microsoft Project Standard を使用する場合だけです。Microsoft Project Professional を使用する場合は、Microsoft Project Server を新しいコンピュータにインストールして、Microsoft Project Central のデータを Microsoft Project Server に移行する必要があります。
注  Microsoft Project Central がインストールされているのと同じコンピュータに Microsoft Project Server をインストールする場合は、Microsoft Project Server をインストールする前に Microsoft Project Central をアンインストールする必要があります。
この章は、Microsoft ProjectCentralからのアップグレードに関する次の節で構成されています。
· Microsoft Project Central から Microsoft Project Server への移行
· Microsoft Project Central と Microsoft Project Server との違い
· データベース アップグレード スクリプトの実行
Microsoft Project Central から Microsoft Project Server への移行
Microsoft Project Central から Microsoft Project Server にアップグレードする際の手順は、展開の構成によって異なります。Microsoft Project Central から Microsoft Project Server への移行の詳細については、http://www.microsoft.com/technet/treeview/default.asp?url=/technet/prodtechnol/project/project2002/deploy/psvmigr.asp?frame=true （英語情報）を参照してください。
· Microsoft Project Standard にアップグレードし、Microsoft Project Server をワークグループ環境でしか使わない場合 (エンタープライズ機能は一部だけ利用) は、アップグレードを行っても同じリソース ビュー、プロジェクト ビュー、割り当てビュー、基本セキュリティ設定が維持されるので、標準データベース アップグレードで十分です。
注  プロジェクトと進捗レポートは、Microsoft Project Central データベースには保存されていないので、アップグレードを行っても Microsoft Project Server データベースに追加さません。
· Microsoft Project Professional にアップグレードする場合は、既存のデータベースをアップグレードするのではなく、新しいデータベースに情報をインポートすることをお勧めします。Microsoft Project Server では大量のデータが保存されるので、専用のサーバー (現在 Microsoft Project Central を実行しているのとは異なるサーバー) にインストールし、ビュー処理エンジン サービスなどのサービスや Microsoft Project Server データベースの負荷は別のサーバーに移してください。さらに、エンタープライズ グローバル テンプレート、エンタープライズ リソース共有元、改良されたセキュリティ テーブルなどの新機能によって、Microsoft Project Central データベースには含まれていなかった新しい情報がデータベースに追加されます。
Microsoft Project Central と Microsoft Project Server との違い
Microsoft Project Central から Microsoft Project Server にアップグレードすると、次の領域に影響が及びます。
· ユーザー設定  Microsoft Project Central 内の既存のページでは、アップグレード中にユーザー設定がすべて失われます。
· アクセス権  他のユーザーの割り当てを見るためのアクセス権は、アップグレードによって失われます。
· ビュー  Microsoft Project Central ビューは維持されますが、これらのビューに適用していたユーザー設定はすべて適用し直す必要があります。
データベースの変更
Microsoft Project Server にアップグレードすることによって Microsoft Project Central データベースに加えられる変更は、主にフィールドの種類とセキュリティの詳細情報です。
注  プロジェクト管理者へのメッセージと割り当ての更新依頼メッセージは、Microsoft Project Server に移行されません。したがって、プロジェクト管理者は、Microsoft Project Central データベースが変換される前に、メッセージを確認してすべてのプロジェクトを更新する必要があります。
データの変更
新しいフィールドや修正されたフィールド (Microsoft Project Central データベースとの相違箇所) を含め、Microsoft Project Server データベース内のすべてのテーブルとフィールドについては、C:\Program Files\Microsoft Project Server\Help\1033 フォルダにあるドキュメント「Microsoft Project Server Database Information」(SvrDB.htm) を参照してください (この 1033 フォルダには、英語版のファイルが含まれています。他の言語のファイルについては、その言語のロケール ID (LCID) に対応するフォルダを確認してください)。
セキュリティ機能の変更
Microsoft Project Central と Microsoft Project Server のセキュリティには大きな違いがあります。Microsoft Project Server にアップグレードするためには、Microsoft Project Central のすべてのセキュリティ ロールとカテゴリを Microsoft Project Server のセキュリティ グループとカテゴリに更新しなければなりません。
ロール
Microsoft Project Central のユーザー アカウントは、認証の種類、ユーザー名、パスワード、電子メール アドレスの情報を含め、すべて Microsoft Project Server に移行されます。また、ユーザーは Microsoft Project Central でのカテゴリに相当する Microsoft Project Server のカテゴリにセキュリティ プリンシパルとして追加され、既定のアクセス許可はカテゴリによって決まります。
Microsoft Project Central のロールは、次のようにグループに変換されます。
	Microsoft Project Central のロール
	Microsoft Project Server のグループ

	リソース
	チーム メンバー

	マネージャ
	プロジェクトの管理者

	管理者
	管理者


ユーザー割り当てのアクセス権は移行しません。ただし、チーム メンバーは自分の割り当ての確認、プロジェクトの管理者はプロジェクトのすべての割り当ての確認、管理者はすべての割り当ての確認ができます。
カテゴリ
Microsoft Project Central のすべてのカテゴリは Microsoft Project Server に移行します。名前 (自分で作成したカテゴリの場合)、説明、リソース、アクセス権など、Microsoft Project Central カテゴリの詳細すべて、およびそのカテゴリで定義されているプロジェクトとプロジェクト設定が、対応する Microsoft Project Server のカテゴリに含まれます。
カテゴリは次のように変換されます。
	Microsoft Project Central のカテゴリ
	Microsoft Project Server のカテゴリ

	チーム メンバー
	自分のタスク

	プロジェクトの管理者
	自分のプロジェクト

	リソース マネージャ
	自分の所属組織

	上級マネージャ
	自分の所属組織


データベース アップグレード スクリプトの実行
ここでは、Microsoft Project Central を Microsoft Project Server にアップグレードするための、データベース アップグレード スクリプトを実行する手順について説明します。
注  この手順は、Microsoft Project Central から Microsoft Project Server にアップグレードし、ワークグループ環境で Microsoft Project Standard を使用する場合にのみ実行します。Microsoft Project Professional を使用、または Microsoft Project Server のエンタープライズ機能を使用する場合には、Microsoft Project Server を専用のサーバーにインストールし、その後で Microsoft Project Central からデータを移行してください。
· Microsoft Project Central データベースを Microsoft Project Server データベースに変換するスクリプトを実行するには
1. Microsoft Project Central でアクティブなメッセージをすべて処理します。Microsoft Project Server では、プロジェクト更新メッセージがトランザクションに変わります (プロジェクト更新メッセージはアップグレードされません)。
2. Microsoft Project Server データベースが更新されるのを防ぐために、Internet Information Services (IIS) を終了します。
3. Microsoft Project Central データベースのバックアップを作成します。
4. (オプション) Microsoft Project Central データベースを新しいコンピュータにコピーします。データ変換サービスのインポート/エクスポート ウィザードやデータベース コピー ウィザードなどの SQL Server ツールを使用して、新しいコンピュータにデータを保存することができます。ウィザードを探すには、SQL Server Enterprise Manager を起動して、[ツール] をクリックし、[ウィザード] をクリックします。データ変換サービスのインポート/エクスポート ウィザードは、[データ変換サービス] の [DTS インポート ウィザード] (または [DTS エクスポート ウィザード]) にあり、データベース コピー ウィザードは [管理] にあります。
注  アップグレードの際に、MSDE から Microsoft SQL Server に切り替える場合には、この手順を実行することを強くお勧めします。
5. Microsoft Project Central をアンインストールします (Microsoft Project Server を同じサーバーにインストールする場合)。
6. CD-ROM ドライブに Microsoft Project Server CD を挿入するか、ネットワークのインストール場所に接続します。
7. コマンド プロンプトから CD-ROM ドライブ (またはネットワーク上のインストール場所) にアクセスし、\SUPPORT\DATABASE フォルダに移動して OSQL ツールを探します。
注  Upgdb.cmd ファイルのスクリプトの中には、SQL Server クエリ アナライザで処理するには長すぎるものがあるので、OSQL ツールを使用する必要があります。
8. OSQL ツールを使い、Microsoft Project Central データベースを Microsoft Project Server で使用できるように変換するための次のコマンドを入力します。
注  Upgdb.cmd ファイルを使用すると、データベースの変換、Microsoft Project Server テーブルの作成、および既定のデータの挿入を一度に実行できます。パフォーマンス上または管理上の理由により、このファイルは、特定のデータ ファイル、ログ ファイル、およびインデックス ファイルの場所を指定するように編集できます。
osql –S <サーバー名> –U <アカウント名> –P <パスワード> –d <データベース名> –i Upgwtbls.sql

<サーバー名>、<アカウント名>、<パスワード>、および <データベース名> はプレースホルダです。たとえば、次のようになります。
osql –S ProjCentralSvr01 –U sa –P SApass*22 –d ProjCentralDB –i Upgwtbls.sql

注  パラメータ文字 S、U、P、d、および i は、大文字と小文字が区別されます。
9. 次のコマンドを入力すると、Microsoft Project Server テーブルを作成し、既定のデータを挿入することができます。
· 次のスクリプトを実行して、Microsoft Project 2002 テーブル スキーマ ("MSP_" で始まるテーブル名) を作成します。
osql –S <サーバー名> –U <アカウント名> –P <パスワード> –d <データベース名> -i Projtbls.sql

· 次のスクリプトを実行して、プロジェクトのデータの妥当性を確認するのに使用されるストアド プロシージャを作成します。
osql –S <サーバー名> –U <アカウント名> –P <パスワード> –d <データベース名> -i Projsps.sql

· 次のスクリプトを実行して、プロジェクト センタのプロジェクト ("MSP_VIEW" で始まるテーブル名) を参照する場合、使用するデータを保存するテーブルを作成します。
osql –S <サーバー名> –U <アカウント名> –P <パスワード> –d <データベース名> -i Viewtbls.sql

· 次のスクリプトを実行して、Microsoft Project Server OLAP キューブのステージング テーブル ("MSP_CUBE" で始まるテーブル名) を作成します。
osql –S <サーバー名> –U <アカウント名> –P <パスワード> –d <データベース名> -i Cubetbls.sql

· 次のスクリプトを実行して、Microsoft Project Server ストアド プロシージャを作成します。
osql –S <サーバー名> –U <アカウント名> –P <パスワード> –d <データベース名> -i Websps.sql

· 次のスクリプトを実行して、Microsoft Project Server のセキュリティ ビューを作成します。
osql –S <サーバー名> –U <アカウント名> –P <パスワード> –d <データベース名> -i Secviews.sql

· 次のスクリプトを実行して、Microsoft Project 2002 テーブルにローカライズされたデータを挿入します。
osql –S <サーバー名> –U <アカウント名> –P <パスワード> –d <データベース名> -i Locdata.sql

注  このスクリプトは、使用する言語のロケール ID (LCID) に対応するフォルダにあります。たとえば、英語版は \SUPPORT\DATABASE\1033 フォルダにあります。
· 次のスクリプトを実行して、Mcrosoft Project 2002 テーブルにエンタープライズ グローバルおよびエンタープライズ リソースを挿入します。
osql –S <サーバー名> –U <アカウント名> –P <パスワード> –d <データベース名> -i Eglobal.sql

注  このスクリプトは、使用する言語のロケール ID (LCID) に対応するフォルダにあります。たとえば、英語版は \SUPPORT\DATABASE\1033 フォルダにあります。
· 次のスクリプトを実行して、Microsoft Project Web Access テーブルにローカライズされたデータを挿入します。
osql –S <サーバー名> –U <アカウント名> –P <パスワード> –d <データベース名> -i Upgdef.sql

注  このスクリプトは、使用する言語のロケール ID (LCID) に対応するフォルダにあります。たとえば、英語版は \SUPPORT\DATABASE\1033 フォルダにあります。
· 次のスクリプトを実行して、Microsoft Project Web Access テーブルに言語パック データを挿入します。
osql –S <サーバー名> –U <アカウント名> –P <パスワード> –d <データベース名> -i Insdeflp.sql

注  このスクリプトは、使用する言語のロケール ID (LCID) に対応するフォルダにあります。たとえば、英語版は \SUPPORT\DATABASE\1033 フォルダにあります。Microsoft Project Server のローカライズされたバージョンをインストールするには、使用する言語仕様のバージョンの後にこのスクリプトの英語バージョンも実行します。
· 次のスクリプトを実行して、Microsoft Project Central のユーザー ロールを Microsoft Project Server のグループにマップします。
osql –S <サーバー名> –U <アカウント名> –P <パスワード> –d <データベース名> -i Upgwsec.sql

10. Microsoft Internet Information Server で Microsoft Project Server データベースにアクセスできるようにするには、そのための SQL Server ユーザー アカウントを作成し (または既存の統合 Windows 認証信用アカウントを使用し)、それにデータベースへのアクセス権を与え、MSProjectServerRole ロールを割り当てます。
11. Microsoft Project Professional で Microsoft Project Server データベースにアクセスできるようにするには、そのための SQL Server ユーザー アカウントを作成し、それにデータベースへのアクセス権を与え、MSProjectRole ロールを割り当てます。
12. Microsoft Project Server セットアップ プログラムを実行し、[カスタム] をクリックします。セットアップ プログラムのページで [既存のデータベースへ接続] をクリックし、アップグレードしたデータベースの情報を入力します。
Microsoft Project Server のアンインストール
Microsoft Project Server のアンインストール
Microsoft Project Server をアンインストールすると、次のようになります。
· Microsoft Desktop Engine (MSDE) がセットアップ プログラムによってインストールされた場合は、アンインストールによって削除されます。作成されたデータベース ファイルはすべてそのまま残ります。
· MSDE がセットアップ プログラムによってインストールされた場合、アップグレードされた可能性のある Microsoft Data Access Components (MDAC) コンポーネントはすべてそのまま残ります。
· セットアップ プログラムによってインストールされたシステム ファイル (Microsoft XML のファイルなど) はそのまま残ります。
· Microsoft Project Server で作成されたレジストリ キーは削除されます。
· Microsoft SharePoint Team Services などの追加の製品やコンポーネントは、Microsoft Project Server をアンインストールしても変更されません。
SharePoint Team Services が、Microsoft Project Server に付属の SharePoint 設定ウィザードを使用してインストールされた場合、SharePoint 設定ウィザードを使用してアンインストールすると SharePoint Team Services も削除されます。SharePoint 設定ウィザードを使用して、既存の SharePoint Team Services を Microsoft Project Server 用に構成した場合、アンインストールを行うと、SharePoint Team Services のテンプレートは元の状態に戻ります (既存のサブ Web は変更されません)。
インストールの際に [今すぐインストール] オプションと [カスタム] オプションのどちらを使用した場合でも、Microsoft Project Server のアンインストールによってデータベースが削除されることはありません。したがって、データベースを元の状態に戻す必要がある場合は、データベース スクリプトを実行します。スクリプトを再度実行すると、データベース内のレコードが自動的に削除された後に新しい既定のレコードが作成されるので、データベースを削除することなく、既定のレコードを含む新しいテーブルを作成することができます。スクリプトを再度実行するときにすべてのレコードが削除されるので、事前にすべてのデータをバックアップしておくとよいでしょう。データベース内のレコードのバックアップおよび回復に使用するツールは、Microsoft Project 2002 Resource Kit の Toolbox に含まれています。
Windows Server 2003 に Microsoft Project Server をインストールする
Microsoft Project Server のリリース時点では、Microsoft Windows Server 2003 はまだ完成していませんでした。その後の追加情報については、Microsoft Knowledge Base の記事「setting up and configuring Microsoft Project Server on Windows Server 2003」(319281) を参照してください。
IIS Security Lockdown Wizard で Active Server Pages (ASP) および ISAPI 要求ハンドラを有効にしておけば、Windows Server 2003 で Microsoft Project Server を実行することができます。
· ASP ページおよび ISAPI 要求ハンドラを有効にするには
1. IIS Manager を起動します。
2. Microsoft Project Server を右クリックし、[Security] をクリックします。
3. IIS Security Lockdown Wizard で [Next] をクリックします。
4. [Service startup defaults] ダイアログ ボックスで [Next] をクリックします。
5. [Request Handlers] メニューで、[ISAPI Handlers] の [Enable Active Server Pages] が選択されていることを確認します。
6. [Enable all ISAPI request handlers not listed above] チェック ボックスをオンにします。
7. [Next] をクリックし、[Finish] をクリックしてウィザードを完了します。
注  IIS Security Lockdown Wizard で Active Server Pages (ASP) および ISAPI 要求ハンドラを有効にしていないと、Microsoft Project Server データベースに保存されているリソースにアクセスしようとするとき、または Microsoft Project Web Access ユーザー インターフェイスのグリッド コントロールにアクセスするときに、エラーが発生します。
